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日
展
評
議
員
義
援
ヲ
会
伐
魁

偉
大
な
玄
白
と
、
似
る
、
と
い
う
二
つ
の
情
成
上
の
要

素
を
、
造
形
芸
術
と
し
て
、
調
和
の
世
界
を
彫
り
上
げ

よ
う
、
昇
華
さ
せ
よ
う
と
繰
返
し
追
求
し
て
、
出
来
上

が
っ
た
の
が
こ
の
像
で
あ
る
。

ブ
ロ
ン
ズ
立
像
(
高
き
お
叩
)
網
箱
入

・
長
谷
川
義
起
先
生
箱
書

頒
価
=
一

0
0
、
0
0
0
円

①
「
活
物
自
制
理
」
と
は
生
体
に
つ
い
て
研
究

・
探
究
す
る

こ
と
で
あ
る
。
世
界
の
近
代
外
科
の
先
駆
と
な
っ
た

肇
岡
青
洲
は
、
「
活
物
窮
理
』
を
外
科
医
と
し
て
の
生

命
を
か
け
た
信
条
と
し
た
。

②
百
餓
図
は
、
杉
田
玄
白
が
六
十
歳
の
誕
生
日
に
仕
上

げ
た
も
の
で
、
繊
細
華
麗
に
描
か
れ
て
い
る
。
製
作

は
技
術
の
粋
を
尽
し
独
自
の
手
法
に
よ
り
復
元
、
仕

上
げ
部
分
は
手
描
き
に
よ
る
@
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第
刊
回
日
本
医
史
学
会
総
会
特
別
講
演

渡
来
百
五
十
年
記
念
シ

l
ポ
ル
顕
髭
記
念
会

昭
和
四
十
八
年
十
月
八
日

、ホ

ノレ

ト

と

門

人

忌/

内

"'"" 廿

七
、
門
人
は
シ

l
ボ
ル
ト
の
仕
事
を
ど
の
よ
う
に
た
す
け
た
か
?

一
、
記
念
さ
れ
る
シ

l
ボ
ル
ト

二
、
シ
l
ボ
ル
ト
ま
で
の
時
代

日
本
医
史
学
雑
誌
・
第
二
十
巻

第
一
号
・
昭
和
四
十
九
年
三
月

緒

方

昭
和
四
十
八
年
十
二
月
十
二
日
受
付

富

雄

、
シ
l
ボ
ル
ト
の
お
い
た
ち

利
用
し
た
か
?

八
、
シ
l
ボ
ル
ト
は
門
人
の
提
出
し
た
蘭
文
資
料
を
ど
の
よ
う
に

四
、
シ
!
ボ
ル
ト
日
本
へ

九
、
む
す
び

五
、
シ
l
ボ
ル
ト
の
活
動
と
そ
れ
を
た
す
け
た
人
々

引
用
文
献

六
、
シ

l
ボ
ル
ト
の
活
動
を
さ
さ
え
た
人
々

一
、
記
念
さ
れ
る
ジ

l
ポ
ル
ト

(
文
政
六
年
七
月
六
日
〉
で
、
そ
れ
か
ら
六
年
間
日
本
に
い
て
、
長
崎
を
去
っ
た
の
は
、

シ
l
ボ
ル
ト

〈司
E
-
e℃

F
S
N
〈。ロ

ω芯
σ。
E
〉
〈
一
七
九
六
|
一
八
六
六
)
が
長
崎
の
山
山
島
に
つ
い
た
の
は
、

一
八
二
三
年
八
月
十
一
日

五
日
〉
で
し
た
。
そ
れ
は
シ

l
ボ
ル
ト
の
二
十
七
歳
か
ら
三
十
三
歳
ま
で
の
あ
い
だ
に
ま
た
が
っ
て
お
り
ま
す
。

一
八
二
九
年
十
二
月
三
十
日
〈
文
政
十
二
年
十
二
月
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今
年
は
シ

l
ボ
ル
ト
が
日
本
へ
来
た
年
か
ら
か
ぞ
え
て
ち
ょ
う
ど
百
五
十
年
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
長
崎
で
は
こ
の
機
会
に
渡
来
百
五
十
年

記
念
シ

l
ボ
ル
ト
顕
彰
会
を
組
織
さ
れ
、
今
朝
九
時
か
ら
は
出
島
の
旧
蘭
館
祉
に
お
い
て
出
島
史
学
顕
彰
薬
園
碑
所
在
標
の
除
幕
式
が
あ
り
、

い
ま
乙
乙
に
記
念
講
演
会
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
講
演
会
の
講
演
を
わ
た
く
し
に
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
ζ

止
を
、
ま
乙
と
に
光
栄
に
存
じ
ま

す。
ふ
り
か
え
っ
て
見
ま
す
と
、
む
か
し
日
本
へ
来
た
外
国
人
の
な
か
で
、
シ
i
ボ
ル
ト
ほ
ど
ひ
ろ
く
知
ら
れ
、
な
が
く
人
気
の
あ
る
人
は
す
く

シ
l
ボ
ル
ト
を
記
念
す
る
行
事
の
数
や
質
か
ら
い
い
ま
し
で
も
、
シ
l
ボ
ル
ト
に
つ
い
て
て
警
か
れ
た
も
の

な
い
と
お
も
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

の
数
が
た
い
へ
ん
多
い
乙
と
か
ら
い
い
ま
し
で
も
、
よ
く
わ
か
る
の
で
あ
り
ま
す
。
記
念
行
事
の
お
も
な
も
の
を
記
録
か
ら
ひ
ろ
っ
て
み
ま
す

と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

明
治
十
二
年
三
月
十
日
(
一
八
七
九
〉

長
崎
諏
訪
公
園
内
に
「
施
福
多
君
記
念
碑
」
建
設
。

乙
の
碑
建
設
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
あ
と
に
述
べ
ま
す
。

明
治
二
十
九
年
二
月
十
七
日
(
一
八
九
六
〉

東
京
上
野
精
養
軒
に
お
い
て
シ

l
ボ
ル
ト
誕
生
百
年
記
念
会
開
催
。
そ
の
記
念
出
版
と
し
て
呉
秀
三
「
シ

l
ボ
ル
ト
」
出
版
〈
一
月
三

明
治
三
十
年
三
月
三

八
九
七
〉

鳴
滝
宅
駈
に
「
シ

l
ボ
ル
ト
先
生
宅
配
」
碑
建
設
。

大
正
十
一
年
十
月
十
二
日
(
一
九
二
二
〉

鳴
滝
宅
雌
が
内
務
大
臣
よ
り
史
蹟
と
し
て
指
定
。

大
正
十
二
年
三
九
二
三
〉

長
崎
に
お
い
て
シ

l
ボ
ル
ト
渡
来
百
年
記
念
事
業
計
画
。

と
の
年
九
月
一
日
関
東
大
震
災
に
よ
り
延
期
。

大
正
十
三
年
四
月
二
十
七
日
(
一
九
二
四
〉

2 



鴨
滝
宅
祉
に
お
い
て
シ

l
ボ
ル
ト
渡
来
百
年
記
念
式
典
挙
行
か
同
所
に
シ

l
ボ
ル
ト
蜘
像
建
設
か
胸
像
は
東
京
美
術
学
校
教
授
水
谷
鉄
也

氏
作
。

長
崎
県
立
図
書
館
に
お
い
て
シ

l
ボ
ル
ト
渡
来
百
年
記
念
展
覧
会
開
催
(
四
月
二
十
七
日
よ
り
二
十
九
日
ま
で
〉
。
同
講
演
会
開
催
。

「シ

l
ボ
ル
ト
先
生
渡
来
百
年
記
念
論
文
集
」
刊
行
〈
四
月
)
。

大
正
十
五
年
十
月
ハ
一
九
二
六
〉

呉
秀
三
「
シ

l
ボ
ル
ト
先
生
其
生
涯
及
功
業
」
〈
第
二
版
〉
(
文
献
一
〉
刊
行
。

昭
和
十
年
ハ
一
九
三
五
)

東
京
上
野
東
京
科
学
博
物
館
に
お
い
て
「
シ

l
ボ
ル
ト
資
料
展
覧
会
」
開
催
(
四
月
二
十
日
よ
り
五
月
二
日
ま
で
〉
同
目
録
刊
行
。

東
京
科
学
博
物
館
講
堂
に
お
い
て
同
講
演
会
開
催
(
四
月
二
十
六
日
〉
。

昭
和
十
三
年
六
月
(
一
九
三
八
〉

「シ

l
ボ
ル
ト
研
究
」

(
日
独
文
化
協
会
編
)
(
文
献
二
〉
刊
行
。

昭
和
四
十
一
年
十
月
二
十
六
日
(
一
九
六
六
〉

ケ
ン
ペ
ル
没
後
二
百
五
十
年
、
シ
l
ボ
ル
ト
没
後
百
年
記
念
講
演
会
開
催
。

同
講
演
集
(
の
包
g
E
n
y円
即
時
ゲ

ω毛
1
0
5
0ロ
号
白

E
M只〈
H
H
H

・
冨
5
2
7
5
m
g
仏

2
U
2
3
n
v
g
o
g
o
-
-
m与
え
三
位
同
Z
白昨日

1
5門田

〈

2
w
R
Wロ
ロ
門
凶
作
。

mHS-oロ
タ
吋

O
W
U
3
5
0
0
)
ハ
文
献
三
)
刊
行
。

シ
l
ボ
ル
ト
関
係
の
記
念
論
文
、
研
究
論
文
、
紹
介
文
に
つ
い
て
は
、
わ
た
く
し
と
沼
田
次
郎
教
授
編
の
「
シ

l
ボ
ル
ト
関
係
文
献
目
録
」

(
文
献
三
)
を
ど
ら
ん
く
だ
さ
い
。
そ
の
量
は
十
八
印
刷
ぺ

l
ジ
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

シ
l
ボ
ル
ト
へ
の
関
心
は
、

日
本
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
シ
!
ボ
ル
ト
に
関
す
る
研
究
は
主
と
し
て
ド
イ
ツ
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
シ

l
ボ
ル
ト
自
身
の
著
作
中
も
っ
と
も
有
名
な

Z弔問》

o
z
q
日
本
誌
」
〉
(
文
献
四
)
の
複
製
や
、
シ
l
ボ
ル
ト
の
二
人
の
息
子
が
編
集

3 



し
た
第
二
版
(
文
献
五
)
の
出
版
、

そ
れ
か
ら
ド
イ
ツ
語
か
ら
他
国
語

へ
の
翻
訳
な
ど
さ
か
ん
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
復
刻
版

そ
の
複
製
、

は
最
近
に
も
ド
イ
ツ
か
ら
出
て
い
ま
す
。

記
念
碑
は
、
シ
l
ボ
ル
ト
の
う
ま
れ
た
ド
イ
ツ
の
ウ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
グ
に
あ
る
の
が
有
名
で
す
が
、
乙
れ
の
興
味
あ
る
由
来
に
つ
い
て
は
呉
先

生
の
本
(
文
献
一
)
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

乙
の
碑
は
一
八
八
二
年
十
月
八
日
(
明
治
十
五
年
)
、
ウ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
グ
で
お
こ
な
わ
れ
た

司

E
D
E
E
yg
の
白
円丹
市
ロ
σ白ロ
〈
2
2ロ
ハフ

ラ
ン
ケ
ン
造
国
連
合
〉
の
第
二
十
五
回
創
立
記
念
会
の
と
き
に
除
幕
さ
れ
た
も
の
で
、
土
地
は
市
が

碑
を
建
設
し
た
の
は

ヌ
包
自
己
R
Z
穴

O
E
E
K
Z
の白

2
2
σ
2
mg巾
-
Z与
え
ニ
ロ

4
5
2
(ウ
イ
ン
帝
室
造
園
協
会
)
お
よ
び
シ

提
供
し
、

ー
ボ
ル

ト
の
尊
敬
者
と
い
う
名
儀
に
な
っ
て
い
ま
す
。
像
は
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
美
術
学
校
教
授
ク
リ
ス
チ
ア
ン

・
ロ
ー
ト
氏

(
ハUY
ユ
回
同
区
ロ
河

0
5〉

の
作
で
す
。
な
ぜ
乙
の
造
園
協
会
が
記
念
碑
を
た
て
た
の
か
と
い
い
ま
す
と
、

一
八
七
三
年

(明
治
六
年
)
の
同
協
会
の
会
合
の
席
で
、
シ
-

ボ
ル
ト
が
日
本
か
ら
多
く
の
目
新
ら
し
い
樹
木
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
導
入
し
た
と
い
う
顕
著
な
貢
献
を
感
謝
し
記
念
す
る
た
め
に
、
ウ
ュ
ル
ツ
プ

ル
グ
に
記
念
碑
を
建
て
よ
う
と
い
う
提
案
が
可
決
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
で
協
会
は
翌
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

、
ア
メ
リ
カ
の
、
造
園
で
有
名
な
認

市
に
支
部
を
お
き
、
寄
付
金
の
募
集
を
は
じ
め
ま
し
た
。
日
本
で
も
乙
れ
に
応
え
て
、
明
治
八
年
(
一
八
七
五
)
に
会
を
組
織
し
、
寄
付
金
を

募
集
す
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
公
使
の
発
言
で
、

そ
の
と
き
、

と
の
寄
付
金
の
一
部
を
も
っ
て
、
シ
l
ボ
ル
ト
ゆ
か
り
の
地
日
本

に
も
一
基
建
て
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

乙
れ
が
実
現
し
た
の
が
、
明
治
十
二
年
三
月
(
一
八
七
九
〉
に
長
崎
の
諏
訪
公
園
に
建
っ
た

「
施
福
多
君
記
念
碑
」
で
す
。
そ
の
由
来
は
乙
の
碑
に
く
わ
し
く
蓄
か
れ
て
い
ま
す
。

乙
の
よ
う
に
ζ

の
碑
は
も
と
も
と
日
本
人
が
発
起
し
て

建
て
た
の
で
な
く
、
ウ
ィ

ー
ン
帝
室
造
園
協
会
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
建
っ
た
の
で
す
。

な
ほ
協
会
本
部
の
所
在
地
ウ
ィ
ー
ン
に
は
一
八
九
二
年
(
明
治
十
五
年
〉
ご
ろ
、
協
会
の
前
庭
に
、
き
わ
め
て
特
異
な
記
念
砕
が
建
て
ら
れ

そ
の
後
ζ

わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
し
た
が
、

と
の
よ
う
に
三
基
の
記
念
碑
が
、
造
園
関
係
者
の
団
体
の
発
起
で
建
て
ら
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
記
憶
し
て
お
き
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

人
気
と
い
う
も
の
は
な
か
な
か
分
析
し
て
つ
か
み
に
く
い
も
の
で
、
お
お
む
ね
徒
労
に
お
わ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
シ

l
ボ
ル

ト
の
場
合
も

4 



い
ろ
い
ろ
複
雑
な
因
子
が
か
ら
ん
で
い
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
第
一
に
は
人
柄
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
う
え
、

シ
l
ボ
レ
ト
の
業
績
を
通

じ
て
で
な
け
れ
ば
、
現
在
の
わ
れ
わ
れ
が
知
り
た
く
て
も
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
む
か
し
の
日
本
の
す
が
た
が
無
数
に
ひ
そ
ん
で
い
る
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
日
本
の
過
去
の
記
録
文
献
で
、
こ
れ
ほ
ど
わ
か
り
よ
く
日
本
が
書
け
て
い
る
も
の
は
な
い
の
で
は
あ
り
ま
す
ま
い

そ
の
窓
味
で
は
、
シ
l
ボ
ル
ト
の
思
恵
を
乙
う
む
っ
て
い
る
の
は
、
外
国
人
ば
か
り
で
な
く
、
む
し
ろ
わ
れ
わ
れ
日
本
人
が
い
ち
ば
ん

か

?

大
き
い
の
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
か
?

現
在
多
く
の
日
本
人
は
、

そ
れ
で
は
、

日
本
人
は
シ

l
ボ
ル
ト
か
ら
一
方
的
に
思
恵
を
・
つ
け
た
だ
け
で
あ
ろ
う
か
?

シ
l
ボ
ル
ト
は
え
ら

そ
う
い
う
す
ぐ
れ
た
医
術
を
門
人
に
教
え
た
人
だ
と
お
も
っ
て
い
ら

れ
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
事
実
は
そ
う
単
純
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
シ

l
ボ
ル
ト
の
門
人
た
ち
も
ま
た
、
先
生
で
あ
る
シ
|
ボ
ル
ト
に
、

実
に

い
先
生
で
、
む
ず
か
し
い
病
気
を
た
ち
ど
こ
ろ
に
な
お
す
名
医
で
あ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
で
力
を
か
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
と
乙
ろ
に
焦
点
を
あ
わ
せ
て
、
シ
l
ボ
ル
ト
と
門
人
と
の
か
か
わ
り
あ
い
に
つ
い
て
お
は
な
し
し
た
い
と
お
も
い
ま

今
日
は
、

す。

ニ
、
ジ

l
ボ
ル
ト
ま
で
の
時
代

シ
l
ボ
ル
ト
は
ド
イ
ツ
う
ま
れ
の
ド
イ
ツ
人
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
ド
イ
ツ
人
が
、
オ
ラ
ン
ダ
人
し
か
は
い
れ
な
い
は
ず
の
鎖
国
時
代
の
日
本

に
は
い
れ
た
の
は
、
ど
う
い
う
事
情
で
あ
っ
た
の
か
?

そ
れ
は
、
シ
l
ボ
ル
ト
が
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
付
の
医
師
と
い
う
肩
書
き
を
持
つ

て
い
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

乙
の
資
格
な
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
人
以
外
で
も
日
本
に
は
い
れ
た
の
で
す
。
こ
の
前
例
は
す
く
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
な
か
で
有
名
な
の
は
、

ド
イ
ツ
人
の
ケ
ン
ペ
ル
〈
開
ロ
肉
色
σゆ
え
関

8
8
H
V
F
C
C
六
五
一
|
一
七
二
ハ
)
と
ス
エ

1
デ
ン
人
の
チ
ュ
ン
ベ

リ
l

(わ
白
ユ

-
M
2
2
吋
E
C
ロ
σ
2
m
)
(
一
七
四
三

l
一
八
三
三
)

で
し

ょ
う
。

ケ
ン
ペ
ル
は
偉
大
な
世
界
探
険
家
と
し
て
知
ら
れ
、

チ
ュ
ン
ベ

リ
ー
は
リ
ン
ネ
の
後
任
と
し
て
ウ
プ
サ
ラ
大
学
教
授
と
な
っ
た
植
物
学
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ふ
た
り
と
も
、
大
部
の
「
日
本
の

5 



歴
史
」
(
ケ
ン
ペ
ル
、
文
献
六
〉
を
刊
行
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
ケ
ン
ペ

ル
に
は

〉

Bog-zzs
開

H
O
Z
2
2
5
(「
廻
国
奇
観
」
、

チ
ュ
ン
ペ
リ
ー
に
は
専
門
の
「
日
本
植
物
誌
」
が
あ
り
ま
す
ハ
参
照

の
魅
力
と
い
う
ほ
ど
の
窓
)
の
著
作
が
あ
り
、

文
献
七
)
。
そ
の
よ
う
な

こ
れ
ら
の
不
滅
の
著
作
に
お
お
わ
れ
て
、
ふ
た
り
が
ち
ゃ
ん
と
し
た
医
師
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
多
く
の
人
は
知
ら
な
い
よ
う
で
す
。

わ
け
で
、

そ
の
資
格
を
利
用
し
て
、
出
品
オ
ラ
ン
ダ
商
館
付
医
師
に
な
り
、
オ
ラ
ン
ダ
人
で
な
い
の

し
か
し
、
ふ
た
り
と
も
医
師
で
あ
っ
た
か
ら
乙
そ
、

に
、
日
本
に
は
い
る
乙
と
が
で
き
た
わ
け
で
す
。

乙
の
ζ

と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
乙
の
人
た
ち
は
、
自
分
の
目
的

・
使
命
を
達
す
る
手
段
と

し
て
商
館
付
医
師
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
日
本
へ
来
て
か
ら
、
お
も
い
た
っ
た
と
い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
は
、
シ

l
ボ
ル
ト
の
場
合
は
、
ど
の
よ
う
な
と
と
で
出
島
オ
ラ
ン
ダ
商
館
付
医
師
に
な
る
乙
と
が
で
き
た
か
?

そ
れ
を
理
解
す
る
に
は
、
そ
の
乙
ろ
の
オ
ラ
ン
ダ
の
国
情
を
思
い
お
乙
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
八

O
O年
前
後
の
乙
ろ
の
オ
ラ
ン
ダ
は
悲
運
の
ど
ん
底
に
あ
り
ま
し
た
。

一
七
九
五
年
フ
ラ
ン
ス
革
命
箪
の
侵
入
を
・
つ
け
て
以
来
、

ン
ダ
は
主
体
性
を
う
し
な
い
、
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
の
二
大
国
の
勢
力
あ
ら
そ
い
に
も
て
あ
そ
ば
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
フ

ラ
ン
ス

の
勢
力
下

に
ま
ず
パ
タ
ビ
ア
共
和
国
(
切
呉
白
山
内
的

n
Z
河
市

h
E
E
5
5
が
で
き
、
つ
い
で
一
八

O
六
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
王
国
(
穴
O
ロ
Ew--安
田
o
-
Zロ仏
)
と

な
り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
の
弟
ル
イ

・
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
国
王
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
フ
ラ

ン
ス
領
に
な
っ
た
ジ
ャ
パ
の
財
源
が
な
く
な
り
、

イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
封
鎖
に
な
や
ま
さ
れ
ま
し
た
。
と
ζ

ろ
が
や
が
て
オ
ラ
ン
ダ
本
固
に
政
変
が
起
り
、
ル
イ
は
一
八
一

O
年
退
位
し
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
一
世
の
フ
ラ
ン
ス
帝
国
に
併
合
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
す
る
と
イ
ギ
リ
ス
は
一
八
一
一
年
八
月
ジ
ャ
パ
を
占
領
し
、

日
本
ま
で
や
っ
て
き
て
、
オ
ラ
ン
、
ダ
に
商
館
の
引
渡
し
を
せ
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
し
り
ぞ
け
た
当
時
の
商
館
長
が
へ
ン
ド
リ
ッ
ク

・
ヅ
l
フ

一
八
一
三
年
に
は

(出
巾
ロ
仏
門
野
口

2
8
(
一
七
七
七

l
一
八
三
五
〉

一
八
一
三
年
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
が
ラ
イ
プ
チ

ヒ
で
敗

で
し
た
。

一
方
オ
ラ
ン
ダ
本
国
で
は
、

れ

一
七
九
五
年
以
来
イ
ギ
リ
ス
に
亡
命
し
て
い
た
オ
ラ
ン
エ
公

(O
E口問巾
)
が
復
帰
し
て
王
位
に
つ
き
、

ウ
イ
レ
ム
一
世
(者
ニ
-
巾
B
H)

と
な
り
ま
し
た
。
翌
一
八
一
四
年
四
月
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
は
帝
位
を
退
き
、
エ
ル
パ
島
に
な
が
さ
れ
、

一
八
一
六
年
に
は
オ
ラ

ン
ダ
は
よ
う
や

く
ふ
た
た
び
独
立
し
、
植
民
地
ジ
ャ
パ
も
オ
ラ
ン
ダ
領
に
復
し
ま
し
犬
。

異
国

6 

オ
フ



本
国
が
と
ん
な
あ
り
さ
ま
で
し
た
か
ら
、
日
本
の
長
崎
出
品
で
は
、

一
八

O
九
年
か
ら
一
八
一
七
年
ま
で
の
八
年
間
、
貿
易
の
た
め
入
港
し

た
オ
ラ
ン
ダ
船
は
皆
無
と
い
う
有
様
で
し
た
。
と
の
苦
し
い
時
期
に
、
出
島
商
館
長
ヅ

l
フ
は
一
八

O
三
年
か
ら
一
八
一
七
年
ま
で
、
オ
ラ
ン

ダ
本
国
が
実
質
上
存
在
し
な
い
時
期
に
も
、
よ
く
出
島
を
ま
も
り
と
お
し
、
世
界
で
オ
ラ
ン
ダ
国
旗
が
ひ
る
が
え
っ
て
い
た
の
は
、
出
島
だ
け

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

ヅ
1
フ
の
後
任
と
し
て
一
八
一
七
年
に
商
館
長
に
な
っ
た
ヤ
ン

・
コ
ッ
ク

・
ブ
ロ
ム
ホ
フ
己
白
ロ
ロ

o
n
w
E
。BY
O
R
)

は
、
シ
l
ボ
ル
ト
が

日
本
へ
来
た
一
八
二
三
年
ま
で
在
任
し
、
本
国
復
興
の
気
運
に
こ
た
え
て
、
つ
と
め
て
日
本
の
高
位
高
官
と
も
ひ
ろ
く
ま
じ
わ
り
、
オ
ラ
ン
ダ

国
の
信
用
回
復
に
力
を
つ
く
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
い
い
ま
す
の
は
、
よ
う
や
く
独
立
を
と
り
も
ど
し
た
オ
ラ
ン
ダ
は
国
力
回
復
の
た
め
、
と
く

に
東
洋
貿
易
に
力
を
そ
そ
ぐ
乙
と
と
な
り
、
そ
の
た
め
に
は
植
民
地
の
学
芸
の
振
興
を
は
か
る
一
方
、
そ
の
地
の
実
情
を
く
わ
し
く
調
査
し
、

そ
の
結
果
を
も
と
に
し
て
、
貿
易
の
振
興
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
た
か
ら
で
し
た
。
も
と
よ
り
、
長
年
修
交
の
実
績
を
持
つ
日
本
に
た
い
し
て

も
同
様
で
し
た
。

シ
!
ボ
ル
ト
が
登
場
す
る
の
は
、
ち
ょ
う
ど
乙
う
い
う
時
期
で
し
た
。

、
ジ

l
ポ
ル
ト
の
お
い
た
ち

フ
ィ
リ
ッ
プ

・
フ
ラ
ン
ツ

・
フ
ォ
ン

・
シ
l
ボ
ル
ト
は
一
七
九
六
年
二
月
十
七
日
ド
イ
ツ

・
バ
イ
エ
ル
ン
の
ウ
ュ
ル
ツ
プ
ル
グ
(巧
皆
Nσ
日
巴

の
町
で
う
ま
れ
ま
し
た
。

シ
i
ボ
ル
ト
家
は
、
稀
に
見
る
医
学
者
一
家
で
あ
り
ま
し
て
、
シ
l
ボ
ル
ト
の
祖
父
は
ウ
ュ
ル
ツ
プ
ル
グ
大
学
の
解
剖
学

・
外
科
学

・
産
科

学
の
教
授
、
の
ち
ベ
ル
リ
ン
大
学
へ
招
か
れ
て
お
り
ま
す
。
父
は
ウ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
グ
大
学
の
生
理
学
教
授
。
二
人
の
叔
父
は
ウ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
グ

大
学
の
外
科
学

・
産
科
学
の
教
授
と
同
大
学
の
産
科
学
教
授
。
従
弟
二
人
も
ひ
と
り
は

7
l
ル
プ
ル
グ
大
学
、
の
ち
ゃ
ケ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
の
産

科
学
教
授
、
も
う
ひ
と
り
は
最
後
は
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
大
学
の
生
理
学

・
比
較
解
剖
学
教
授
で
、
別
に
動
物
学

・
動
物
解
剖
学
教
室
の
主
任
も
兼
任

7 



し
た
そ
う
で
す
。

8 

シ
l
ボ
ル
ト
は
三
歳
の
と
き
、
ま
だ
若
い
三
十
三
歳
の
父

(

い
『

0
2白
ロ
ロ
の
0
0円ぬ一

nzユ
閉
ざ
℃
『
〈
O
ロ
ω
5
σ
0
5
〉
を
う
し
な
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
シ
l
ボ
ル

ト
は
め
ぐ
ま
れ
た
医
学
者
的
環
境
の
な
か
で
そ
だ
ち
ま
し
た
。

シ
l
ボ
ル
ト
は
ゆ
た
か
な
才
能
に
め
ぐ
ま
れ
、
勤
勉
で
、
抜
群

の
記
憶
力
を
持
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

シ
l
ボ
ル
ト
は
一
八
一
五
年
ウ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
グ
大
学
に
入
学
し
、
医
学
を
修
め
ま
し
た
。
か
た
わ
ら
自
然
科
学
・
地
理
学

・
民
族
学
に
も
関

心
を
持
ち
、
勉
強
し
た
そ
う
で
す
。
シ

l
ボ
ル

ト
は
在
学
中
に
一
年
半
、
死
ん
だ
父
の
友
人
で
解
剖
学
教
授
デ
リ
ン
ガ

l
Qm
S
N
u
g
-
-ロ
m
m
C

(
一
七
七
O
|

一
八
四
一
)
の
と
乙
ろ
に
厄
介
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
シ

l
ボ
ル
ト
は
デ
リ
ン
ガ
ー
に
大
学
で
学
ん
だ
ほ
か
、
デ
リ
ン
ガ

l
の

宅
で
も
多
く
の
博
物
学
者
と
も
し
た
し
く
な
り
ま
し
た
。

乙
の
乙
と
が
シ
|
ボ
ル
ト
の
博
物
学
へ
の
愛
好
を
か
り
た
て
、
ぜ
ひ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

そ
と
へ
い
き
た
い
と
お
も
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

シ
l
ボ
ル
ト
へ
の
デ
リ
ン
ガ

l
の
影
響
が
ど
ん
な
に
大
き
か
っ
た
か
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が

日
本
へ
来
た
と
き
、
デ
リ
ン
ガ

1
の
頭
髪
を
満
身
は
な
さ
ず
持
っ
て
い
た
乙
と
か
ら
で
も
わ
か
り
ま
す
。
乙
の
頭
髪
は
今
日
ま
だ
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
。

一
八
二

O
年
シ

l
ボ
ル
ト
は
二
十
四
歳
で
大
学
を
卒
業
し
、

ロ
0
2
0円
冨
包
互
ロ
白
タ
わ

E
E門
的

H
2
2
〉
主
的

O
Z円
mEn白叩
〈
内
科
学

・

外
科
学

・
産
科
学
の
ド
ク
ト
ル
)
の
学
位
を
も
ら
い
ま
し
た
。

シ
!
ボ
ル
ト
は
卒
業
し
て
か
ら
一
年
ば
か
り
、
ウ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
グ
の
近
く
の
ハ
イ
デ
ィ
ン
グ
ス
フ
ェ
ル
ト
(
出
企
仏
吉
宮
町内広
〉
と
い
う
小
さ

い
町
で
開
業
し
ま
し
た
が
、
か
ね
て
念
願
の
東
洋
行
の
志
が
い
よ
い
よ
つ
の
っ
て
き
ま
し
た
。

園
、
ジ

l
ボ
ル
ト
日
本
へ

シ
ー
ボ
ル
ト
は
バ
イ
エ
ル
ン
王
の
許
可
を
得
て
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
の
よ
び
か
け
に
応
じ
て
、

一
八
二
二
年
ハ

|
グ
へ
い
き
、
父
の
か
つ
て
の

教
え
子
で
、
オ
ラ
ン
ダ
国
王
ウ
ィ

レ
ム
一
世
の
侍
医
K
な
っ
て
い
る
ハ

l
ル
パ
ウ
エ
ル
(
出
白
血
同
σ白己巾円
)

の
と
り
な
し
で
、
植
民
地
相
フ
ァ
ル



ク
ハ
〉
ロ
件
。
ロ
刃
包
ロ
}
回
白
円
門
田
司
白
-nw〉
(
一
七
七
七
l
一
八
四
三
〉
の
特
別
の
は
か
ら
い
に
よ
り
、
蘭
領
東
イ
ン
ド
陸
軍
の
外
科
軍
医
少
佐

(
n
E円l

ロ
円
関
山
口
己
的
冨
と
。
円
)

に
任
ぜ
ら
れ
、
同
時
に
植
民
地
に
お
い
て
博
物
学
的
研
究
を
す
る
と
と
を
委
托
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
一
八
二
二
年
七
月

の
こ
と
で
、

シ
l
ボ
ル
ト
は
二
十
六
歳
で
し
た
。

ζ

れ
で
、

ド
イ
ツ
人
で
あ
る
シ

l
ボ
ル
ト
が
、
オ
ラ
ン
ダ
人
し
か
出
入
で
き
な
い
鎖
国
日
本

に
は
い
る
最
初
の
関
所
の
と
び
ら
が
ひ
ら
か
れ
た
わ
け
で
す
。

シ
l
ボ
ル
ト
は
、
任
命
さ
れ
る
と
、
時
を
う
っ
さ
ず
パ
リ
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
卜
・
ボ
ン
を
お
と
ず
れ
、
各
地
の
高
名
な
学
者
に
面
接
し
、
自

分
の
乙
れ
か
ら
の
調
査
研
究
の
目
標
に
つ
い
て
忠
告
を
受
け
た
あ
と
、

一
八
二
二
年
九
月
二
十
三
日
に
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
を
出
帆
、
喜
望
峰
を
ま

わ
っ
て
、
あ
く
る
一
八
二
三
年
四
月
に
よ
う
や
く
パ
タ
ビ
ア
に
つ
き
ま
し
た
。
す
る
と
四
月
十
八
日
に
は
蘭
領
東
イ
ン
ド
総
督
バ
ロ
ン

・
フ
ァ

ン
・
デ
ル
・
カ
ペ
ル
レ
ン
(
∞

R
Oロ
〈
自
色

2
n
a巴
戸
市
ロ
)
(
在
任
一
八
一
六
|
一
八
二
六
)
の
命
に
よ
り
砲
兵
第
五
連
隊
付
軍
医
に
任
ぜ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
一
か
月
も
た
た
ぬ
う
ち
に
、

シ
ー
ボ
ル

ト
は
出
島
オ
ラ
ン
ダ
商
館
付
医
師
に
転
任
と
な
り
、
あ
た
ら
し
く
出
島
商
館
長

と
し
て
赴
任
す
る
ド
・
ス
チ
ュ
ル
レ
ル

G
o
Eロロ

4
5
z
g
H
円
四

0
2
2
-
R〉

に
随
行
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。
乙
の
任
命
と
同
時
に
シ

l

ボ
ル
ト
は
あ
わ
せ
て
日
本
の
博
物
学
的
調
査
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
乙
れ
で
い
よ
い
よ
シ
!
ボ
ル
ト
の
日
本
行
は
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
す
な
わ
ち
シ

l
ボ
ル
ト
は
五
月
二
十
五
日
に
新
商
館
長
に
し
た
が
っ
て
、

パ
タ
ピ
ア
か
ら
出
帆
し
、
約
二
か
月
半
か
か
っ
て
、
八
月
十
一

日
に
出
島
に
上
陸
し
ま
もし
た
。

こ
の
よ
う
に
、

シ
i
ボ
ル
ト
の
希
望
は
ト
ン
ト
ン
拍
子
に
か
な
え
ら
れ
ま
し
た
が
、

乙
れ
は
偶
然
の
連
続
と
は
お
も
わ
れ
ま
せ
ん
。
わ
た
く

し
は
商
館
付
医
師
の
人
選
任
命
が
ど
の
よ
う
な
手
順
で
お
乙
な
わ
れ
る
の
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
ケ
ン

ペ
ル
や
チ
ュ
ン
ベ
リ
!
の
場
合
を
見
ま
し

乙
の
外
国
人
た
ち
が
日
本
行
を
志
望
し
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
も
こ
の
人
た
ち
を
見
込
ん
で
、
計
画
的
に
採
用
し
、
日
本
へ
い
け
る
よ
う
に

と
り
は
か
ら
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
シ

l
ボ
ル
ト
の
場
合
も
基
本
的
に
は
お
な
じ
で
あ
っ
た
と
お
も
い
ま
す
。

シ
l
ボ
ル
ト
は
、
出
島
へ
つ
い
て
半
年
ば
か
り
た
っ
た
乙
ろ
、
自
分
は
、
植
民
地
相
フ
ァ
ル
ク
閣
下
の
特
別
の
は
か
ら
い
で
、
有
利
な
知
遇

て
も
、

を
得
て
東
イ
ン
ド
植
民
地
へ
渡
る
と
と
が
で
き
、

オ
ラ
ン
ダ
人
に
の
み
出
入
を
許
さ
れ
て
い
る
国
日
本
に
行
く
好
機
に
め
ぐ
ま
れ
た
と
い
う
意

9 



味
の
乙
と
を
本
国
へ
書
い
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ル
ク
植
民
地
相
の
は
か
ら
い
に
応
じ
て
フ
ァ

ン
・

デ
ル

・
カ
ペ
ル

レ
ン
総
督
の
任
命
も
お
と
な
わ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
ま
す
。

シ
l
ボ
ル

ト
は
日
本
誌
初
版
の
と
び
ら
の
ぺ

l
ジ
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
文
字
を
つ
ら
ね
て
、
フ
ァ

ン
・

デ
ル
・

カ
ペ
ル

レ
ン

に
感
謝
し
、

著
書
を
捧
げ
て
い
ま
す
。
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す
な
わ
ち
自
分
が
フ
ァ
ン

・
デ
ル

・
カ
ペ
ル
レ
ン
の
命
令
に
よ

っ
て
日
本
へ
の
旅
を
実
行
し
、
ま
た
同
氏
の
は
か
ら
い
に
よ

っ
て
日
本
の
科

学
的
研
究
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
を
述
べ

、
芸
術
と
科
学
の
崇
高
な
る
先
駆
者
で
あ
り
、
実
行
力
あ
る
推
進
者
と
ほ
め
た
た
え
て
い
ま
す
。

三
二
年
ご
ろ
に
は
フ
ァ
ン

・
デ
ル

・
カ
ペ
ル
レ
ン
は
オ
ラ
ン
ダ
本
国
の
大
臣
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

オ
ラ
ン
ダ
政
府
の
乙
の
よ
う
な
処
置
を
、
シ
l
ボ
ル
ト
の
個
人
的
な
希
望
を
か
な
え
て
や
る
た
め
の
も
の
と
考
え
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ

な
ら
、
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
政
府
の
海
外
政
策
の
実
現
に
う
っ
て
つ
け
の
人
聞
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
す
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
も
シ

l
ボ
ル

ト
を

十
分
に
活
用
す
る
考
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
乙
の
乙
と
は
、
シ
l
ボ
ル
ト
が
日
本
に
住
む
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
の
オ
ラ
ン
ダ
政
府
の
積
極
的

な
支
援
の
事
実
か
ら
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
乙
の
支
援
は
、
シ
!
ボ
ル

ト
が
ジ
ャ
パ
か
ら
日
本
へ
い
く
と
き
か
ら
は
じ
ま

っ
て
い
ま
す
。
現
に
パ

タ
ビ
ア
総
督
府
は
シ

l
ボ
ル

ト
の
日
本
行
が
公
表
さ
れ
た
直
後
、
シ
l
ボ
ル

ト
が
日
本
で
必
要
と
す
る
品
物
を
陸
軍
倉
庫
の
貯
蔵
品
の
な
か
か

ら
出
し
て
提
供
し
た
う
え
、
支
度
金
を
公
式
に
与
え
て
お
り
ま
す
。

シ
1
ボ
ル

ト
は
ま
た
別
に
、
日
本
人
、
乙
と
に
蘭
学
者
が
よ
ろ
と
び
、
お

10 
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な
に
か
ら
な
に
ま
で
十
分
に
用
意
し
て
出
か
け
た
シ

l
ボ
ル
ト
で
し
た
が
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
な
が
い
月
日
を
つ
い
や
し
て
、
い
よ
い
よ
あ

ど
ろ
く
よ
う
な
科
学
機
械
や
昔
物
な
ど
を
口
い
乙
み
ま
し
た
。
大
き
い
も
の
と
し
て
は
、
電
気
機
具
や
発
電
機
、
空
気
ポ
ン
プ
な
ど
が
あ
り
ま

す。

ζ

れ
ら
は
日
本
で
蘭
学
書
生
を
教
え
る
た
め
の
教
材

・
教
具
と
い
う
の
で
な
く
、
日
本
の
学
者
た
ち
の
心
を
収
携
す
る
た
め
の
も
の
も
あ

る
よ
う
で
す
。
わ
た
く
し
は
、
シ
ー
ボ
ル

ト
の
乙
の
よ
う
な
、
と
ま
か
な
気
の
く
ば
り
か
た
に
、
か
れ
の
才
智
を
見
る
お
も
い
が
し
ま
す
。

す
は
出
品
上
陸
と
い
う
前
日
の
八
月
十
日
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
身
辺
に
小
事
件
が
お
ζ

り
ま
し
た
(
文
献
八
)
。

八
月
十
日
正
午
ち
か
く
、
入
国
手
続
の
た
め
、
日
本
の
役
人
が
通
詞
二
三
人
を
つ
れ
て
、
長
崎
の
湾
内
に
停
泊
し
て
い
る
シ

l
ボ
ル
ト
の
船

え
ま
し
て
、
シ
l
ボ
ル
ト
の
祖
国
に
関
し
て
「
い
く
つ
か
の
、

憂
慮
す
べ
き
質
問
」
(2
2
官

σ
a
E
w
-
-
n
Z
Hり
円
高

g
B
2ロ
〈
白
芯
ユ
白
ロ
仏

に
の
り
と
ん
で
き
ま
し
た
。
シ

l
ボ
ル
ト
に
よ
る
と
、
乙
の
通
詞
た
ち
は
、
シ
l
ボ
ル
ト
よ
り
流
暢
な
オ
ラ
ン
ダ
語
を
し
ゃ
べ
っ
た
そ
う
で

す
。
と
乙
ろ
で
、
通
詞
た
ち
は
シ
|
ボ
ル
ト
と
は
な
し
て
い
る
う
ち
に
、
シ
ー
ボ
ル

ト
の
お
ぼ
つ
か
な
い
オ
ラ
ン
ダ
語
を
き
き
と
が
め
た
と
み

σ
2
5
R
2
5
を
し
た
ら
し
い
の
で
す
。
シ

l
ボ
ル
ト
は
、

こ
の
質
問
に
す
く
な
か
ら
ず
ま
ご
つ
き
ま
し
た
。
と
い
う
の
は
、
何
年
か
ま
え
に

ベ
ル
ギ
ー
人
の
商
館
付
医
師
の
と
と
ば
が
日
本
人
に
通
じ
な
い
た
め
、
日
本
政
府
は
命
令
を
出
し
て
出
島
の
商
館
か
ら
追
放
さ
せ
た
と
い
う
実

例
が
あ
り
、
チ
ュ
ン
ペ
リ
ー
も
は
じ
め
の
う
ち
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
と
と
で
た
い
へ
ん
困
難
を
ひ
き
お
乙
し
た
と
い
う
と
と
も
周
知
で
あ
っ
た
か

ら
で
す
。

シ
ー
ボ
ル
ト
は
頓
智
を
は
た
ら
か
せ
て
、

通
詞
に
こ
う
説
明
し
た
そ
う
で
す
。

御
承
知
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
人
の
ζ

と
を

出
宮
町
仏
巾

E
R
Y
2

(
高
地
ド
イ
ツ
人
〉
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
乙
と
を

Z
百円四四

E
o
E
R
F
2
(低
地
ド
イ
ツ
人
〉
と
い
い
ま
す
。
シ
ー
ボ
ル
ト
は
こ
れ
に
ひ
っ
か
け
て
、

国

ony円四巾
E
R
V
R
は
と
り
も
な
お
さ
ず
「
山
オ
ラ
ン
ダ
人
」

G
白
B
与
♀
E
ロ色白

す
な
わ
ち

∞
2myo--位
ロ
仏
巾
る
で
あ
る
。
つ
ま
り
自
分
は
オ

ラ
ン
ダ
の
う
ち
で
も
山
オ
ラ
ン
ダ
出
身
の
も
の
だ
と
こ
じ
つ
け
て
、
通
詞
を
や
っ
と
納
得
さ
せ
る
乙
と
が
で
き
た
と
い
う
の
で
す
。
こ
う
し
て

シ
l
ボ
ル

ト
に
と
っ
て
の
安
宅
闘
を
無
事
通
過
し
、
あ
く
る
八
月
十
一
日
に
よ
う
や
く
出
島
の
土
を
ふ
む
乙
と
が
で
き
ま
し
た
。

乙
の
小
事
件
は
、
来
日
当
時
の
シ

l
ボ
ル
ト
の
オ
ラ
ン
ダ
語
が
か
な
り
ま
ず
し
い
も
の
で
あ
っ
允
乙
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
お
も
い
V

ま
す
。
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オ
ラ
ン
ダ
語
は
ド
イ
ツ
語
と
お
な
じ
語
系
の
国
語
で
す
か
ら
、
書
い
た
も
の
を
理
解
す
る
こ
と
は
比
較
的
や
さ
し
い
で
し
ょ
う
が
、
発
音
は
か

12 

な
り
ち
が
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
口
で
し
ゃ
べ
る
会
話
は
、
自
国
語
の
発
音
が
か
え
っ
て
さ
ま
た
げ
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
シ

l
ボ
ル
ト
の

場
合
の
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

玉
、
ジ

l
ボ
ル
ト
の
活
動
と
そ
れ
を
た
す
け
た
人
々

， 

一
八
二
三
年
八
月
十
一
日
、
念
願
の
日
本
の
土
を
ふ
ん
だ
シ

1
ボ
ル
ト
は
、
そ
れ
か
ら
五
年
の
任
期
の
あ
い
だ
、
お
ど
ろ
く
べ
き
精
力
で
活

勤
し
ま
し
た
。
そ
し
て
一
八
二
八
年
(
文
政
十
一
年
〉
八
月
(
日
本
暦
)
い
よ
い
よ
帰
国
す
る
準
備
も
す
っ
か
り
で
き
て
い
た
と
乙
ろ
で
八

月
十
日
の
暴
風
の
長
崎
襲
来
で
す
。
乙
れ
が
き
っ
か
け
で
、
い
わ
ゆ
る
シ

l
ボ
ル
ト
事
件
が
お
乙
り
、

あ
く
る
一
八
二
九
年
九
月
二
十
五
日
(
日
本
暦
〉
に
は
日
本
飢
椴
(
追
放
〉
と
な
り
、
十
二
月
五
日
(
十
二
月
三
十
日
〉
よ
う
や
く
長
崎
を
は

一
年
あ
ま
り
ご
た
ご
た
で
あ
け
く
れ
、

な
れ
る
乙
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
最
後
の
一
年
あ
ま
り
の
乙
と
に
は
た
ち
い
ら
な
い
事
件
に
し
て
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
正
規
の
五
年
間
の
任
期
中
の
活
動
だ
け
を
見
て
ま
い

り
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

シ
l
ボ
ル
ト
の
日
本
で
の
活
動
を
見
る
と
き
、
シ
l
ボ
ル

ト
に
与
え
ら
れ
た
二
つ
の
任
務
、
す
な
わ
ち
出
島
オ
ラ
ン
ダ
商
館
付
医
師
と
し
て

の
任
務
と
、
日
本
の
博
物
学
的

・
民
族
学
的
研
究
調
査
と
い
う
任
務
と
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

シ
l
ボ
ル
ト
は
、
出
島
オ
ラ
ン
ダ
商
館
付
医
師
と
し
て
の
本
務
は
忠
実
に
つ
と
め
た
と
お
も
わ
れ
ま
す
。
も
と
も
と
商
館
付
医
師
と
し
て
の

任
務
は
、
出
島
に
駐
在
し
て
い
る
十
数
人
の
人
々
の
病
気
を
治
療
し
た
り
、
健
康
を
管
理
し
た
り
す
る
乙
と
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
た
ま
た
ま
商

館
長
が
江
戸
参
府
、
す
な
わ
ち
将
軍
に
あ
い
さ
つ
に
い
く
年
に
あ
た
れ
ば
、
商
館
長
に
つ
い
て
江
戸
へ
い
き
ま
す
。
そ
し
て
江
戸
滞
在
中
は
本

石
町
の
長
崎
屋
で
、
江
戸
の
学
問
ず
き
の
劇
学
者
や
聞
方
医
な
ど
の
質
問
を
・
つ
け
て
、
そ
の
質
問
に
こ
た
え
る
く
ら
い
が
せ
い
ぜ
い
で
し
た
。

そ
の
様
子
は
、
大
槻
玄
沢
の
記
録
「
西
賓
対
陪
」
ハ
文
献
九
)
を
見
る
と
わ
か
り
ま
す
。



シ
l
ボ
ル

ト
の
活
動
は
、
そ
の
よ
う
な
消
極
的
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
長
崎
で
の
活
動
範
囲
は
時
と
と
も
に
ひ
ろ
が
り
、
ま
ず

出
品
の
そ
と
に
出
て
、
長
崎
の
町
内
(
出
島
の
近
く
)
で
、
吉
雄
幸
裁
、
楢
林
栄
建
、
構
林
宗
建
と
い
う
よ
う
な
、
も
と
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
の
家

で
あ
っ
て
、

の
ち
に
医
を
業
と
す
る
に
い
た
っ
た
人
た
ち
の
家
に
出
張
し
て
、
日
本
人
の
医
療
を
お
こ
な
い
、
医
学
生
に
も
医
療
の
実
際
を
教

え
ま
し
た
。

一
方
出
島
へ
日
本
の
医
学
生
を
入
れ
て
、
シ
l
ボ
ル
ト
の
住
宅
で
医
学
を
教
え
る
乙
と
も
ゆ
る
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、

ボ
ル

ト
に
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
の
門
人
が
で
き
た
わ
け
で
す
。

翌
年
の
四
月
に
は
、
シ
l
ボ
ル
ト
の
活
動
範
囲
は
さ
ら
に
発
展
し
て
、
鳴
滝
に
別
荘
を
買
い
も
と
め
、
乙
乙
を
自
分
の
塾
と
し
ま
し
た
。
医

学
生
は
こ
乙
へ
来
て
、
シ
l
ボ
ル
ト
の
患
者
治
療
の
実
際
を
見
学
し
、
ま
た
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
と
の
よ
う
な
鳴
滝
塾
で
の
活
動
の
よ
う

な
こ
と
は
、
シ
l
ボ
ル
ト
以
前
に
日
本
へ
来
た
外
国
人
の
誰
に
も
許
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
歴
史
的
に
見
て
、
ま
と
と
に
異
例

で
破
格
の
こ
と
で
す
。

シ
l
ボ
ル
ト
の
、
も
う
一
つ
の
任
務
で
あ
る
、
日
本
の
博
物
学
的

・
民
族
学
的
研
究
の
活
動
は
、
そ
の
本
務
よ
り
は
な
ば
な
し
く
、
ま
と
と

に
目
を
見
は
ら
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
実
際
に
は
シ

l
ボ
ル
ト
は
乙
ち
ら
の
ほ
う
に
は
る
か
に
多
く
の
精
力
を
つ
ぎ
乙
ん
で
い
ま
す
。
オ
ラ

ン
ダ
本
国
へ
提
出
し
た
署
名
の
肩
書
に
、

「
日
本
に
お
け
る
博
物
学
的
調
査
研
究
の
任
務
を
負
う
外
科
軍
医
少
佐
」
と
い
う
意
味
の
文
字
を
し

る
し
て
い
る
乙
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
二
つ
の
任
務
と
も
十
分
に
認
識
し
て
の
活
動
で
す
。

シ
l
ボ
ル
ト
は
直
接
に
日
本
の
自
然

・
人

・
社
会

・
事
物
を
観
察
す
る
か
た
わ
ら
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
つ
く
し
て
、
乙
れ
ら
に
関
係
あ
る
情

報

・
文
献

・
記
録
を
あ
つ
め
ま
し
た
。
そ
の
う
え
、
日
本
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
品
物
を
収
集
し
ま
し
た
。
持
ち
は
乙
べ
る
ほ
ど
の
も
の
は
、

と
ん
ど
す
べ
て
収
集
し
ま
し
た
。
そ
の
種
類
は
、
動
物

・
植
物

・
鉱
物
と
い
う
よ
う
な
天
産
物
の
ほ
か
、
人
間
の
生
活
に
つ
か
う
道
具
の
あ
れ

乙
れ
、
下
駄

・
ゾ
ウ
リ

・
ワ
ラ
ジ
の
類
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
ま
す
、

書
籍

・
手
書
き
本

・
絵
画
な
ど
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
あ
よ
く

こ
れ
だ
け
あ
つ
め
た
も
の
だ
と
お
も
い
ま
す
。
そ
の
数
は
か
ぞ
え
き
れ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

シ
l
ボ
ル

ト
は
、
出
品
の
一
部
に
か
な
り
ひ
ろ
い
植
物
園
を
つ
く
り
ま
し
た
。
瑚
領
東
イ
ン
ド
総
督
は
、

一
八
二
四
年
二
月
に
は
、
と
の
植

、ノ

ほ

]3 



物
園
の
た
め
め
追
加
予
算
を
認
め
て
い
ま
す
か
そ
の
後
鳴
滝
の
塾
が
で
き
た
と
き
、
そ
ζ

に
も
植
物
風
を
つ
く
れ
J

ま
し
た
か
シ

l
ボ
ル

ト
の
採

集
し
た
植
物
は
す
べ
て
オ
ラ
ン
ダ
政
府
の
所
有
と
す
る
乙
と
に
な
っ
て
お
り
、
毎
年
珍
ら
し
い
植
物
を
パ
タ
ビ
ア
政
府
に
送
り
、
本
国
へ
は
パ

タ
ビ
ア
政
府
を
経
て
送
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
パ
タ
ビ
ア
で
は
、
有
名
な
パ
イ
テ
ン
ゾ
ル
フ
植
物
園
(
回
巳
お
ロ

N
2巴
に
シ

l
ボ
ル
ト

の
送
っ
た
植
物
を
栽
培
し
ま
し
た
。
「
日
本
誌
」
の
第
二
版
に
よ
り
ま
す
と
(
文
献
五
〉
、
シ
l
ボ
ル

ト
が
送
っ
た
生
き
た
植
物
は
約
五
百
種
で

八
百
本
に
お
よ
び
、

一
部
は
自
分
が
帰
国
し
た
と
き
に
持
ち
か
え
っ
た
そ
う
で
す
。
賠
葉
は
二
千
点
に
お
よ
ぶ
と
い
い
ま
す
。
注
目
す
べ
き
ζ

シ
ー
ボ
ル
ト
は
日
本
の
茶
の
種
子
を
パ
イ
テ
ン
ゾ
ル
フ
植
物
園
に
お
く
つ
た
と
と
で
す
。
種
子
は
発
芽
生
育
し
、
の
ち
植
民
地
に
ひ
ろ

と
は
、

が
り
、
あ
と
で
は
茶
は
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
の
大
き
な
財
源
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

一
八
二
七
年
に
は
、
シ
ー
ボ
ル

ト
が
送
っ
て
き
た
種
子
は
す

で
に
二
千
な
い
し
三
千
本
の
若
木
に
そ
だ
っ
て
い
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

出
島
の
植
物
園
に
は
千
四
百
種
の
植
物
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
シ
l
ボ
ル

ト
が
去
っ
て
か
ら
は
廃
固
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

動
物
の
収
集
も
乙
れ
に
お
と
ら
ず
さ
か
ん
な
も
の
で
、
シ
l
ボ
ル

ト
の
在
任
中
に
、
脊
椎
動
物
三
十
五
種
(
一
八
七
根
本
)
、
鳥
類
一
八
八
種

(
八
二
七
羽
)
、
腿
虫
類
二
八
種
(
一
六
六
〉
、
魚
類
二
三

O
種
(
五
四

O
〉、

そ
の
他
、
甲
殻
類
、
昆
虫
類
な
ど
多
数
を
送
っ
た
と
い
う
乙
と
で

す
。ζ

の
ほ
か
の
収
集
品
を
ど
う
や
っ
て
は
乙
ん
だ
の
か
。
い
ず
れ
船
に
よ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
現
在
そ
れ
ら
は
、
シ
l
ボ
ル
ト
自
身
の
記

録
、
協
力
者
の
記
録
と
と
も
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
数
カ
所
K
散
在
し
て
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
品
物
は
ラ
イ
デ
ン
の
国
立
博
物

・
民
族
学
博
物

館

(
河
C
5
8
5
2
5
〈

OO円

Z
巳
2
1
8
〈

o
-
w
g
w
E
EO〉
の
所
蔵
に
な
っ
て
お
り
ま
す
し
、
持
ち
か
え
っ
た
植
物
の
種
子
や
生
木
は
ラ
イ

デ
ン
大
学
の
中
庭
で
い
ま
も
よ
く
そ
だ
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
文
書
類
は
ラ
イ
デ
ン
大
学
図
書
館
や
ハ

l
グ
の
国
立
文
書
館
〈
と
百
四
B
2
5

目
安
Z
R
E冊
。
、
ま
た
パ
タ
ビ
ア
の
文
書
館

(F
S島
田
同
門

n
E0
3
K
も
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
乙
の
ほ
か
に
、
シ
ー
ボ
ル

ト
と
そ
の
協
力
者
た

ち
の
著
作
の
資
料
、
記
録
、
文
献
、
原
稿
類
数
百
点
が
戦
前
ベ
ル
リ
ン
の
日
本
学
会

G
3
g
l
Eえ
広
三
〉

に
保
管
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
そ

ω
5
σ
o
E
Eロ白

〈シ

l
ボ
ル

ト
文
書
〉

れ
は

と
し
て
ま
と
め
で
あ
り
ま
し
た
。

あ
と
で
お
は
な
し
い
た
し
ま
す
が
、

乙
の
シ

l
ボ
ル

ト
文
言
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が
昭
和
九
年
か
ら
十
年
(
一
九
三
四
|

一
九
三
五
〉
に
か
け
て
日
本
に
貸
与
さ
れ
、

一
般
の
展
覧
と
研
究
に
供
せ
ら
れ
ま
し
た
。

乙
れ
ら
は
大
部
分
フ
ォ

ト
ス
タ
ッ

ト
で
コ
ピ
ー
を
つ
く
り
、
研
究
を
す
ま
せ
た
あ
と
、

一
括
し
て
東
洋
文
庫
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
い
ま
も

東
洋
文
庫
に
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
乙
の
貴
重
な
文
献
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
結
果
と
し
て
ベ
ル
リ
ン
が
東
西
に
分
割
さ
れ
た
と
き
に
東
西
に
分
割
さ
れ
、

リ
カ
と
ソ
連
と
が
半
分
ず
つ
接
収
し
て
、
本
国
で
保
管
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
い
つ
の
こ
と
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
ア
メ
リ
カ
が
接
収
し
て
い
た

も
の
は
西
ベ
ル
リ
ン
に
返
還
さ
れ
、
ソ
連
接
収
の
分
は
東
ベ
ル
リ
ン
に
返
還
さ
れ
た
と
い
う
乙
と
で
す
。
し
か
し
ま
だ
も
と
ど
う
り

一
か
所
に

ま
と
ま
る
ま
で
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
そ
う
で
す
。

乙
の
接
収

・
運
搬

・
保
管

・
返
還
の
あ
い
だ
に
紛
失
し
た
資
料
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
不
幸
に
し
て
そ
う
い
う
乙
と
が
あ
れ
ば
、
東
洋
文
庫
の
フ
ォ

ト
ス
タ
ッ

ト
・

コ
ピ
ー
が
現
存
唯
一
の
資
料
と
い
う
乙
と
に
な
り
ま
す
。
注

意
し
て
比
較
調
査
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

シ
l
ボ
ル

ト
の
博
物
学
的

・
民
族
学
的
研
究
調
査
の
成
果
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
出
版
物
に
ま
と
ま
っ
た
代
表
的
な
も
の
は
、

aZ
弔問
6
2
3(日
本
誌
〉
(
一
八
三
二
|

一
八
五
四
)
、
ィ

2
5
E
u
o
E
23(日
本
動
物
誌
)
(
一
八
三
三
|

一
八
五

O
)、
4
z
s
E
3ロ
-23

こ
れ
が
わ
た
く
し
の
い
う
三
部
作
で
あ
り
ま
す
。

ζ

の
ほ
か
ア
イ
ヌ
や
ア
イ
ヌ
語
の
研
究
や

さ
て
、

(
日
本
植
物
誌
)
(
一
八
三
五
|

一
八
七

O
)
で
、

日
本
地
図
の
作
製
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

一
般
の
興
味
か
ら
い
え
ば
、
や
は
り
う
え
の
三
部
作
に
と
ど
め
を
さ
し
ま
し
ょ
う
。
い
ず
れ
も
帰
国

後
数
年
以
内
に
、
分
冊
と
し
て
逐
次
刊
行
を
は
じ
め
て
い
ま
す
が
、
完
成
ま
で
に
、
動
物
誌
は
十
七
年
、
日
本
誌
は
二
十
二
年
、
植
物
誌
は
三

十
五
年
と
い
う
長
い
年
月
か
か
っ
て
い
ま
す
。
植
物
誌
な
ど
は
シ

i
ボ
ル

ト
の
死
後
に
完
成
し
た
の
で
す
。
そ
の
な
か
で
日
本
動
物
誌
と
日
本

植
物
誌
は
純
粋
の
学
術
書
で
、
い
ず
れ
も
そ
の
分
野
の
専
門
学
者
と
の
共
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
日
本
動
物
誌
に
は
テ
ン
ミ

ン
ク

(ゎ
・
』
・
叶

OBEEn-c
、
シ
ュ
レ

i
ゲ
ル
(
国・

ωnzomoc、
ド

・
ハ
|
ン

(出
・
色
。
国
白
血
ロ
)
が
分
担
し
、

(』・。・
N
Z
n
n
R
5
0
が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
シ
ー
ボ
ル
ト
自
身
に
動
物
学
や
植
物
学
、
こ
と
に
そ
の
分
類
学
的
基
礎
知
識
が

日
本
植
物
誌
に
は

ツ
ッ
カ
リ
|

な
け
れ
ば
、
日
本
に
お
い
て
選
択
採
集
す
る
こ
と
も
、
記
載
す
る
と
と
も
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
採
集
さ
れ
た
動
物
や
植
物
の
生
態
を
忠

ア
メ
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実
に
写
生
で
き
る
フ
ィ
レ
ヌ

l
フ
ェ

(
ヴ
ィ

ユ
ヌ
l
ヴ
)
〈
の
白
ユ
出
口

σ
R片
品

0
5--gg〈巾
)
や
川
原
皮
質
と
い
う
よ
う
な
、
稀
に
見
る
有
能

な
写
実
画
家
に
め
ぐ
ま
れ
な
か
っ
た
ら
、
な
に
も
か
も
成
就
し
な
か
っ
た
で
し

ょ
う
。
な
お
日
本
の
植
物
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
チ
ュ

ン
ペ
リ

ー
の
本
格
的
な
学
術
的
著
作
、

E
OB

E円
5
5
2
(日
本
植
物
誌
〉
、
H
n
o
ロ

2
2
白
ロ
E
E
S
E
-
x
E
2
2
5
(日
本
植
物
図
譜
〉
そ
の
他
が
あ

り
、
動
物
の
記
載
も
た
く
さ
ん
断
片
的
に
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
き
に
は
ケ
ン
ベ
ル
の
日
本
誌
に
も
植
物
の
記
載
の
く
わ
し
い
の
が
あ
り
ま

す
が
、
ζ

れ
は
シ

l
ボ
ル
ト
の
比
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

乙
の
二
つ
の
専
門
書
に
た
い
し
て
、

「
日
本
誌
」
は
、
シ
ー
ボ
ル

ト
の
多
方
面
な
才
能
を
存
分
に
発
揮
し
た
著
作
で
あ
る
と
同
時
に
、

著
作
ほ
ど
多
く
の
日
本
人
の
援
助
を
・
つ
け
た
著
作
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち
シ

|
ボ
ル
ト
の
門
人
の
援
助
に
つ
い
て
は
、
あ
と
で
く
わ
し
く

お
は
な
し
い
た
し
ま
す
が
、
大
体
を
申
し
ま
す
と
、
シ
l
ボ
ル
ト
が
知
り
た
い
と
お
も
う
ζ

と
が
ら
を
門
人
た
ち
に
課
題
と
し
て
与
え
、

報
告
(
回
答
〉
を
オ
ラ
ン
ダ
語
で
書
い
て
提
出
さ
せ
、
そ
れ
を
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
利
用
し
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
も
と
に
し
て
、
シ
l
ポ
ル

ト
た
ち
が
直
接
に
原
資
料
に
つ
い
て
し
ら
ぺ

、
あ
る
い
は
実
地
に
当
っ
て
ま
と
め
た
の
で
す
。
も
っ
と
も
そ
の
仕
事
は
シ

l
ボ
ル
ト
自
身
ひ
と

り
で
や
っ
た
も
の
ば
か
り
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。
シ

l
ボ
ル
ト
の
ジ
ャ
パ
総
督
へ
の
申
請
に
応
じ
て
日
本
に
き
た
ド
イ
ツ
人
ビ
ュ
ル
ヘ
ル
ハ
ビ

ユ
ル
ゲ
ル
〉
(
出
企
ロユ
n
y

切
皆
ぬ
巾
円
〉
(
文
献
一
二
、

一
三
〉
は
、
シ
l
ボ
ル
ト
よ
り
は
約
十
歳
下
で
パ
タ
ビ
ア
の
病
院
に
薬
剤
師
と
し
て
勤
務

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
物
理

・
化
学

・
鉱
物
学
に
く
わ
し
く
、
乙
の
人
の
助
力
を
得
た
部
分
が
す
く
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
画
家
の
フ
ィ
レ
ヌ
|

フ
ェ
が
日
本
に
来
た
の
は
、

一
八
三
五
年
ご
ろ
ま
で
出
島

乙
の
人
と
い
っ
し
ょ
で
し
た
。
プ
ュ
ル
ヘ
ル
は
シ

l
ボ
ル

ト
が
帰
国
し
た
の
ち
も
、

で
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
シ

l
ボ
ル
ト
が
オ
ラ
ン
ダ
に
帰
っ
て
か
ら
は
、
ホ
フ
マ
ン

G
。
げ
白
ロ
ロ
】
・
出
O
R
B
白ロロ
)
の
助
力
を
得
た
乙
と
は

絶
大
で
し
た
。

ホ
フ
マ
ン
は
の
ち
に
オ
ラ
ン
ダ
の
日
本
学
己
白
℃
白
ロ
o
z
mt巾
〉
の
創
始
者
に
な
っ
た
学
者
で
す
。

乙
の
人
の
筆
で
書
か
れ
た
原

稿
が
か
な
り
た
く
さ
ん
の
乙
っ
て
い
ま
し
て
、
と
の
人
た
ち
が
「
日
本
誌
」
の
ど
の
部
分
を
分
担
し
、
協
力
し
た
か
、
そ
の
過
程
ま
で
が
よ
く

わ
か
り
ま
す
。
ま
た
漢
字
の
読
め
る
清
国
人
郭
成
章
の
役
割
も
重
要
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
そ
の
筆
蹟
が
随
所
に
見
ら
れ
ま
す
。
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六
、
ジ

l
ポ
ル
ト
の
活
動
を
さ
さ
え
た
人
々

そ
れ
で
は
、
シ
l
ボ
ル
ト
は
な
ぜ
、
と
の
よ
う
に
、
出
島
オ
ラ
ン
ダ
商
館
付
医
師
と
し
て
は
異
例
、
破
格
の
活
動
が
で
き
た
か
?

ま
た
日

本
の
博
物
学
的

・
民
族
学
的
調
査
研
究
と
い
う
仕
事
も
、
全
く
驚
異
的
な
成
果
を
あ
げ
る
ζ

と
が
で
き
た
か
?

も
と
よ
り
、
シ
l
ボ
ル
ト
の

ひ
と
な
み
は
ず
れ
た
才
能
と
情
熱
も
さ
る
ζ

と
な
が
ら
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
カ
が

ζ

れ
に
は
、
シ
l
ボ
ル
ト
の
活
動
を
直
接
間
接
に
さ
さ
え
た
、

決
定
的
に
大
き
か
っ
た
と
お
も
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
う
え
に
述
べ
ま
し
た
が
、

本
国
政
府
の
方
針
に
そ
っ
て
闘
領
東
イ
ン
ド
総
督
フ
ァ
ン

・
デ
ル

・
カ
ペ

ル
レ
ン
は
出
島
商
館
長
ド

・
ス
チ
ュ
ル
レ
ル
を
通
じ
て
、
シ
1
ボ
ル

そ
の
第
一
は
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
の
積
極
的
な
対
外
政
策
に
も
と
ず
く
積
極
的
な
支
援
で
あ
り
ま
す
。

ト
が
長
崎
の
町
の
内
外
の
病
人
の
た
め
に
往
診
す
る
乙
と
や
、
近
郊
で
薬
草
そ
の
他
を
採
集
す
る
と
と
を
、
長
崎
奉
行
を
へ
て
幕
府
に
申
し
入

れ
さ
せ
、
許
可
を
得
ま
し
た
。

乙
れ
自
身
が
異
例
の
と
と
で
す
。

乙
れ
よ
り
さ
き
前
任
商
館
長
の
ブ
ロ
ム
ホ
フ
は
、
つ
と
め
て
日
本
人
と
親
し
く
ま
じ
わ
り
、
乙
れ
と
お
も
う
日
本
人
を
知
る
ま
で
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
シ
l
ボ
ル
ト
が
出
島
へ
つ
い
た
と
き
、
プ
ロ
ム
ホ
フ
は
、
早
速
湊
長
安
、
美
馬
順
三
、
平
井
海
蔵
、
同
研
介
と
い
う

よ
う
な
す
ぐ
れ
た
医
学
生
を
シ

l
ボ
ル

ト
に
ひ
き
あ
わ
せ
て
い
ま
す
。

乙
れ
な
ど
も
、
シ
l
ボ
ル

ト
に
と
っ
て
は
あ
り
が
た
い
支
援
で
あ
り
ま

す。
も
う
ひ
と
つ
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
の
シ

l
ボ
ル
ト
支
援
の
実
例
と
し
て
、
シ
l
ボ
ル
ト
が
日
本
へ
来
た
翌
年
一
八
二
四
年
十
二
月
二
十
六
日
付

で
出
島
商
館
長
が
パ
タ
ビ
ア
総
督
の
名
に
お
い
て
長
崎
奉
行
高
橋
越
前
守
に
あ
て
た
公
文
書
(
蘭
文
)
の
主
要
な
部
分
を
御
紹
介
し
た
い
と
お

も
い
ま
す
、
大
意
を
現
在
風
の
表
現
で
書
き
ま
す
。

(
略
)
近
年
オ
ラ
ン
ダ
本
国
で
は
学
術
が
大
い
に
進
歩
し
、
以
前
に
オ
ラ
ン
ダ
人
が
教
え
た
と
と
が
ま
ち
が
っ
て
い
た
と
い
う
乙
と
も
す
く
な
く
な
い
乙

と
と
お
も
わ
れ
ま
す
。
総
督
が
昨
年
ド
ク
ト
ル

・
フ
方
ン

・
シ
l
ボ
ル
ト
を
派
遣
し
ま
し
た
の
は
、
乙
の
誤
を
是
正
す
る
た
め
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ば
か

り
で
な
く
、
医
学

・
博
物
学
を
学
び
た
い
人
々
に
教
授
し
、
ま
た
乙
の
蘭
医

a
o-
-
s
env
uoE
C『)
の
治
療
を
受
け
た
い
人
に
個
人
的
に
奉
仕
さ
せ
る

た
め
で
も
あ
り
ま
す
。
ド
ク
ト
ル

・
フ
ォ
ン

・
シ
1
ボ
ル
ト
は
オ
ラ
γ
ダ
に
お
い
て
高
名
な
医
師
会
R
5
2『母

U
2
8円

Z
Eo--吉
弘
)
で
、
内
科

・
外
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科
・
眼
科

・
婦
人
科

・
薬
草

・
博
物

・
地
理
の
諸
学
に
精
通
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
私
は
昨
年
ド
ク
ト
ル

・
シ
l
ボ
ル
ト
が
患
者
を
診
療
の
た
め
、
ま
た

薬
草
を
採
集
の
た
め
、
時
々
長
崎
町
内
に
(
出
島
か
ら
)
出
る
乙
と
の
許
可
を
お
願
い
し
た
次
第
で
す
。
同
人
は
す
で
に
約
一
年
間
御
地
に
あ
っ
て
内
科

・

外
科
の
診
療
に
当
た
り
時
に
は
絶
望
の
患
者
も
救
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
日
本
の
事
情
も
十
分
理
解
し
て
お
り
、
長
崎
の
人
と
他
国
(
他
藩
)
の
人

と
を
関
わ
ず
治
療
し
て
十
分
経
験
を
積
ん
で
い
ま
す
。
も
し
将
軍
か
大
名
の
侍
医
に
し
て
同
人
か
ら
医
術
の
伝
授
を
受
け
た
い
人
が
あ
る
な
ら
ば
、
日
本
政

府
(
幕
府
)
の
経
費
を
用
い
る
乙
と
な
く
し
て
同
人
を
何
年
か
滞
留
さ
せ
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。
(
略
)

ま
乙
と
に
ゆ
き
と
ど
い
た
申
出
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
乙
の
な
か
で
シ

l
ボ
ル
ト
を
「
蘭
医
」
と
書
い
て
い
る
ζ

と
と
、

「
オ
ラ
ン
ダ
に
お

い
て
高
名
な
医
師
」
と
書
い
て
い
る
乙
と
は
見
の
が
せ
ま
せ
ん
。
シ

l
ボ
ル
ト
が
オ
ラ
ン
ダ
人
医
師
で
な
い
こ
と
は
、
パ
タ
ビ
ア
総
督
も
出
島

商
館
長
も
承
知
の
は
ず
で
す
し
、
オ
ラ
ン
ダ
に
住
ん
だ
ζ

と
も
な
い
若
い
シ

l
ボ
ル
ト
が
、
ド
イ
ツ
の
大
学
卒
業
わ
ず
か
二
年
後
の
二
十
七
歳

で
遠
く
東
洋
に
去
り
、
日
本
で
二
十
八
歳
を
む
か
え
な
が
ら
、
す
で
に
オ
ラ
ン
ダ
で
コ
品
名
な
医
師
」
と
い
わ
れ
る
と
い
う
乙
と
は
全
く
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
。
わ
た
く
し
は
、
乙
の
文
書
を
、
度
を
す
ぎ
た
政
治
的

・
外
交
的
発
言
と
解
し
ま
す
。
わ
た
く
し
は
む
し
ろ
オ
ラ
ン
ダ
政
府
関
係

者
の
シ

l
ボ
ル
ト
支
援
の
善
意
の
あ
ら
わ
れ
と
解
し
た
く
お
も
い
ま
す
。

第
二
に
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
の
こ
の
よ
う
な
積
極
的
な
よ
び
か
け
に
呼
応
し
て
、
長
崎
奉
行
高
橋
越
前
守
、
つ
い
で
土
方
出
雲
守
が
蘭
学
書
生

に
特
別
の
庇
護
を
与
え
、
ま
た
シ
|
ボ
ル
ト
に
は
上
述
の
よ
う
な
自
由
を
与
え
た
乙
と
で
す
。
当
時
の
臼
本
の
政
治
下
で
は
、
と
の
よ
う
に
、

両
国
の
意
気
の
あ
っ
た
了
解
が
な
け
れ
ば
、
い
く
ら
シ

l
ボ
ル
ト
で
も
、
な
に
も
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。

第
三
に
、
長
崎
の
和
蘭
通
詞
た
ち
の
大
き
な
援
助
を
あ
げ
た
い
と
お
も
い
ま
す
。
当
時
は
学
識

・
識
見
あ
る
和
蘭
通
詞
が
い
ま
し
て
、
通
訳

の
仕
事
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
仕
事
を
通
じ
て
、
シ
l
ボ
ル
ト
の
博
物
学
的

・
民
族
学
的
調
査
研
究
を
カ
ゲ
に
な
り
ヒ
ナ
タ
に
な
っ
て
た
す
け

ま
し
た
。
吉
雄
権
之
助
、
吉
雄
忠
次
郎
、
茂
土
岐
次
郎
、
中
山
作
三
郎
、
茂
伝
之
進
な
ど
は
、
み
な
通
調
以
上
の
通
詞
で
あ

っ
た
と
い
っ
て
よ

い
と
お
も
い
ま
す
。
茂
伝
之
進
は
シ
|
ボ
ル
ト
の
植
物
採
集
の
案
内
な
ど
を
積
極
的
に
や
っ
た
よ
う
で
す
。

第
四
に
、
順
序
と
し
て
、
ど
う
し
て
も
シ

l
ボ
ル
ト
の
仕
事
の
協
力
者

・
助
手
た
ち
の
寄
与
を
あ
げ
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
人
た

ち
に
つ
い
て
は
乙
れ
ま
で
に
く
わ
し
く
お
は
な
し
い
た
し
ま
し
た
か
ら
、
く
り
か
え
し
ま
せ
ん
。
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第
五
に
、

そ
し
て
最
後
に
あ
げ
た
い
の
は
、

シ
l
ボ
ル
ト
め
日
本
人
の
門
人
た
ち
の
協
力
援
助
で
あ
り
ま
す
。
門
人
と
い
え
ば
、
普
通
は
先

生
の
教
え
を
一
方
的
に
う
け
る
も
の
と
考
え
が
ち
で
す
。
実
際
医
学

・
医
術
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
多
く
の
医
学
書
生
は
、
シ
!
ボ
ル
ト
か
ら
、

患
者
を
ま
え
に
し
て
医
術
の
実
際
を
学
び
ま
し
た
。
講
義
も
き
い
た
よ
う
で
す
。
若
く
て
経
験
の
あ
さ
い
門
人
た
ち
は
、
シ
l
ボ
ル
ト
先
生
を

名
医
と
う
や
ま
い
ま
し
た
。

乙
と
に
限
科
の
手
術
(
白
内
障
〉
は
多
く
の
患
者
を
盲
か
ら
す
く
い
ま
し
た
の
で
、
大
い
に
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
医
科
大
学
を
出
て
わ
ず
か
二

・
三
年
で
は
臨
床
経
験
が
不
足
で
、

「
名
医
」
と
い
わ
れ
る
に
は
ほ
ど
と
お
い
も
の
と
考
え
ま
す
。
シ

ー
ボ
ル
ト
の
二
人
の
息
子
が

Z
弔問
M
O
Z
の
第
二
版
の
は
じ
め
に
か
か
げ
た
シ

l
ボ
ル
ト
伝
で
は
、
ド
イ
ツ
語
で
巧
ロロ円四日仏

O
E
R
と
も
て

は
や
さ
れ
た
と
書
い
て
い
ま
す
。

と
乙
ろ
で
わ
た
く
し
が
と
乙
で
指
摘
い
た
し
た
い
の
は
、
シ
l
ボ
ル
ト
の
門
人
の
う
ち
す
ぐ
れ
た
人
た
ち
は
、
シ
l
ボ
ル
ト
か
ら
教
え
を
受

け
る
だ
け
で
な
く
、
シ
l
ボ
ル
ト
の
仕
事
に
大
い
に
協
力
し
、
献
身
的
に
援
助
し
た
点
で
す
。
乙
の
乙
と
を
、
と
く
に
と
り
あ
げ
て
つ
ぎ
の
章

で
お
は
な
し
し
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

七
、
門
人
は
u
r
l
ボ
ル
ト
の
仕
事
を
ど
の
よ
う
に
た
す
け
た
か
?

門
人
は
シ

l
ボ
ル
ト
の
仕
事
を
ど
の
よ
う
に
た
す
け
た
か
?

乙
れ
は
、
五
十
年
前
の
シ

l
ボ
ル
ト
来
日
百
年
記
念
会
が
あ
っ
た
こ
ろ
(
大
正
十
二
年
、

一
九
二
三
年
)
に
は
、
ま
だ
よ
く
に
わ
か
っ
て
い

な
か
っ
た
乙
と
で
す
。

戦
前
の
乙
と
に
な
り
ま
す
が
、

シ
l
ボ
ル
ト
の
門
人
た
ち
が
オ
ラ
ン
ダ
語
で
書
い
て
シ

l
ボ
ル
ト
に
提
供
し
た
報
告
の
よ
う
な
冊
子
が
か
な

り
た
く
さ
ん
ベ
ル
リ
ン
の

E
Zロ
I
H
S
E
E
に
あ
る
乙
と
は
、

目
録
そ
の
他
で
わ
か
っ
て
お
り
ま
し
た
。
呉
秀
三
先
生
も
す
乙
し
乙
の
資
料

に
触
れ
た
発
表
を
し
て
い
ら
れ
ま
す
し
、
わ
た
く
し
も
多
少
研
究
し
て
発
表
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
も
と
よ
り
そ
の
全
容
は
わ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

19 



昭
和
九
年
〈
一
九
三
四
)
に
な
っ
て
、
古
田
U

白ロ

l
H
E
E
E
の
会
長
で
あ
る
前
駐
日
大
使
ゾ
ル

7
3
0
5
氏
の
は
か
ら
い
で
、

三
百
点
を
ζ

え
る

盟
各
三
去
釦
ロ
白
(シ

l
ボ
ル
ト
文
書
〉
が
日
独
文
化
協
会
に
貸
与
さ
れ
、
翌
十
年
(
一
九
三
五
〉の
四
月
に

「
シ
l
ボ
ル
ト
資
料

と
こ
ろ
が
、

展
覧
会
」
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

乙
の
乙
'
と
は
、

乙
の
お
は
な
し
の
最
初
の
部
分
で
表
に
し
て
か
か
げ
て
あ
り
ま
す
。
展
覧
会
の
あ
と
、

多
く
の

研
究
者
が
自
分
の
分
野
の
も
の
に
つ
い
て
、
手
分
け
し
て
研
究
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
わ
た
く
し
た
ち
は
、
大
鳥
蘭
三
郎

・
大
久
保
利
謙

-
箭
内
健
次
の
四
人
で
、
乙
の
門
人
た
ち
が
オ
ラ
ン
ダ
語
で
書
い
て
シ

l
ボ
ル
ト
に
提
供
し
た
資
料
を
研
究
い
た
し
ま
し
た
。
入
沢
達
吉
先
生

の
御
指
示
で
、
わ
た
く
し
が
ま
と
め
役
を
つ
と
め
ま
し
た
。
乙
の
と
き
の
各
研
究
は
「
シ

l
ボ
ル

ト
研
究
」
(
文
献
二
)
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

わ
れ
わ
れ
の
は
「
門
人
が
シ

l
ボ
ル
ト
に
提
供
し
た
る
閑
語
論
文
の
研
究
」
と
題
し
、
二一

0
ペ
ー
ジ
に
あ
ま
る
、
非
常
に
く
わ
し
い
も
の
で

す
。
乙
の
研
究
に
よ
っ
て
、
門
人
た
ち
が
先
生
に
提
出
し
た
オ
ラ
ン
ダ
語
報
告
の
正
体
が
は
じ
め
て
あ
き
ら
か
に
な
り
ま
し
た
し
、
さ
ら
に
、

シ
l
ボ
ル
ト
が
ど
の
よ
う
に
門
人
た
ち
を
利
用
し
た
か
も
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
ひ
い
て
は
シ
!
ボ

ル
ト
の
「
日
本
誌
」
の
製

作
過
程
の
究
明
に
も
役
立
つ
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

乙
れ
か
ら
し
ば
ら
く
、
乙
の
門
人
の
仕
事
に
つ
い
て
お
は
な
し
い
た
し
ま
す
。
演
題
の
「
シ

l
ボ
ル
ト
と
門
人」

と
い
い
ま
す
の
は
、

実
は

と
ζ

の
と
と
を
お
は
な
し
す
る
つ
も
り
で
つ
け
た
の
で
す
。

ま
ず
、
ζ

れ
ら
の
門
人
の
オ
ラ
ン
ダ
語
文
が
ど
の
よ
う
に
し
て
シ

l
ボ
ル
ト
の
手
に
は
い
っ
た
か
、
乙
の
乙
と
か
ら
お
は
な
し
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す。

シ
l
ボ
ル
ト
は
一
八
二
六
年
、
ス
チ
ュ
ル
レ
ル
商
館
長
に
随
行
し
て
、
江
戸
に
お
も
む
き
、
将
軍
に
謁
見
し
ま
し
た
。
商
館
長
の
乙
の
目
的

の
江
戸
へ
の
旅
行
を
「
江
戸
参
府
」
と
よ
ん
で
い
ま
す
。

乙
の
と
き
の
シ

l
ボ
ル
ト
の
旅
日
記
も
「
江
戸
参
府
紀
行
」
と
よ
ん
で
い
ま
す
が
、

乙
れ
は
シ
|
ボ
ル
ト
が
商
館
長
の
資
格
で
江
戸
へ
い

っ
た
よ
う
な
誤
解
を
ま
ね
き
ま
す
。
し
か
し
こ
う
い
う
い
い
か
た
を
し
ま
す
か
ら
、
そ
の

こ
と
を
承
知
で、

一
八
二
六
年
の
シ

l
ボ
ル
ト
の
江
戸
参
府
紀
行
は
「
日
本
誌
」
の
特
長
あ
る
部
分
を
形
成
し

っ
か
う
乙
と
に
い
た
し
ま
す
。

て
か
ま
す
。
原
文
は

活
包
叩
巾
窓
口
廿
合
B
国
主
巾
仏

3
ω
ち
品川
口
口
百
戸

T
Z
S
H∞
官
ョ
ハ
一
八
二
六
年
将
軍
廷
へ
の
旅
行
V

と
い
う
題
で
、
略
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し
て

出。
『
Z
F巾
と
申
し
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
語
で
は

出
0
町
立
な

で
す
。

と

ζ

で
ち
ょ
っ
と
シ

l
ボ
ル

ト
の
門
人
た
ち
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
と
お
も
い
ま
す
。
当
時
の
塾
に
は
た
い
て
い
入
門
帳
が
あ
う
て
、

入
門
の
と
き
に
自
分
の
名
を
書
き
入
れ
る
の
が
普
通
で
す
が
、
入
門
し
た
も
の
が
、
か
な
ら
ず
書
い
て
い
る
と
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
正
式

に
入
門
し
て
い
な
く
て
、

一
二
度
面
接
し
て
教
を
受
け
た
と
か
、
文
通
K
よ
っ
て
教
示
を
受
け
た
よ
う
な
人
ま
で
、
門
人
と
自
称
し
て
い
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
有
名
な
学
者
の
塾
が
あ
り
ま
す
と
、
全
く
関
係
の
な
い
人
で
も
、
入
塾
し
た
に
ち
が
い
な
い
と
お
も
い
こ
ん
で
伝
記
や

碑
文
に
書
く
こ
と
が
す
く
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
シ
ー
ボ
ル
ト
の
場
合
も
お
な
じ
で
す
。
門
人
帳
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら、

ほ
か
の
記
録
に
証
拠
を

求
め
て
門
人
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
推
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
呉
先
生
は
こ
う
し
て
「
門
下
と
し
て
直
接
教
を
受
け
し
人
々
」
と
し
て

五
十
三
名
、

「
初
度
渡
来
の
時
交
際
又
面
会
せ
し
人
々
」
と
し
て
二
十
五
名
を
あ
げ
て
い
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
そ
の
顔
ぶ
れ
は
そ
の
後
の
調
査

で
多
少
の
変
動
が
あ
り
ま
す
が
、
つ
ぎ
の
人
た
ち
は
門
人
中
で
も
お
も
な
人
々
で
し
ょ
う
。

御
参
考
に
、
か
れ
ら
と
シ

l
ボ
ル
ト
と
の
年
令
の
差
を
か
か
げ
て
お
き
ま
す
。
シ

l
ボ
ル

ト
と
門
人
た
ち
と
の
年
令
が
い
か
に
接
近
し
て
い

た
か
が
わ
か
り
ま
す
。

湊
長
安
(
不
明
)
、
同
研
介
(
三
歳
下
〉
、
美
馬
順
三
(
一
歳
上
)
、
二
宮
敬
作
(
八
歳
下
)
、
高
良
斎
(
三
歳
下
〉
、
高
野
長
英
(
八
歳
下
)
、
戸
塚

静
海
(
三
歳
下
〉
、
伊
東
玄
朴
(
四
歳
下
〉
、
大
石
良
英
、
大
庭
雪
斎
、
黒
川
良
安
、
石
井
宗
謙
〈
周
年
〉
、
日
野
鼎
哉
(
一
歳
下
〉
、
伊
藤
圭
介

(
七
歳
下
)
、
児
玉
順
蔵
(
十
歳
下
〉
、
平
井
海
蔵
、
鈴
木
周

て

杉
山
宗
立

乙
の
ほ
か
江
戸
や
京
都
で
シ

l
ボ
ル
ト
が
あ
っ
た
学
者
が
す
く
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
シ
l
ボ
ル
ト
の
門
人
に
つ
い
て
お
は
な
し
す
る
今

目
、
そ
ち
ら
の
方
へ
は
深
入
り
い
た
し
ま
せ
ん
。

さ
て
、

一
八
二
六
年
(
文
政
九
年
〉
、
シ
l
ボ
ル
ト
は
、
日
本
へ
来
て
か
ら
三
年
自
に
、
ス
チ
ュ
ル
レ
ル
商
館
長
の
江
戸
参
府
に
つ
い
て
商
館

付
医
師
と
し
て
江
戸
を
往
復
す
る
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
ま
し
た
。
シ

l
ボ
ル
ト
は
細
心
の
準
備
を
し
ま
し
た
。
旅
の
途
中
で
面
接
す
る
門
人
ゃ
、

友
人
や
、
世
話
に
な
る
大
や
、
重
要
な
地
位
に
あ
る
人
な
ど
へ
の
手
み
や
げ
、
贈
物
を
こ
ま
ご
ま
と
と
と
の
え
ま
し
た
。
ま
た
江
戸
で
あ
う
幕
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府
の
役
人
や
、
凶
学
者
そ
の
他
の
学
者
た
ち
の
だ
れ
か
れ
に
贈
る
品
々
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

乙
の
ほ
か
、
そ
れ
ま
で
に
シ

l
ボ
ル
ト
の
も
と
を
去
っ
て
故
郷
へ
帰
る
門
人
に
課
題
を
与
え
、
そ
の
回
答
(
報
告
)
を
オ
ラ
ン
ダ
語
で
書
か
せ

て
、
乙
の
旅
の
途
中
で
う
け
と
る
約
束
を
し
て
い
ま
す
。
乙
の
書
き
も
の
を
シ

l
ボ
ル
ト
は
、
ド
イ
ツ
の
大
学
の
制
度
に
ま
ね
て

口
広
目
立白片山。

山口同ロ
関
口円白ロ
凹
〈
卒
業
論
文
)
と
よ
ん
で
い
ま
す
。

シ
1
ボ
ル

ト
は

り
o
n
Z
?
ロ
6
-
o
g
(ド
ク
ト
ル
免
状
〉
を

門
人
が
乙
れ
を
提
出
す
る
と
、

授
与
す
る
と
い
う
仕
組
で
す
。
し
か
し
、
シ
l
ボ
ル
ト
が
ド
ク
ト
ル
の
称
号
を
授
け
る
権
限
が
あ
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ド
ク
ト
ル
の
称
号

授
与
の
制
度
は
、
大
学
の
よ
う
な
教
育
機
関
に
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
個
人
の
一
存
で
授
与
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
と
よ
り

シ
l
ボ
ル
ト
は
こ
の
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
て
、
た
だ
そ
の
よ
う
な
か
た
ち
を
と
っ
て
み
せ
た
の
で
し

ょ
う
。
実
際
シ

l
ボ
ル

ト
の
与
え
た

免
状
に
は
、
あ
と
で
お
自
に
か
け
ま
す
よ
う
に
、
ド
ク
ト
ル
の
称
号
を
与
え
る
と
は
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

シ
i
ボ
ル
ト
は
、
乙
の
免
状
を
さ
き
に
わ
た
し
て
し
ま
っ
て
、
そ
れ
と
の
交
換
条
件
と
し
て
課
題
の
報
告
の
提
出
を
確
約
さ
せ
て
い
ま
す
。
乙

れ
で
は

り
広田町
三
E
5
5
白
己
m
C円白
己
的
と
い
う
名
目
も
な
に
も
あ
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
せ
ん
。

わ
た
く
し
に
は
、
シ
l
ボ
ル
ト
が
み
ず
か
ら
日
記
に
こ
う
い
う
語
を
つ
か
っ
た
気
持
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
正
式
の
意
味
で
の
ド
ク
ト
ル
免
状

は
論
外
と
し
て
、
医
学
課
程
が
全
く
組
織
立

っ
て
い
な
い
当
時
の
シ
l
ボ
ル
ト
の
塾
で
、
ど
れ
だ
け
履
修
す
れ
ば
、
修
了
と
い
え
る
の
か
、
そ

し
て
卒
業
論
文
を
書
く
資
格
が
で
き
る
の
か
、
だ
い
い
ち
そ
れ
が
全
く
い
い
か
げ
ん
で
す
。
正
式
の

り
抗日巾
円
g
t
o
g
g一ぬ一
己

sr
は
、
本
人

が
履
修
し
た
学
科
、
す
な
わ
ち
い
ま
の
場
合
医
学
に
か
か
わ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
当
然
で
す
。
と
と
ろ
が
シ

l
ボ
ル
ト
が
与
え

た
、
い
わ
ゆ
る

U
5お
円
g
t
o
の
課
題
は
、
大
部
分
が
医
学
と
な
ん
の
関
係
も
な
い
も
の
で
す
し
、
そ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
で
書
か
れ
た
内
容
も
、

単
に
日
本
の
文
献
の
翻
訳
で
あ
っ
た
り
、
自
主
的
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
き
わ
め
て
幼
稚
な
も
の
で
あ
っ
た
り
し
て
、
な
に
ひ
と
つ

、
そ
の
名

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
事
実
、

門
人
が
シ

l
ボ
ル

ト
先
生
の
オ
ラ
ン
ダ
語
で
の
免
状
(
実
は
証
明

シ
1
ボ
ル
ト
の
い
う

口
町田
巾ユ
E
E
E白己
目百
円
丘
町

は
、

常
国
V

と
し
て
た
い
そ
う
よ
ろ
乙
び
ま
す
の

で
、
そ
の
心
理
を
利
用
し
て
、
シ
l
ボ
ル
ト
の
欲
す
る
情
報
を
収
集
す
る
手
段
に
し
た
乙
と
が
あ
き
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ら
か
で
す
。
乙
の
ほ
か
に
シ

|
ボ
ル

ト
が
、
こ
の
よ
う
な
卒
業
論
文
と
い
う
よ
う
な
名
目
で
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
書
け
る
門
人
に
、
い
ろ
ん

な
問
題
に
つ
い
て
書
い
て
出
し
て
ほ
し
い
と
直
接
に
た
の
ん
で
い
る
記
録
が
の
乙

っ
て
い
ま
す
。
シ
l
ボ
ル

ト
の
要
請
に
と
た
え
て
報
告
を
詣

い
て
提
出
し
た
門
人
の
お
も
な
人
は
高
野
長
英
、
一
角
良
斎
、
石
井
宗
謙
、
美
馬
順
三
た
ち
で
す
。

乙
の
へ
ん
で
、
シ
l
ボ
ル

ト
の
江
戸
参
府
紀
行
の
記
録
か
ら
、
具
体
的
な
記
事
を
御
紹
介
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

シ
l
ボ
ル

ト
は
、
乙
の
旅
行
に
門
人
を
い
く
た
り
か
同
伴
し
て
い
ま
す
。
そ
の
筆
頭
が
高
良
斎
で
す
。
ほ
か
に
別
の
名
目
で
二
宮
敬
作
、
石

井
宗
謙
を
つ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
良
斎
は
植
物
の
知
識
が
と
く
に
深
い
か
ら
で
、
ほ
か
の
門
人
た
ち
も
、
自
分
の
博
物
学
的
調
査
の
手
助
け
を

し
て
も
ら
う
た
め
で
し
た
。
伊
東
玄
朴
も
い
っ
し
ょ
で
し
た
。

「
紀
行
」
の
二
月
二
十
六
日
の
記
事
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
意
味
の
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
下
関
滞
在
中
の
こ
と
で
す
。

二
月
二
十
六
日

長

門

・
周
防
か
ら
門
人
や
知
人
が
、
友
人
や
患
者
を
つ
れ
、
贈
物
や
珍
奇
な
天
然
物
を
持
っ
て
や
っ
て
き
た
。
門
人
中
ょ
く
で
き
た
人

た
ち
と
再
会
す
る
約
束
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
わ
た
し
の
も
と
を
去
る
に
あ
た
り
、
か
れ
ら
が
故
郷
で
卒
業
論
文

(U
Z
認可

s
t
o
-
E
E同
ES--回
)

を
書
き
あ
げ
て
、
わ
た
し
の
江
戸
参
府
の
旅
の
途
中
で
わ
た
し
に
手
渡
す
と
い
う
条
件
で
、
見
事
な
ド
ク
ト
ル
免
状

S
o
n
g
?
U
S
E
B
)
を
す
で
に
も
ら

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
題
目
は
わ
た
し
が
指
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
い
つ
も
日
本
と
隣
国
、
保
護
国
に
関
す
る
も
の
で
、
そ
の
地
理
学
、
民
族
学
、
博

物
学
の
分
野
に
わ
た
り
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
か
、
知
る
価
値
の
あ
る
も
の
を
え
ら
ん
だ
。

今
日
う
け
と
っ
た
主
な
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

河
野
コ
サ
キ
(?
)
の
「
長
門

・
周
防
国
の
地
理
的

・
統
計
的
記
述
」

杉
山
宗
一
立
の
「
海
塩
の
製
法
」

井
本
文
恭
の
「
普
通
に
用
い
ら
れ
る
染
料
と
布
の
色
」

高
野
長
英
「
鯨
と
捕
鯨
法
」

「
日
本
に
お
け
る
注
目
す
べ
き
疾
病
」

「
普
通
に
用
い
ら
れ
る
薬
品
表
」

そ
の
他

各
論
文
に
つ
い
て
い
る
人
名
は
、
提
出
者
な
の
か
執
筆
者
な
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
と
乙
ろ
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
後
述
の
よ
う
に
、
シ

:23 

注

コ
サ
キ
は
厚
伯
か
?
)



ー
ボ
ル
ト
文
書
中
に
あ
る
「
海
塩
の
製
法
」
は
あ
き
ら
か
に
戸
塚
静
海
の
筆
蹟
で
す
。
静
海
が
杉
山
宗
立
の
た
め
に
訳
し
た
の
で
し
ょ
う
。

三
月
一
日
は
下
関
出
発
の
日
で
す
。
門
人

・
知
人
が
朝
早
く
か
ら
別
れ
の
あ
い
さ
つ
に
や
っ
て
き
て
、
贈
物
(
館
別
)
を
く
れ
ま
す
。
シ
ー

ボ
ル
ト
は
か
ね
て
用
意
し
て
お
い
た
返
礼
の
品
々
を
わ
た
し
ま
す
。

ζ

の
よ
う
な
こ
と
を
書
き
し
る
し
た
あ
と
で
、
例
の
論

シ
l
ボ
ル
ト
は
、

文
と
免
状
の
こ
と
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。

前
述
の
論
文
の
著
者
に
は
め
い
め
い
特
別
の
贈
物
を
、
壮
重
な
態
度
で
手
渡
し
た
。
ま
た
、
こ
の
た
び
免
状

S
G
Eヨ
)
を
も
ら
っ
た
新
し
い
志
願
者

(
候
補
者

関
吉
会
含
芯
ロ
)
に
は
い
く
つ
か
の
課
題
を
与
え
た
。
と
う
い
う
し
ぐ
さ
は
、
つ
と
め
て
品
位
と
威
厳
を
も
っ
て
し
、
相
手
の
肝
に
銘
ず
る
よ
う

な
力
強
い
口
調
で
述
べ
た
。
(
略
〉

論
文
提
出
の
ま
え
に
免
状
を
与
え
る
乙
と
の
無
意
味
な
こ
と
は
、
ま
え
に
論
じ
ま
し
た
か
ら
、
く
り
か
え
し
ま
せ
ん
が
、
乙
の
日
の
記
事
を

見
て
も
、
シ
i
ボ
ル
ト
の
演
出
家
と
し
て
の
一
面
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
お
も
い
ま
す
。

参
府
紀
行
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、
も
う
す
乙
し
シ
|
ボ
ル
ト
の
門
人
と
報
告
と
免
状
の
こ
と
を
、
他
の
記
録
か
ら
御
紹
介
い
た
し
ま
し

ょ・つ。そ
れ
は
、
江
戸
参
府
か
ら
さ
ら
に
三
年
た
っ
た
一
八
二
九
年
(
文
政
十
二
年
〉
の
暮
近
く
、
す
な
わ
ち
シ

l
ボ
ル
ト
事
件
も
一
応
か
た
ず
い

て
、
シ
|
ボ
ル
ト
が
圏
外
追
放
の
か
た
ち
で
日
本
長
崎
を
去
る
直
前
の
乙
と
で
す
。
そ
の
十
二
月
五
日
付
で
高
良
斎
が
シ

l
ボ
ル
ト
に
オ
ラ
ン

ダ
語
の
て
が
み
を
と
ど
け
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
良
斎
は
惜
別
の
情
を
の
べ
た
の
ち
、
先
生
か
ら
依
頼
さ
れ
た
論
文
は
、
か
な
ら
ず
明
年

ま
で
に
仕
上
げ
て
、
フ
ィ
レ
ヌ

l
フ
ェ
に
送
り
ま
す
と
書
い
て
い
ま
す
。
そ
の
論
文
の
題
は
つ
ぎ
の
三
つ
で
す
。

一
、
日
本
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
実
用
植
物
の
栽
培
法

二
、
純
日
本
医
学
に
つ
い
て

三
、
日
本
各
地
の
主
要
産
物

実
は
、
乙
れ
は
シ
|
ボ
ル
ト
の
依
頼
状
の
返
書
で
あ
り
ま
し
て
、
全
文
が
呉
先
生
の
著
書
(
文
献
一
〉
の
な
か
に
「
高
家
文
書
二
」
と
し
て

u 



乙
の
例
な
ど
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
知
り
た
い
こ
と
を
、
直
接
に
質
問
し
、
回
答
を
求
め
て
い
る
も
の
で
、
U
U目
。
円
一押
印
己
O

時
ロ
白
己
閃
巳
円
白
ロ
凹

す

出
て
い
ま
す
。
自
分
の
出
島
滞
在
は
あ
と
十
日
か
十
一
日
し
か
な
い
か
ら
、
は
や
く
た
の
む
と
書
い
て
い
ま
す
。
ま
た

D
O
E
-
m
g
u
〈
証
明

書
)
を
仕
上
げ
た
こ
と
も
書
い
て
い
ま
す
。

述
〉
。
良
斎
は
日
本
の
暦
で
書
き
、
シ
l
ボ
ル
ト
は
西
洋
暦
で
書
い
た
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

て
が
み
に
日
付
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

乙
の
証
明
書
の
日
付
は
十
二
月
八
日
と
な
っ
て
ま
す
(
後

な
わ
ち
卒
業
論
文
と
い
う
よ
う
な
、

「
卒
業
」
に
か
か
わ
り
の
な
い
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
裏
を
か
え
せ
ば
、
シ

ー
ボ
ル
ト
の
手
も
と
に
は
、
乙
の
よ
う
な
問
題
を
と
り
あ
つ
か
っ
た
情
報

・
資
料
が
欠
け
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

シ
ー
ボ
ル
ト
の
帰
国
ま
ぎ
わ
に
乙
の
よ
う
な
依
頼
を
・
つ
け
た
の
は
、
良
斎
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
野
長
英
も
せ
つ
ぽ
つ
ま
っ
た
時
期

に
訳
し
て
提
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
冊
子
が
シ

l
ボ
ル

ト
文
書
に
あ
り
ま
す
。
戸
塚
静
海
も
石
井
宗
謙
も
そ
う
で
す
。
石
井
宗
謙
は
す
と
し
ま

ぇ
、
十
一
月
十
六
日
付
で
、
昨
夜
大
い
そ
ぎ
で
昆
虫
に
関
す
る
論
文
を
翻
訳
し
た
乙
と
を
告
げ
、
御
希
望
が
あ
れ
ば
、
明
年
ま
で
に
と
ど
く
よ

う
秘
密
に
翻
訳
し
ま
し
ょ
う
と
書
い
て
い
ま
す
。
そ
乙
に
シ

l
ボ
ル
ト
事
件
の
複
雑
微
妙
な
か
げ
り
が
う
か
が
え
ま
す
。
戸
塚
静
海
の
十
二
月

乙
の
か
げ
り
を
は
っ
き
り
と
伝
え
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
自
分
が
先
生
依
頼
の
本
草
に
関
す
る

五
日
付
の
最
後
の
オ
ラ
ン
ダ
語
の
て
が
み
は
、

論
文
を
畜
か
な
か
っ
た
ζ

と
を
あ
や
ま
り
、
乙
の
大
部
の
本
が
突
然
公
表
さ
れ
る
と
、
か
な
ら
ず
憂
慮
す
べ
き
事
態
が
お
乙
る
こ
と
を
察
し
て

い
た
だ
き
た
い
、
今
は
危
険
だ
か
ら
、
や
り
す
ど
し
て
、
明
年
は
フ
ィ
レ
ヌ

l
フ
ェ
氏
を
通
じ
て
、
か
な
ら
ず
先
生
に
お
送
り
す
る
と
書
い
て

い
ま
す
。

興
味
あ
る
乙
と
は
、
こ
れ
ら
の
す
ぐ
れ
た
門
人
た
ち
は
、
シ
l
ボ
ル
ト
の
も
と
を
は
な
れ
な
か
っ
た
関
係
か
、
例
の
問
題
の
免
状
を
も
ら

っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
良
斎
は
シ

l
ボ
ル

ト
の
帰
国
前
に
ぜ
ひ
い
た
だ
き
た
い
、
な
が
く
家
宝
に
い
た
し
ま
す
と
た
の
み
、
十
月
三
十
日
付

の
免
状
を
も
ら
い
ま
し
た
。
も
う
一
つ
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
ふ
た
っ
と
も
あ
と
に
か
か
げ
ま
す
。
良
斎
は
ま
た
十
二
月
五
日
付
の

最
後
の
て
が
み
で
、
免
状
を
二
宮
敬
作
、
戸
塚
静
海
、
石
井
宗
謙
、
鈴
木
周
一
等
に
与
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
た
の
ん
で
い
ま
す
。
良
斎
は
門

人
の
組
長
の
よ
う
な
地
位
に
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
み
ん
な
の
た
め
に
、
こ
の
よ
う
に
た
の
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。
乙
の
人
た
ち
は
、

シ
l
ボ
ル
ト

25 



が
日
本
に
い
る
あ
い
だ
に
も
ら
わ
な
か
っ
た
と
見
え
ま
す
。
静
海
自
身
も
、
さ
き
の
て
が
み
で
、
免
状
を
二
通
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
古
い

て
い
ま
す
。
良
斎
の
い
う
と
と
と
つ
じ
つ
ま
が
あ
っ
て
い
ま
す
。

ζ

の
帰
国
直
前
の
シ

1
ボ
ル
ト
と
門
人
と
の
関
係
を
想
像
す
る
と
、
わ
た
く
し
は
、
な
に
か
悲
壮
な
も
の
申
信
感
じ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

な
か
で
シ
|
ボ
ル
ト
の
日
本
に
関
す
る
情
報
の
収
集
の
執
念
に
は
、
ほ
と
ほ
と
感
服
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

御
参
考
の
た
め
、
問
題
の
免
状
を
三
通
お
自
に
か
け
ま
す
。

そ
の
一

、
岡
泰
安
に

証

状

敬
愛
す
る
周
防
国
医
師
岡
泰
安
氏
は
数
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
内
科

・
外
を
勤
勉
に
学
び
余
の
長
崎
に
お
け
る
手
術
を
陪
観
し
た
と
と
を
認
め
ζ

乙
に
証
状
を

授
与
す
る

一
八
二
七
年
三
月
=
日
付

出
島
一
八
二
七
年
三
月
二
日

ジ
ャ
パ
パ
タ
ピ
ア
帝
国
海
軍
外
科
少
佐

Ph. 

Fr. 

ド
ク
ト
ル

フ
ォ

γ
・
シ
1
ボ
ル
ト

一
八
二
九
年
十
月
三
十
日
(
高
良
斎
自
訳
)

そ
の
二
、
高
良
斎
に

許

状

一
阿
波
一
医
高
良
斎
子
西
遊
シ
テ
ヨ
リ
弦
エ
七
年
和
蘭
学
に
潜
心
精
力
ス
ル

コ
ト
称
誉
ス
ル
ニ
塔
タ
リ
就
中
内
科
外
科
本
草
学
エ
精
シ
且
ツ
実
事
-一接

シ
テ
予
ノ
説
-
一
従
ヒ
重
病
ヲ
療
ス
ル
コ
ト
許
多
弁
エ
外
科
眼
科
ノ
手
術
モ
自
ラ
施
シ
良
効
ア
ル
コ
ト
少
カ
ラ
ス
実
ニ
有
徳
碩
学
ノ
土
Z

シ
テ
日
本
人
ニ

ハ
勿
論
和
蘭
ノ
徒
ニ
対
シ
内
外
両
科
本
草
兼
達
ノ
先
生
ト
弘
ニ
唱
フ
ト
モ
養
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
依
テ
証
書
シ
テ
ソ
ノ
実
ヲ
告
ク

紀
元
千
八
百
二
十
八
年
十
月
三
十
日

ド
ル

・
ホ
γ
・
シ
イ
ボ
ル
ト
印

於
出
島
館
記

一
八
二
九
年
十
二
月
八
日
付
(
大
意
)

そ
の
三
、
高
良
斎
に

証

状

高
良
斎
君
は
、
多
年
余
の
も
と
に
あ
っ
て
精
励
し
、
蘭
語
に
精
通
し
、
内
科

・
外
科

・
博
物
学
花
関
す
る
書
籍
を
日
本
語
に
翻
訳
し
た
ほ
か
、
和
蘭
の
科

26 



学
に
関
心
を
持
ち
、
祖
国
に
大
な
る
貢
献
を
し
た
。
余
は
将
来
と
も
同
人
の
国
益
に
な
る
よ
う
な
書
籍
を
送
る
乙
と
を
約
束
す
る

一
八
二
九
年
十
二
月
八
日
ド
ク
ト
ル

・フ

ォン

・
シ
1
ボ
ル
ト

以
下
九
つ
の
実
例
に
つ
い
て
お
は
な
し
い
た
し
ま
す
。
乙
れ
は
「
文
献
衆
影
」
に
選
ば
れ
た
も
の
ば
か
り
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。

'27 

乙
乙
に
か
か
げ
た
よ
う
な
内
容
の
も
の
を
す
べ
て
シ

l
ボ
ル
ト
自
身
り
0
2
0
7
ロ
e
z
g
と
称
し
た
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

日
本
人

法
「
免
状
」
と
よ
ん
で
い
る
も
の
の
内
容
は
、
大
体
前
二
者
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
「
そ
の
三
」
に
つ
い
て
は
、
シ
l
ボ
ル
ト
自
身
も
、
上
述
の

て
が
み
に
の

R
E
m
gお
(
証
明
書
〉
と
書
い
て
い
ま
す
。
「
そ
の
二
」
に
高
良
斎
自
身
が
「
許
状
」
と
訳
し
て
い
る
の
は
当
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

八
、
ジ

l
ボ
ル
ト
は
門
人
の
提
出
し
た
蘭
文
資
料
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
た
か
?

そ
れ
で
は
、
シ
i
ボ
ル
ト
の
門
人
た
ち
が
提
出
し
た
蘭
文
資
料
と
い
う
の
は
ど
ん
な
・
も
の
で
あ
た
の
か
、
そ
れ
を
シ

l
ボ
ル
ト
は
ど
の
よ
う

そ
れ
を
つ
ぶ
さ
に
語
っ
て
く
れ
る
の
が
、
一
『白℃白ロ

l
F
m門
広
三
の

ωお
σ
0
5
5ロ
白
(
シ

l
ボ
ル
ト
文
書
)
中
の
四
十
数
編
の
、

に
利
用
し
た
か
?

日
本
人
(
大
部
分
シ

l
ボ
ル
ト
の
門
人
)
が
書
い
た
閑
語
資
料
で
す
。

乙
れ
に
つ
い
て
は
さ
き
に
ち
ょ
っ
と
お
は
な
し
い
た
し
ま
し
た
が
、

乙

乙
の
研
究
は
、
三
十
数
年
前
に
緒
方

・
大
島

・
大
久
保

・
箭
内
の
連
名
で
発
表
(
文
献
二
)
し
た
も
の

で
す
が
、
も
う

一
度
乙
乙
で
く
り
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ζ

の
研
究
は
、
そ
の
道
で
は
常
識
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

乙
で
具
体
的
に
御
紹
介
い
た
し
ま
す
。

カま

一
般
に
は
ま
だ
ま
だ
十
分
に
徹
底
し
て
い
る
と
は
申
せ
ま
せ
ん
。

シ
l
ボ
ル

ト
文
書
に
お
さ
ま
っ
て
い
る
資
料
は
、
大
体
各
冊
和
綴
と
し
、
表
紙
に
題
築
を
は
り
、
そ
れ
に
た
い
て
い
シ

l
ボ
ル
ト
が
自
筆
で

表
題
を
書
い
て
い
ま
す
。
表
題
は
、
門
人
が
つ
け
た
題
と
多
少
ち
が
っ
て
い
ま
す
。
右
下
隅
に
同

g--2zoロ
o
U円・
骨

巴

$
0
5
3
(シ
1

ボ
ル
ト
収
集
文
書
の
意
〉
と
書
い
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
乙
れ
ら
の
資
料
か
ら
筆
者
別
に
九
点
(
別
に
書
翰
集
〉
を
え
ら
ん
で
、
装
蛸
か
ら
中

味
ま
で
か
な
り
忠
実
に
複
製
し
た
も
の
を
「
施
福
多
先
生
衆
影
」

(
文
献
一

O
)
と
題
し
て
、
箱
入
で
売
り
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
ど
ら
ん

に
な
る
と
、
原
物
の
様
子
が
お
わ
か
り
に
な
る
と
お
も
い
ま
す
。



実
例

(
複
製
あ
り
、
文
献
一

O
〉

高
野
長
英
訳
「
日
本
に
お
け
る
茶
樹
の
栽
培
と
茶
の
製
法
」

表
題
〈
シ

l
ボ
ル
ト
筆
〉

〉白ロ}向者
Z
Eロ
m
〈
白
ロ
円
目
。
ロ
叶
y
m
o
v
g伊
丹
巾
円
四
ロ
∞
R
O
E
-ロ
m
〈
白
ロ
門
ぽ
ロ
叶
}
岡
市
OOHV
』印。曲一口・

円四
00円
吋
白
}
詰
ロ
O
叶朋』
0』巾

内
題
(
長
英
〉
〈
白
ロ
門
戸
。
。
σwt宅
oowEMN
〈
宮
内
田
町
ロ
任
命
叩
σ
0
0
5
2
〈
釦
ロ
門
目
。
件
。
∞
σ
O
B
E
g
m
〈白ロ門戸
m
S
2・

ζ

れ
の
原
典
は
ま
だ
不
明
で
す
。
宇
治
の
茶
の
木
の
栽
培
と
茶
の
製
法
を
の
べ
た
も
の
で
す
。
シ

l
ボ
ル
ト
は
乙
の
訳
文
の
内
容
を
骨
格
と

し
、
自
分
で
も
文
献
を
し
ら
べ
、
実
際
を
見
た
り
し
て
、

シ
l
ボ
ル
ト
の
自
筆
で
ド
イ
ツ
語
で
長
編
の
第
一
次
原
稿
を
書
き
ま
し
た
。
最
後
に

ロ円・〈
Oロ
盟
。
σ
o
E
と
署
名
し
て
い
ま
す
。

ζ

の
原
稿
は
の
ζ

っ
て
い
ま
す
(
文
献
一
一
)
。
ほ
か
に
第
二
次
、
第
三
次
原
稿
も
現
存
し
て
い
ま

す
が
、
乙
の
ふ
た
つ
は
、
と
も
に
ホ
フ
マ
ン
の
筆
に
な
る
も
の
で
す
(
文
献
一
一
〉
。
あ
と
の
完
成
は
ホ
フ
マ
ン
に
ゆ
だ
ね
た
の
で
し
ょ
う
。
乙

れ
は

Z
弔問
M

。Z(初
版
は
第
二
巻
の
一
ニ
l
l
八
ペ
ー
ジ
、
第
二
版
は
第
二
巻
一
三
四

l
一
四
三
ペ
ー
ジ

)
K
4
5
σ
2
ι
2
叶
Z
g同
門

2
n
y
g

ロロ仏

N
C
σ
2
0
-
Eロ関門
H
g
、H
，
F
o
g
白
口
町
』
白
匂
白
ロ
ョ
と
い
う
題
で
活
字
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
と
よ
り
シ
|
ボ
ル

ト
や
ホ
フ
マ
ン
が
書
い
た
部
分

が
多
い
の
で
す
が
、
長
英
の
蘭
訳
文
の
内
容
が
そ
の
ま
ま
う
か
が
え
る
部
分
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
長
英
の
訳
文
が
果
し
た
役
割
が
す
く
な
く
な

じ
よ
た
ん

い
ζ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
長
英
の
訳
文
に
は
製
茶
の
と
き
に
つ
か
う
「
助
炭
」
の
図
が
入
っ
て
い
ま
す
が
、
Z
H司同
U
O
Z
に
は
、
「
助
炭
」
を
は

じ
め
ほ
か
の
道
具
も
、
実
物
に
即
し
て
線
画
で
約
一
ペ
ー
ジ
大
に
ま
と
め
で
あ
り
ま
す
。
長
英
の
図
が
参
考
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
信
ぜ
ら
れ

ま
す
。
製
茶
法
の
記
載
の
あ
と
に
茶
樹
の
く
わ
し
い
記
載
が
あ
り
ま
す
。
乙
れ
は
長
英
の
訳
文
と
関
係
あ
り
ま
せ
ん
ハ
参
照

文
献
二
〉
。

ち
な
み
に
ケ
ン
ペ
ル
の
「
日
本
誌
」
に
は
、
茶
と
茶
の
木
に
つ
い
て
、
ず
い
ぶ
ん
く
わ
し
い
記
載
が
あ
り
ま
す
。

実
例
=
ハ
複
製
あ
り
、
文
献
一

O
)

伊
藤
圭
介
訳
「
勾
玉
記
」

表
題
〈
シ

l
ボ
ル
ト
筆
〉

∞
g
n
v
ユマ
g
m
号
円
宮
血
肉
一
白
E
g
p
円四四

ωny白押件。ロ門同伺
H1

0

ロ仏
mw

丹市
ロ
∞
命
名
O
ロ
叩
円
〈
白
ロ
ト
『
曲
。
白
ロ
・

2& 



円
四

00『
同
件
。
烈
丘
団
W
O

内
題
(
圭
介
)
切
g
n
z
ユマ吉
m
〈
白
ロ
色
。
冨
白
ぬ
一
旦
白
B
白

O同
∞
E
m
g色。

-cd〈
mo--UOO円
冨
U
-
n門-
H

・関巾
g
w
m
冨
り
の
わ
わ
凶
虫
歯

(勾
玉
す
な
わ
ち
曲
っ
た
宝
石
の
記
述
)

本
文
は
木
内
石
亭
の
「
曲
玉
問
答
」
に
よ
っ
て
訳
し
た
乙
と
は
た
し
か
で
す
が
、
圭
介
の
訳
文
は
勾
玉
ば
か
り
で
な
く
、
瓶
に
お
よ
ん
で
い

ま
す
。乙
れ
が

Z
H司閉

voz
に
全
面
的
に
と
り
い
れ
ら
れ
、
a
冨白ぬ一白

g
g
p
門広巾

ω
n
y
E
N巾
色
。
門
町
吋
戸
』
巾
mw
印
丹
市
ロ
∞
ot司
O
Y
ロ
巾
円
仏
巾
門
官
同
}
釦
旦
凹
円
宮
市
ロ

E
Z
-ロョ
(
日
本
の
島
々
の
最
古
の
住
人
の
宝
、
勾
玉
)

圭
介
の
訳
文
に
出
て
い
る
図
が
全
部
と
り
い
れ

と
題
し
て
一

章
を
な
し
て
い
ま
す
。

ら
れ
て
い
る
と
と
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
が
、

シ
i
ボ
ル
ト
が
脚
註
に

こ
れ
は
原
典
か
ら
採
っ
た
可
能
性
も
な
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

切
g
n
v
ユマ
g
m
〈
白
ロ
色
。
冨
白
ぬ
一
白

E
B白・。同

m
s
o
m
g
o
HZd『
mo--
。
。
。
円
仏
g
E
U
2
0門
戸
内

E
N∞
(
勾
玉
、
ま
が
っ
た
宝
石
の
記
載
、

日
本
人

目・
内
著
、

た
だ
し
第
二
版
に
は
ζ

の
脚
註
は
あ
り
ま
せ
ん
(
参

一
八
二
八
〉
と
か
か
げ
て
い
ま
す
か
ら
、
ま
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

照

文
献
二
〉
。

さ
き
の
高
野
長
英
の
「
製
茶
法
」
と
い
い
、

ζ

の
「
勾
玉
記
」
と
い
い
、

「
日
本
誌
」
の
な
か
で
独
立
の
章
と
し
て
と
り
あ
っ
か
わ
れ
て
い

る
の
は
注
目
に
値
し
ま
す
。

実
例
三

ハ
複
製
あ
り
、
文
献
一

O
〉

戸
塚
静
海
訳
「
製
塩
法
」

表
題
(
シ

l
ボ
ル
ト
筆
)
〈
白
ロ
品
。

σ
2
0
E
E
m
〈白ロ

F
Z
N
S
S
E
-

内
題

(
静
海
筆
〉

ロ
O
B
S
F
R
4白
ロ
仏
g

N。
E
Z
S
F
Eロ閃

シ
l
ボ
ル
ト
の
参
府
紀
行
の
二
月
二
十
六
日
の
記
事
に
、
シ
i
ボ
ル
ト
が
う
け
と
っ
た
門
人
の
閲
語
論
文
の
な
か
に
、
杉
山
宗
立
の
「
海
塩

の
製
法
」
が
あ
っ
た
乙
と
は
、
さ
き
に
引
用
し
ま
し
た
。
そ
の
原
文
ハ
ド
イ
ツ
語
〉
は
巴
刊

σ
2

。Fm
m
z
m白
-NZ円
相
い
苫
ロ
的
〈
。
ロ

ωロ
m
q白
B
白
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的
。
江
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
原
資
料
に
つ
い
て
筆
蹟
を
し
ら
べ
ま
す
と
、
あ
き
ら
か
に
戸
塚
静
海
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
で
す
か

ら
、
乙
れ
は
お
そ
ら
く
杉
山
宗
立
が
書
い
た
も
の
を
戸
塚
静
海
が
蘭
訳
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
J

静
海
の
訳
文
の
冒
頭
に
、
乙
乙

に
は
わ
が
家
で
お
こ
な
っ
て
い
る
製
塩
法
を
述
べ
る
と
あ
る
と
乙
ろ
か
ら
見
て
、
宗
立
と
静
海
の
関
係
は
ま
ち
が
い
な
い
と
お
も
い
ま
す
。
乙

の
訳
稿
は
日
本
誌
中
の

一
章
に
ま
で
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
参
府
紀
行
の
三
月
六
日
の
、
備
前
の
日
比
の
塩
悶
を
訪
れ
た
記
事
の
な

か
に
、
塩
田
に
よ
る
製
塩
法
は
ま
乙
と
に
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
く
わ
し
く
記
載
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
静
海
の
訳
稿
を

参
考
に
し
て
い
る
乙
と
は
あ
き
ら
か
で
す
。
た
だ
し
訳
稿
の
挿
図
は
と
り
い
れ
て
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
形
式
は
、
日
記
体
に
は
め
ず
ら
し

シ
ー
ボ
ル
ト
の
日
記
〈
紀
行
)
は
、
あ
と
で
編
集
し
、
体
裁
を
と
と
の
え
て
い
ま
す
か
ら
、

い
ζ

と
で
す
が
、

乙
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
わ
け

で
す
。
す
な
わ
ち
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
日
比
の
塩
田
を
訪
れ
た
あ
と
で
、
出
版
用
の
紀
行
の
原
稿
を
つ
く
っ
た
と
き
に
、
補
足
し
た
の
で
し
ょ
う

(
参
照

文
献
二
〉
。

実
例
四

(
複
製
あ
り
、
文
献
一

O
)

戸
塚
静
海
、
馬
順
三
、
石
井
宗
謙
分
担
訳
「
灸
法
略
説
ほ
か
」

表
題
(
シ

i
ボ
ル
ト
筆
〉

問
。
円
件
。
切
何回
n
v
zy
E
m
色
。一円
自
白
旦
巾
門
司
白
ロ

Z
ow
.
8
切円白ロ円四
叩
ロ
叩
ロ
切
円
白
ロ
仏
ゆ
ロ

目白
仲
間
-omF巾
ロ
号
一
Z
白
色v
巳ロ

(訳
、
灸
法
お
よ
び
絡

針
法
の
簡
単
な
記
載
〉

〈
出
ロ
円
目
。
円
。
。
円
N白曲目同門目
。
円阿
内百円四
四
円切
O
W
W
2
0ロ
白
血
Nm-g
(訳
、
小
児
痘
着
お
よ
び
麻
疹
の
原
因
に
つ
い
て
)

u
m
Z白白
E
m
g
o
w
wロ
ロ
門
戸
叩
島
町
円
】
白
℃
吉
町
円

(訳
、
日
本
人
の
銭
術
)

ロ
0
2
8
5
2
0
0
w
w
zロ仏ぬ門戸
R
n
E口市
NOロ
ハ訳
、
支
那
人
の
鉱
術
〉

色。。円門同
市
同
問
mF
N
2
5
5ロ
Z
S
E
Z
m
O
W
2
H
2
18
-
s
ω
o芯
3
5
r
e
(訳
、
江
戸
奥
録
医

石
坂
宗
哲
著
〉

乙
れ
は
、
元
来
四
冊
の
も
の
を
シ

l
ボ
ル

ト
が
一
冊
に
綴
じ
た
も
の
で
、
そ
れ
に
シ

1
ボ
ル
ト
が
表
題
を
な
ら
べ
て
書
い
た
の
で
す
。
本
文
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の
官
頭
に
漢
字
で
「
灸
法
略
説
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、

ζ

れ
は
原
典
の
題
名
で
な
く
、
戸
塚
静
海
が
つ
け
た
も
の
と
お
も
わ
れ
ま
す
。

乙
の
一
冊
は
構
成
が
雑
然
と
し
て
い
ま
す
。
訳
者
と
の
関
係
も
複
雑
で
す
。
第
一
編
と
第
三
編
は
石
坂
宗
哲
の
「
鍛
灸
知
要
士
一
=
己
の
部
分

訳
で
、
第
一

一編
が
戸
塚
静
海
訳
、
第
三
編
が
美
馬
順
三
訳
。
第
四
編
は
お
な
じ
宗
哲
の
「
九
誠
之
説
」
が
原
典
で
な
い
か
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

訳
者
は
石
井
宗
謙
で
す
。
第
二
編
は
静
海
訳
。
内
容
は
た
い
そ
う
異
質
の
も
の
で
、
漢
方
の
小
児
痘
搭
麻
疹
の
説
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
訳
者
も
原
文
が
よ
く
理
解
で
き
な
か

っ
た
ら
し
く
、
訳
文
も
ご
た
ご
た
し
て
い
ま
す
。
シ

l
ボ
ル
ト
は
ζ

れ
を
ど
と
に
も
利
用
し
て
い
ま
せ

ん。
銭
灸
の
乙
と
は
日
本
誌
の
第
一
版
に
は
な
く
、

第
二
版
の
第
二
巻
に
、

そ
れ
ぞ
れ

定
】
凶

o
t円
批

m
m
N口同

欠
。
ロ
ロ
吉
広
島
ぬ
円
』
白
匂
白
ロ
ZnFOロ

〉
-EHM戸
S
E
Z円
(Z
白色色印丹市
nvwロロ門
HO)ョ
(
日
本
の
銭
術
知
見
補
遺
)
、

R
C
$
2
門
戸
芯
〉
ロ
者
向
ロ
仏
ロ
ロ
閃
仏
巾
円
冨
OM白
ョ
(
灸
の
応
用
に
つ
い
て
〉

と
題
し
て
か
か
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
乙
の
章
は、

一
八
三
二
年
に
オ
ラ
ン
、
ダ
語
で
∞
三
白
己
凹
nv
の
g
o
o
g
n
g
u
の
報
告
に
出
た
と
、
註
に
書

い
て
い
ま
す
(
参
照

文
献
二
)
。
な
お
ケ
ン
ペ
ル
の
日
本
誌
に
、
す
で
に
く
わ
し
い
記
載
が
の
っ
て
い
ま
す
。

実
例
五

高
野
長
英
訳
「
み
や
乙
の
寺
社
の
簡
単
な
目
録
」

(
「
都
名
所
車
」
〉

題
切
叩
rh
一ロ。宮
o
E明
神
〈
白
ロ
門
戸
内
一
叶
m
g
u
m一-oロ
ぬ
ロ

W
2
W
一何
ロ
件
。
冨
む
早
打
。

乙
れ
は
「
都
名
所
車
」
の
技
訳
で
す
。
都
名
所
車
は
、
京
都
の
名
所
に
な
っ
て
い
る
寺
や
神
社
の
説
明
と
行
事
を
紹
介
し
た
、
簡
単
な
案
内

書
で
す
。

シ
l
ボ
ル
ト
は
長
英
の
訳
文
の
内
容
を
、

日
本
誌
の
初
版
の
イ
白
ロ
岳

gロ
〈
O
ロ

Z
E百
円
(
日
本
の
神
々
)
の
な
か
で
部
分
的
に

利
用
し
て
い
ま
す
。
場
所
に
よ
っ
て
は
、
長
英
の
訳
文
を
そ
の
ま
ま
ド
イ
ツ
語
に
訳
し
て
の
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
も
興
味
の
あ
る
の

は
、
上
加
茂
神
社
、
下
加
茂
神
社
の
項
で
す
。
そ
の
部
分
に
つ
ぎ
の
文
が
あ
り
ま
す
。

E
-
m
R
σ
2ロ
nvoロ
門
出
2
2
0
2
Z
Y円
ybFzmm-
ロ
自

σ
o
Z
F
B芯
司
叩
印
件
。
尽
き
民
的
忠
之
ロ
ロ
門
日
仏
E
H
M
P
E
Bロロ
g

(関
2
σ
白
)
F
E

y
t
w門
研
一
行

hw一三一・
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〈
巡
礼
者
は
こ
乙
に
た
び
た
び
も
う
で
る
。
有
名
な
祭
オ
ビ
マ
ツ
リ
と
競
馬
が
と
と
で
お
と
な
わ
れ
る
)

あ
お
い
ま
つ
り

乙
の
ド
イ
ツ
文
の
な
か
に
あ
る
可
。
2
0
E
.
ミ
ミ
M
足
立
は
、
あ
き
ら
か
に
「
葵
祭
」
の
ま
ち
が
い
で
す
。
と
こ
ろ
で
長
英
の
脱
文
を
見
ま
す

と

「
ヲ
、
ピ
マ
ツ
リ
」
と
カ
タ
カ
ナ
で
書
い
て
あ
り
ま
す
。

「
ア
フ

ヒ
マ

ツ
リ
」
と
す
る
と
乙
ろ
を
、
長
英
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
ま
ち
が
い
を

お
か
し
た
の
で
し
ょ
う
。
せ
め
て
「
ヲ
、
ヒ
マ
ツ
リ
」
と
で
も
す
べ
き
と
と
ろ
を
、

つ
い
「
ヒ
」
を
「
ビ
」
に
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
と
乙
ろ

で
し
ょ
う
か
?

そ
れ
は
二
義
的
の
問
題
で
す
が
、

シ
l
ボ
ル
ト
が
「
オ
ピ
マ
ツ
リ
」
と
し
た
の
は
、
長
英
の
「
ヲ
、
ビ
マ
ツ
リ
」
を
直
接
に

と
り
い
れ
た
乙
と
の
確
固
た
る
証
拠
と
し
て
重
要
で
す
。

な
お
こ
の
長
英
の
訳
文
に
は
、
長
英
の
な
が
い
蘭
文
の
序
が
つ
い
て
い
て
、

乙
の
訳
稿
が
シ

l
ボ
ル
ト
の
帰
国
予
定
の
一
八
二
八
年
八
月
に

長
崎
で
書
か
れ
た
と
と
が
わ
か
り
ま
す
。

乙
れ
も
重
要
な
事
実
で
す
(
参
照

文
献
二
)
。

実
例
六

ハ
複
製
あ
り
、
文
献
一

O
〉

美
馬
順
三
訳
「
日
本
古
代
史
」

表
題
(
シ
!
ボ
ル

ト
筆〉

O
ロ円四回件。

。。凹
nyF
巾仏ロ
F
P
ロ
向
芹
。

-om叫昨
角
川
噌

〈白ロ一『曲目)白ロ回
n
y
o
m
ニw
m
ロ
円
。
〈
巾
同
岡
田
σAWmwnU
同
む
〈
-
ロ
閃
〈
同
ロ

2
3丹
市
ロ
富
安
包
0
・品。。円一宮片岡
H
M

白
】
己
ロ
N

。。(訳、

日
本
国
の
最
古
の
歴
史
(
神
話
〉
お
よ
び
第
一
代
の
帝
の
御
一
代
記
、
美
馬
順
三
著
〉

乙
れ
は
日
本
書
記
の
神
代
巻
と
神
武
天
皇
紀
の
大
意
を
訳
し
た
も
の
で
す
。

「
日
本
誌
」

会
切巾伊丹円位向巾

N
Z
円

の
a
n
y
-
n宮町

の

】曲目福岡九

(
日
本
史
補
遺
〉
の
章
に
と
り
い
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
第
一
次
原
稿
は
ピ
ュ
ル
ヘ
ル
が
順
三
の
蘭
文
を
忠
実
に
ド
イ
ツ
語
に
訳
し
て

R
n
y
円。ロ。
]om-m
色
町
田
]
白
匂
白
ロ
U
n
y
m
ロ閉
NOFnyo凹
ョ

ハ
日
本
国
の
年
代
記
〉
と
題
し
て
い
ま
す
。

第
二
次
、

第
三
次
原
稿
は
ホ
フ
マ
ン
の
筆
で

す
。
シ

l
ボ
ル
ト
は
乙
の
章
に
関
し
て
は
主
役
を
演
じ
て
い
ま
せ
ん
(
文
献
一
一
を
見
よ
)
。

乙
れ
も
関
係
文
献
と
し
て
「
日
本
誌
」
の
随
所
に
脚
註
と
し
て
出
て
い
ま
す
(
参
照

文
献
二
)
。

お
な
じ
原
典
に
よ
っ
て
ケ
ン
ペ
ル
も
そ
の
「
日
本
誌
」
に
お
な
じ
命
題
を
と
り
あ
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

実
例
七

32 
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同
研
介
訳
「
事
物
起
原
」
〈
「
大
和
事
始
」
)

表
題
(
シ

l
ボ
ル
ト
筆
〉
0
0門的
HV円
。
ロ
閃
〈
白
ロ
白
z
m
E
w
o
p
W
Cロ
回同
市
ロ
巾
ロ

d宅内
丹市ロ
印門町白
R
v
g
o
u
E℃
白
ロ
・
]
[
巾
口
同
り
巾
巴
・
〈
叩
円
宮
白
E

e
R
o
-
S
同

g
w曲目
(訳
、
日
本
に
お
け
る
す
べ
て
の
事
物
、
芸
術
、
科
学
の
起
原。

第
一
部
と
第
二
部

岡
研
介
訳
)

内
題

0
2名
門
Oロ
肉
〈
白
ロ
巳
-o
円

H
O
N島
g

(訳
、
す
べ
て
の
事
物
の
起
原
)

乙
れ
は
二
冊
で
一
六
八
丁
と
い
う
大
部
の
も
の
で
、
貝
原
益
軒
の
「
大
和
事
始
」
の
抄
訳
で
す
。
乙
れ
は
「
日
本
誌
」
の
な
か
で

巧
白
1
N
T
∞r

c
g円
払
g
d
g
M
V円
g
m
白
Z
2
0
5
mO
〈
Oロ
』
白
匂
白
ロ

5

2
口
市
円
g
-
S
E
g
n
v
g
dog
円加え
N
g
m
〈
Oロ
0
・
阿
ハ
・
呂

ω・
(和
事
始
、

に
お
け
る
す
べ
て
の
事
物
の
起
原
。

0
・
K
・
蘭
訳
手
書
)
と
い
う
か
た
ち
で
、
あ
ち
こ
ち
に
文
献
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
そ
の

内
容
を
そ
の
ま
ま
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば

「
日
本
誌
」

の

「
茶
樹
の
栽
培
と
茶
の
製
法
」
の
な
か
に
出
て
き
ま
す
ハ参
照

文
献
二
)
。

実
例
八

〈
複
製
あ
り
、
文
献
一

O
)

高
良
斎
述
「
日
本
疾
病
誌
」

表
題
〈
シ

l
ボ
ル
ト
筆
ハ
∞
g
n
y円
C
4
E
m
g
〈白同
Hog-mmOHV
』印刷》白ロ〈
OO『
W
O
B
g仏
O
B
R
w
d弓
R
任
問
。

N芯
宮
市
ロ

(訳
、
日
本
に
あ
ら

わ
れ
る
二
三
の
注
目
す
べ
き
疾
病
の
記
載
〉

乙
の
草
稿
は
「
日
本
誌
」

そ
の
他
に
利
用
さ
れ
た
根
跡
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
乙
の
種
の
資
料
を
め
ぐ

っ
て
の
シ

l
ボ
ル
ト
と
門
人
と
の
交
渉

を
物
語
る
重
要
な
例
で
す
。

こ
の
例
で
は
、
良
斎
が
手
書
き
し
た
も
の
が
二
種
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
高
家
に
あ
り
、
も
う
一
つ
は
シ

l
ボ
ル
ト
文
書
に
入
っ

て
い
ま
す
。

乙
乙
に
か
か
げ
た
表
題
は
後
者
に
つ
い
て
い
る
も
の
で
す
。

高
家
本
に
は
、
シ
l
ボ
ル
ト
の
自
筆
の
加
筆
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
シ
1
ボ
ル

ト
文
書
本
は
、
前
者
の
清
書
本
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
良
斎
が
シ

i
ボ
ル
ト
に
提
出
し
た
も
の
に
シ

l
ボ
ル
ト
が
加
筆
し
、
あ
る
い
は
疑

聞
を
付
し
て
良
斎
に
も
ど
し、

乙
乙

で
良
斎
が
シ

l
ボ
ル
ト
の
訂
正
、
疑
問
を
念
頭
に
お
い
て
補
正
清
書
し
、
こ
れ
を
シ

l
ボ
ル
ト
に
提
出
し

た
と
い
う
ζ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
際
良
斎
は
さ
き
の
シ

i
ボ
ル
ト
の
加
筆
の
あ
る
方
は
手
も
と
に
お
い
た
た
め
、
そ
れ
が
高
家
に
伝
わ
っ
た

日
本
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の
で
す
。

3f 

な
お
一
角
家
本
に
あ
る
シ

l
ボ
ル
ト
の
加
筆
に
よ
っ
て
、

こ
れ
が
シ

l
ボ
ル
ト
の
帰
国
の
直
前
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
乙
と
が
推
定
で
き
ま

す
〈
参
照

文
献
ニ
)
。

乙
の
二
種
の
資
料
の
複
製
本
が
で
き
て
い
ま
す
ハ
文
献
一

O
Y

以
上
の
実
例
で
、
門
人
が
提
出
し
た
、

い
わ
ゆ
る

ロF
回
目
白
円

E
R
O
ロ

が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
お
わ
か
り
ね
が
え
た
こ
と
と
お
も
い

ま
す
。
ま
た
そ
れ
ら
を
シ

1
ボ
ル
ト
が
ど
の
よ
う
に
自
分
の
著
作
に
と
り
い
れ
た
か
も
お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
ζ

と
と
お
も
い
ま
す
。

ご
く
お
お
ま
か
に
か
ぞ
え
ま
し
て
、
シ
l
ボ
ル
ト
が
「
日
本
誌
」
の
著
作
に
と
り
い
れ
た
門
人
の
蘭
文
資
料
の
数
は
、
大
体
十
一
編
ば
か
り

に
お
よ
び
ま
す
。
そ
の
ほ
か
門
人

・
友
人
が
シ

l
ボ
ル
ト
に
提
出
し
た
も
の
が
十
二
編
あ
り
ま
す
。
乙
の
事
実
は
、
お
ど
ろ
く
べ
き
こ
と
と
お

も
い
ま
す
。

ζ

の
ほ
か
シ
!
ボ
ル
ト
に
資
料
を
提
供
し
た
り
、
そ
の
便
宜
を
は
か
っ
た
り
、
ま
た
シ

1
ボ
ル
ト
の
観
察

・
収
集
を
直
接
間
接
に

た
す
け
た
日
本
人
の
延
人
員
は
た
い
へ
ん
な
数
に
の
ぼ
る
と
と
で
し
ょ
う
。

「シ

l
ボ
ル
ト
研
究
」
(
文
献
二
〉
に
か
か
げ
ま
し
た
わ
れ
わ
れ
の
論
文
の
な
か
で
、
門
人
が
シ

l
ボ
ル
ト
に
提
出
し
た
前
文
資
料
の
数
(
カ

ッ
コ
内
)
を
門
人
別
に
ま
と
め
た
も
の
を
出
し
て
お
き
ま
し
た
。

そ
れ
を
再
録
い
た
し
ま
す
。

高
野
長
英
(
一
二
〉
、
高
良
斎
(
七
〉
、
石
井
宗
謙
(
五
〉
、
美
馬
順
三
(
五
〉
、
吉
雄
権
之
助
会
一
〉
、
戸
塚
静
海
(
二
)
、
岡
研
介
(
二
〉
、
伊
藤
圭
介

(一〉
、
鈴
木
馬
一
(
一
)
、
吉
雄
忠
次
郎
(
一
)

乙
の
ほ
か
に
な
い
と
い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
は
も
っ
と
多
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
と
に
か
く
乙
れ
を
見
て
も
、
長
英
、
良
斎
、

宗
謙
、
順
三
、
静
海
、
研
介
な
ど
が
ζ

と
に
多
く
シ

l
ボ
ル
ト
に
寄
与
し
て
い
る
乙
と
が
わ
か
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
門
人
の
提
出
し
た
蘭
文
資
料
の
う
ち
、
ど
と
に
も
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
理
由
は
い
く
つ
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
第
一
、
役
に
た
た
な
か
っ
た
と
い
う
乙
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
シ
ー
ボ
ル
ト
が
期
待
し
た
よ
う
な
資
料
が
も
ら
え
な
か
っ
た

と
い
う
と
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
と
と
は
当
然
あ
っ
て
い
い
と
お
も
い
ま
す
。



ら
う
ひ
と
つ
気
の
つ
く
の
は
、

「
日
本
誌
」
そ
の
他
に
医
学
的
な
記
載
が
非
常
に
す
く
な
い
と
と
で
す
。
ま
と
ま
ゥ
て
い
る
の
は
、

ハ
リ
と

灸
に
関
す
る
も
の
だ
け
で
、
そ
れ
も
決
し
て
そ
れ
ほ
ど
手
の
乙
ん
だ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
医
学
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
あ
れ
だ
け
ひ

ろ
く
、
ふ
か
く
観
察
調
査
し
、
資
料
も
あ
つ
め
る
と
と
が
で
き
た
の
に
、
自
分
の
専
円
で
あ
る
医
学
に
つ
い
て
書
け
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
ど

切
っ
い
・
っ
と
と
な
の
で
し
ょ
・
つ
?
・

門
人
に
課
題
を
与
え
て
情
報

・
資
料
を
収
集
す
る
と
い
う
手
段
で
は
、
門
人
の
能
力
が
お
よ
ば
な
か
っ
た
の

日
本
の
医
学
に
関
す
る
報
告
を
門
人
に
依
頼
し
て
い
た
と
い
う
と
と
は
、

シ
l
ボ
ル
ト
が
帰
国
の
ま
ぎ
わ
ま
で
、

で
し
ょ
う
か
?

シ
ー
ボ
ル

ト
に
と
っ
て
資
料
が
不
足
で
あ
っ
た
か
ら
と
考
え
る
の
が
自
然
で
し
ょ
う
。
実
際
シ

l
ボ
ル
ト
の
門
人
は
み
な
蘭
学
医
学
(
西
洋
医
学
)
を
志

シ
l
ボ
ル

ト
が
ほ
し
か
っ
た
日
本
の
医
学
に
つ
い
て
の
資
料
を
か
れ
ら
に
期
待
す
る
の
は
、

ん
。
そ
れ
が
「
日
本
誌
」
中
わ
ず
か
に
ハ
リ
灸
に
つ
い
て
の
、
あ
ま
り
な
が
く
な
い
記
事
に
な
っ
た
理
由
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
て
い
た
の
で
、

無
理
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

例
の
本
石
町
の
長
崎
屋
で
、
江
戸
の
高
名
な
医
学
者
、

参
府
で
江
戸
に
滞
在
し
て
い
る
あ
い
だ
に
、

シ
l
ボ
ル
ト
は
、

関
学
者
、
博
物
学

者
、
語
学
者
、
地
図
家
に
面
接
し
て
い
ま
す
。
そ
の
記
事
は
参
府
紀
行
の
四
月
十
一
日
か
ら
五
月
十
七
日
(
太
陽
暦
〉
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

シ
l
ボ
ル
ト
ほ
ど
堂
々
と
江
戸
の
え
ら
い
人
た
ち
と
対
話
し
た
出
島
商
館
医
師
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
?

シ
l
ボ
ル
ト
は
五
月
一
日
ハ
陰
暦
三
月
二
十
五
日
)
に
江
戸
城
へ
商
館
長
に
随
行
し
て
ゆ
き
、

別
の
と
と
に
な
り
ま
す
が
、

将
軍
家
斉
に

そ
の
と
き
の
情
景
を
え
が
い
た
記
事
は
、
ほ
ん
と
う
に
お
も
し
ろ
い
も
の
で
す
。
む
か
し
一
六
九
一
年
(
元
録
四

「
拝
謁
」
し
て
い
ま
す
が
、

年
〉
将
軍
綱
吉
に
拝
謁
を
ゆ
る
さ
れ
た
ケ
ン
ペ
ル
の
記
事
(
日
本
誌
中
ケ
ン
ペ
ル
の
江
戸
参
府
紀
行
〉
と
双
壁
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
シ

l
ボ
ル
ト
は
帰
路
、
京
都
で
小
林
桃
鳩
や
新
宮
涼
庭
に
あ
っ
た
記
事
も
、
注
目
す
べ
き
も
の
で
す
。

な
お
シ

l
ボ
ル
ト
が
ケ
ン
ペ
ル
の
「
日
本
誌
」
を
随
所
に
引
用
し
て
い
る
の
は
当
然
の
ζ

と
と
し
て
も
、
ケ
ン
ペ
ル
の
日
本
誌
の
お
か
げ
で

シ
l
ボ
ル
ト
の
日
本
誌
が
こ
れ
ま
で
に
リ
ッ
パ
に
仕
上
が
っ
た
の
だ
と
申
せ
ま
す
。
そ
の
意
味
で
ケ
ン
ペ
ル
の
先
駆
的
役
割
は
重
要
視
す
べ
き

で
あ
り
ま
す
。
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九
、
む

す

ぴ

い
ま
か
ら
百
五
十
年
ま
え
に
日
本
に
来
た
シ

l
ボ
ル
ト
は
、
そ
の
は
じ
め
の
五
年
間
ー
ー
そ
の
あ
と
の
シ

l
ボ
ル

ト
事
件
の
約
一
年
は
別
と

し
て
ー
ー
に
、

そ
の
強
烈
な
個
性
と
、
自
身
が
身
に
つ
け
て
い
た
医
学
的
、
博
物
学
的
方
法
に
よ
っ
て
、
日
本
の
蘭
学
書
生
た
ち
を
す
っ
か
り

魅
了
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
シ

l
ボ
ル
ト
の
意
図
的
な
人
心
収
療
の
術
に
は
ま
っ
た
と
乙
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
わ
た
く
し
は
、
当
時
の
向
学
心

に
も
え
た
日
本
の
青
年
の
純
真
さ
を
示
す
も
の
と
考
え
た
い
と
お
も
い
ま
す
。
シ

l
ボ
ル
ト
は
当
時
三
十
歳
前
後
の
若
い
青
年
で
し
た
か
ら
、

そ
の
医
術
の
ほ
ど
は
そ
う
高
く
評
価
で
き
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
一
八
二

0
年
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
医
術
の
水
準
が
ま
だ
そ
う
高
い
と
は
い
え
な

か

っ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
で
も
、
蘭
蓄
を
通
じ
て
し
か
西
洋
医
学
を
知
る
よ
し
も
な
か

っ
た
日
本
の
若
い
医
学
書
生
に
と
っ
て
は
、
ま
の
あ
た

り
見
る
シ

l
ボ
ル
ト
の
医
術
は
、
大
き
な
お
ど
ろ
き
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
オ
ラ
ン
ダ
政
府
の
強
力
な
ぁ
と
お
し
も
あ
っ
て
、
シ
l
ボ
ル
ト
を

名
医
と
信
じ
た
の
も
無
理
も
な
い
乙
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
方
シ

l
ボ
ル
ト
が
に
な
っ
て
い
た
も
う
一
つ
の
任
務
で
あ
る
日
本
の
博
物
学
的

・
民
族
学
的
調
査
研
究
と
い
う
こ
と
で
は
、
シ
l
ボ
ル
ト

乙
の
点
で
は
、
門
人
は
シ

l
ボ
ル
ト
に
与
え
た
た
だ
け
で
、
シ
ー
ボ

は
門
人
た
ち
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
々
の
絶
大
な
助
力
を
う
け
ま
し
た
。

ル
ト
か
ら
・
つ
け
た
も
の
は
、
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
九
六
六
年
十
月
東
京
で
お
ζ

な
わ
れ
た
ケ
ン
ペ
ル
没
後
二
五

O
年
、
シ
l
ボ
ル
ト
没
後
一

O
O年
記
念
会
に
お
い
て
、
わ
た
く
し
は
シ

l

ボ
ル

ト
の
日
本
へ
の
影
響
に
つ
い
て
講
演
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
が
、
わ
た
く
し
は
そ
れ
を
つ
ぎ
の
と
と
ば
で
む
す
び
ま
し
た
。

「シ

l
ボ
ル

ト
の
死
後
百
年
の
今
日
も
、
な
お
彼
の
名
が
日
本
人
の
あ
い
だ
に
語
り
伝
え
ら
れ
、
乙
と
に
長
崎
を
中
心
に
シ
!
ボ
ル
ト
の
遺

物
が
保
存
せ
ら
れ
、
遺
跡
が
た
え
ず
想
起
さ
れ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
日
本
へ
の
影
響
の
偉
大
で
あ
っ
た
と
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

ま
た
当
時
の
日
本
人
の
関
係
者
に
は
直
接
寄
与
す
る
と
乙
ろ
の
な
か
っ
た
彼
の
三
部
作

aZ
G℃
O
ロ
J

4白
Z
E
E
-
S
E
2
3・
4
Z
E
E
-

旬
。

E
n汽

は
、
か
え
っ
て
現
在
の
日
本
人
に
、
ふ
る
い
日
本
人
と
日
本
の
生
物
に
つ
い
て
た
え
ず
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
。
そ
の
と
と

は
、
シ
i
ボ
ル
ト
の
死
後
百
年
の
現
在
に
い
き
て
い
る
日
本
人
が
、
彼
に
敬
意
と
謝
意
と
を
表
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
と
乙
ろ
で
あ
る
O
L

36 



ま
た
本
年
四
月
十
日
東
京
の
日
胤
協
会
に
お
け
る
「
シ

l
ボ
ル
ト
と
蘭
学
者
た
ち
」
と
題
す
る
講
演
の
と
き
、
わ
た
く
し
は
つ
ぎ
の
乙
と
ぱ

を
つ
け
く
わ
え
て
む
す
び
ま
し
た
。

「
私
は
シ

l
ボ
ル

ト
の
ζ

の
偉
業
を
可
能
な
ら
し
め
た
日
本
人
乙
と
に
蘭
学
者
・蘭
学
書
生
た
ち
に
あ
ら
た
め
て
最
大
の
敬
意
を
表
し
た
い
。

ま
た
当
時
の
蘭
学
者
が
乙
ん
な
に
有
能
で
あ
っ
た
と
と
、
関
語
に
堪
能
で
あ
っ
た
乙
と
、
多
少
た
ど
た
ど
し
い
と
ζ

ろ
は
あ
っ
て
も
、
現
在
の

一
般
の
大
学
生
よ
り
は
る
か
に
外
国
語
を
自
由
に
書
き
、
訳
し
た
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
日
本
人
に
か
わ
っ
て
、
陳
謝
の
怠
を
表
し
た
い
。
」

そ
し
て
乙
の
た
び
は
、
さ
ら
に
つ
ぎ
の
こ
と
を
つ
け
く
わ
え
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

「シ
1

ボ
ル
ト
の

『
臼
本
』
『
日
本
動
物
誌
』
『
日
本
植
物
誌
』
の
三
部
作
そ
の
他
は
、
今
日
の
わ
れ
わ
れ
に
、
む
か
し
の
日
本
、
ふ
る
く
か
ら

の
日
本
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
れ
る
と
乙
ろ
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
点
で
シ
!
ボ
ル

ト
や
そ
の
共
著
者
に
感
謝
す
る
だ
け
で
は
十
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
た
く
し
は
、
こ
れ
ら
の
著
作
を
可
能
な
ら
し
め
た
、
当
時
の
無
数
の
日
本
人
、
長
崎
奉
行
、
和
郎
通
詞
は
も
と
よ
り
、

シ
l
ボ
ル
ト
に
そ
そ
の
か
さ
れ
た
き
ら
い
は
あ
る
と
は
い
え
、
シ
l
ボ
ル
ト
の
知
り
た
い
乙
と
を
蘭
文
に
つ
づ
っ
て
提
供
し
た
、
多
く
の
有
能

な
門
人
た
ち
の
援
助
を
強
調
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

ζ

の
門
人
た
ち
の
提
供
し
た
情
報
資
料
が
も
と
に
な
り
、
あ
る
い
は
示
唆
と
な
っ

て
、
シ
l
ボ
ル
ト
の
調
査
研
究
を
大
い
に
誘
発
し
た
と
お
も
い
ま
す
。

そ
の
窓
味
で
は
、
わ
れ
わ
れ
は
、
乙
の
門
人
た
ち
に
も
大
い
に
感
謝
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
」

わ
た
く
し
は
と
く
に
シ
|
ボ
ル
ト
の
門
人
た
ち
に
焦
点
を
あ
わ
せ
て
、
か
れ
ら
の
シ

l
ボ
ル
ト
へ
の
寄
与
を
御
紹
介
い
た
し
ま
し
た
が
、
な

ん
と
い
っ
て
も
、
あ
の
大
著
を
書
き
あ
げ
て
出
版
し
た
の
は
、

シ
ー
ボ
ル
ト
た
ち
で
あ
り
ま
す
。

乙
れ
に
は
ど
れ
ほ
ど
賞
賛
の
乙
と
ば
を
お
く

つ
で
も
た
り
ま
せ
ん
。
た
だ
シ
|
ボ
ル
ト
た
ち
に
つ
い
て
、
い
ち
ば
ん
重
要
な
と
と
は
、
シ
i
ボ
ル
ト
も
共
著
者
も
、
み
ん
な
実
に
筆
マ
メ
で

あ
っ
た
乙
と
で
す
。
そ
し
て
そ
の
筆
ま
め
を
十
分
に
い
か
す
こ
と
の
で
き
る
頭
脳
の
持
主
で
あ
っ
た
と
と
で
す
。
乙
れ
に
は
わ
た
く
し
は
つ
く

づ
く
敬
服
し
て
お
り
ま
す
。
お
な
じ
乙
と
が
ケ
ン
ペ
ル
に
も
チ
ュ

ン
ペ
リ
ー
に
も
い
え
ま
す
。
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シ
l
ボ
ル
ト
は
一
八
五
九
年
(
安
政
六
年
〉
七
月
に
日
本

へ
ふ
た
た
び
や
っ
て
来
ま
し
た
。
シ

l
ボ
ル
ト
は
六
十
三
歳
に
な

っ
て

い
ま
し

た。

一
八
六
一
年
(
文
久
元
年
〉

一
月
に
は
幕
府
の
顧
問
と
し
て
江
戸
に
ま
ね
か
れ
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
こ
ろ
の
日
本
は
、
も
う
一
二
十
年
前

の
日
本
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
シ

l
ボ
ル
ト
が
「
日
本
誌
」
に
記
載
し
た
日
本
と
は
す
っ
か
り
か
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
開
国
後
の
日
本
の

諸
外
国
と
の
関
係
は
す
で
に
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ふ
る
い
日
本
だ
け
を
知
っ
て
い
る
シ
!
ボ
ル

ト
だ
け
が
、
聞
け
つ
つ
あ
る
日
本
の
唯

一
の
忠
言
者
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
む
か
し
の
門
人
の
多
く
は
も
う
乙
の
世
に
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
旧
師
を
ね
ぎ
ら
う
高
位
高
官
は
い

ま
し
た
が
、
そ
の
数
は
す
く
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

シ
l
ボ
ル
ト
は
一
八
六
二
年
(
文
久
二
年
)
三
月
、
た
い
し
た
寄
与
も
す
る
乙
と
な
く
、

長
崎
か
ら
日
本
を
去
り
ま
し
た
。

シ
l
ボ
ル
ト
は
一
八
六
六
年
(
慶
応
二
年
〉
十
月
十
八
日
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
没
し
ま
し
た
。
七
十
歳
で
し
た
。
遺
体
は
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
に
葬
ら

れ
ま
し
た
。

シ
l
ボ
ル
ト
は
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
に
と
っ
て
は
、

一
八
二
三
年
か
ら
二
八
年
ま
で
の
正
規
の
任
期
の
五
年
間
、
多
く
の
有
能
な
門
人
に
か

と
ま
れ
て
活
動
し
た
医
師

・
博
物
学
者
と
し
て
、
そ
し
て
三
部
作
「
日
本
誌
」
「
日
本
動
物
誌
」
「
日
本
植
物
誌
」
の
著
者
ま
た
は
共
著
者
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
な
が
く
記
念
さ
れ
る
人
で
す
。

シ
ー
ボ
ル
ト
の
人
気
は
、
な
が
く
つ
づ
く
乙
と
で
し
ょ
う
。

号|

用

文

献

一
、
呉
秀
三
「
シ
l
ボ
ル
ト
先
生
其
生
涯
及
功
業
」
日
本
渡
来
百
年
記
念
会
、
増
補
第
二
版
、
大
正
十
五
年
十
月
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、
日
独
文
化
協
会
編
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ボ
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岩
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日
本
医
史
学
雑
誌

・
第
二
十
巻

第
一

号

・
昭
和
四
十
九
年
三
月

昭
和
四
十
八
名
十
二
月
十
日
受
付

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

医
師
と
し
て
の
シ

l
ボ
ル
ト

、ホ

の

処

方

ノレ

シ

ー
ー
と
く
に
オ
グ
リ
カ
ン
ク
り
な
ど
の
こ
と

l
 
l
 

'BEar
 

鼎

解
体
新
書
の
出
現
(
一
七
七
四
)
の
あ
と
半
世
紀
を
経
た
蘭
学
の
繍
熟
期
に
、
す
ぐ
れ
た
学
才
の
シ

l
ボ
ル
ト
を
長
崎
に
迎
え
た
の
は
日
本

の
医
学
界
に
と
り
実
に
あ
り
が
た
い
乙
と
で
あ
っ
た
。
数
多
く
の
日
本
人
が
長
崎
に
お
い
て
、
ま
た
シ

l
ボ
ル
ト
が
和
蘭
商
館
長
と
共
に
江
戸

参
府
の
旅
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
往
復
の
途
上
や
江
戸
に
お
い
て
直
接
に
彼
の
教
え
を
う
け
て
、
実
際
の
学
問
研
究
は
何
で
あ
る
か
を
知
つ

た。

彼
ら
の
大
部
分
は
全
く
心
酔
し
て
シ

l
ボ
ル
ト
の
学
説
を
聴
い
た
も
の
と
お
も
う
。

そ
の
中
で
水
戸
の
本
間
玄
調

(
一
八

O
四
|
七
二
〉
が
シ

1
ボ
ル
ト
の
行
な
う
医
術
に
つ
い
て
批
判
的
な
言
を
残
し
た
こ
と
も
今
日
で
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。
玄
調
は
文
政
十
年
(
一
八
二
七
)
七
月
一
自
に
長
崎
に
着
き
、
二
カ
月
ば
か
り
の
滞
在
で
九
月
上
旬
に
同
地
を
去
っ
た
。

そ
の
聞
に
ど
れ
だ
け
シ
|
ボ
ル
ト
の
教
え
を
直
接
に
・
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
も
通
詞
を
介
し
て
の
乙
と
と
お
も
う
。
呉
秀
三

の
「
シ

l
ボ
ル
ト
先
生
」
に
門
人
本
間
玄
調
の
略
伝
と
し
て
「
会
々
シ
|
ボ
ル

ト
先
生
が
我
邦
に
来
朝
せ
ら
れ
て
、
そ
の
名
高
く
江
戸
方
面
ま

で
聞
え
た
れ
ば
、
直
に
長
崎
に
赴
き
、
就
き
て
学
び
た
る
に
、
先
生
も
大
に
外
科
の
門
人
と
し
て
其
人
を
得
た
る
を
喜
び
て
、
自
分
知
る
限
り

の
乙
と
を
尽
く
伝
授
し
て
余
す
と
乙
ろ
な
か
り
し
と
云
ふ
」
と
あ
る
。
二
カ
月
の
長
崎
滞
在
で
果
し
て
そ
乙
ま
で
で
き
た
か
と
若
干
疑
問
を
も

つ
の
で
あ
る
。
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医
者
と
し
て
の
シ

l
ボ
ル
ト
に
対
す
る
玄
調
の
批
判
的
な
文
句
は
森
銑
三
氏
が
発
表
し
た
玄
調
の
手
紙
の
中
に
み
ら
れ
る
。
長
崎
よ
り
の
帰

途
、
文
政
十
年
十
月
十
自
に
京
都
か
ら
養
父
の
本
間
道
偉
に
あ
て
た
手
紙
で
は
、
シ
l
ボ
ル
ト
が
と
か
く
に
オ
グ
リ
カ
ン
ク
リ
を

よ
く
用

い

る
。
ま
た
カ
ロ
メ
ル
(
甘
示
)
を
何
病
に
も
用
い
る
。

「
梅
毒
は
も
ち
ろ
ん
、
天
刑
(
癒
か
〉
、
労
療
(
肺
結
核
〉
、
痕
疫
〈
急
性
の
悪
性
流
行
病

か
〉
な
ど
ま
で
も
、
カ
ロ
メ
ル
に
て
治
し
候
と
申
す
乙
と
に
御
座
候
」
と
、
そ
の
治
療
に
や
や
疑
問
を
も
つ
よ
う
な
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。

同
じ
く
十
一
月
十
九
日
付
の
手
紙
に
「
花
岡
の
切
断
を
当
分
医
の
第
一
と
見
受
け
申
候
、
シ
イ
ボ
ル
ト
も
異
国
の
人
と
申
の
み
に
て
初
学
の

様
に
被
存
候
」
と
あ
っ
て
、
シ
l
ボ
ル
ト
が
オ
ク
リ
カ
ン
ク
リ
を
よ
く
用
い
る
が
格
別
の
効
も
な
い
。
甘
Z

水
を
諸
病
に
用
い
る
が
、

「
乙
れ
又

牛
の
乳
と
同
意
に
て
何
に
も
効
の
あ
る
と
申
候
に
も
之
な
く
候
、
脚
気
な
ど
に
用
候
も
:
:
:
仲
景
方
の
上
に
出
候
乙
と
難
く
之
あ
り
候
:
:
:
」

と
あ
り
、
明
ら
か
に
懐
疑
的
で
あ
る
。
も
っ
と
も
甘
求
と
牛
乳
を
同
意
と
す
る
の
は
今
か
ら
み
る
と
甚
だ
危
険
で
あ
る
。

ま
た
玄
調
が
帰
郷
後
の
文
政
十
一
年
八
月
十
五
日
に
小
宮
山
楓
軒
に
あ
て
奮
い
た
手
紙
に
も
「
天
下
第
一
の
英
物
と
申
候
は
華
岡
一
人
か
と

奉
存
候
、
活
物
窮
理
之
一
匂
を
以
て
口
実
と
な
し
法
方
手
術
実
地
経
験
候
事
に
候
:
:
:
」
、
つ
い
で
長
崎
で
の
見
聞
を
述
べ
て
「
治
術
の
事
は
揃

医
シ

l
ボ
ル
ト
と
申
者
罷
在
候
、
頗
る
奇
妙
な
る
事
も
有
之
候
へ
共
、
華
岡
の
上
に
出
候
人
物
と
は
存
不
申
候
:
:
:
」
と
あ
る
。
当
時
六
十
七

才
の
華
岡
青
洲
が
玄
調
に
は
ひ
ど
く
偉
い
人
物
と
み
え
た
の
も
尤
も
で
あ
り
、
三
十
一
才
の
シ

l
ボ
ル
ト
は
玄
調
よ
り
歳
が
少
し
上
だ
と
し
て

も
奇
妙
な
術
を
行
な
う
が
、
あ
ま
り
偉
い
医
者
と
は
思
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
加
え
て
言
葉
も
通
じ
な
い
。

文
政
六
年
か
ら
四
年
間
シ

l
ボ
ル
ト
に
師
事
し
た
乙
と
に
注
目
し
、
ま
た
後
述
す
る
私
の
生
家
(
大
分
県
杵
築
市
〉
の
襖
の
下
張
り
か
ら
で
た

イ

ボ

ル

ト

「
失
伊
勃
児
杜
」
巻
之
上
と
下
が
「
賀
来
佐
之
輯
」
と
あ
る
乙
と
、
両
者
の
内
容
に
類
似
点
を
み
る
の
で
、
山
崎
文
庫
本
の
「
シ

l
ボ
ル

ト
験
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順
天
堂
大
学
の
所
蔵
「
失
勃
児
杜
験
方
験
」
(
山
崎
文
庫

Z

。・E
B〉

* 

* 

を
調
べ
て
み
た
。

一
ペ
ー
ジ
十
二
行
の
罫
の
あ
る
和
紙
四
十
二
枚
を

綴
じ
た
も
の
で
、
筆
者
が
だ
れ
な
の
か
不
明
だ
が
、
最
初
に
「
和
蘭
紀
元
千
八
百
二
十
三
年
よ
り
二
十
七
年
ま
で
、
本
邦
文
政
六
年
よ
り
十
年

ま
で
に
当
る
」
と
記
さ
れ
て
あ
り
、
豊
前
字
佐
郡
生
れ
の
賀
来
佐

一
郎
(
一
八

0
0
1
五
七
、
名
は
佐
之
、
字
を
公
輔
と
い
う
〉
が
ち
ょ
う
ど



方
録
」
も
或
い
は
賀
来
佐
之
の
作
か
或
い
は
そ
れ
を
基
に
す
る
も
の
で
な
い
か
と
お
も
う
。
乙
れ
に
は
確
か
に
オ
ク
リ
カ
ン
ク
リ
(
ま
た
は
噺

セ
キ

姑
石
〉
と
甘
一
双
(
ま
た
は
カ
ロ
メ
ル
)
が
か
な
り
多
く
み
ら
れ
る
。

例
え
ば
「
窪
筆
自
ニ
酸
液
及
粘
液
-来
者
吐
根
五
グ
レ
ン
、
ヵ
ロ
メ
ル
十
グ
レ
ン
、
阿
片
ニ
グ
レ
ン
、
ラ
ッ

コ
石
二
十
グ
レ
ン
、
ソ
イ
ク
ル

チ

テ

シ

ト

(
砂
糖
の
乙
と
)
右
分
為
二
十
二
貼
二
日
三
貼
。
又
の
方
カ

ロ
メ
ル

二
十
グ
レ
ン
、
吐
根
十
グ
レ
ン
、
阿
片
三
グ
レ
ン
、
ラ
ッ
コ
石
三
銭
、
竜

脳
六
グ
レ
ン
、
沙
糖
一
オ
ン
ス
」

ま
た
「
治
二
腹
水
-
-
フ
ッ
コ
石
二
銭
、
チ
キ
タ
l
リ
ス
八
グ
レ
ン
、
酒
石
酸
液
三
分
、
右
八
分

一
日
三
度
或
は
四
度
」

ま
た
「
梅
毒
背
府
胸
上
膿
務
限
目
障
弱
、
カ
ロ
メ
ル
三
分
三
リ
、
ヲ
ク
リ
カ
ン
キ
リ
一
銭
、
阿
片
二
グ
レ
ン
、
右
二
十
貼
に
分
ち
日
に
三
貼

を
服
す
。
水
銀
管
を
貼
す
」
と
あ
る
。

わ
が
家
の
襖
の
中
か
ら
で
た
賀
来
佐
之
輯
の
「
シ
イ
ボ
ル
ト
」
で
は
右
の
最
後
の
分
に
当
る
の
が

「一

、
僧
久
年
梅
毒
背
痛
胸
上
生
二
膿
蕩
一
眼
目
障
弱
者

甘
求
十
二
グ
レ
ン

ラ
ッ
コ
石
一
銭
、
阿
夫
容
(
阿
片
の
と
と
〉
ニ
グ
レ
ン

糖
四
銭

右
四
味
研
均
分
為
ニ
二
十
貼
-日
服
二
三
貼
一
外
用
水
銀
背
」

と
あ
る
。

ま
た
「
治
二
脚
気
衝
心
端
急
息
迫
-者

ラ
ッ
コ
石

一
ド
ラ
ク
マ
、
硝
石
五
分
、

銀
朱
三
分

右
三
味
研
均
分
為
ニ
十
二
貼
一毎
半
時
以
一一沙
羅

政
自
然
汁
一服
二
貼
こ
と
あ
る
。
乙
れ
に
似
た
処
方
が
本
間
玄
調
の
十
月
十
日
付
京
都
で
奮
い
た
手
紙
に
次
の
ご
と
く
み
ら
れ
る
。

硝
石
五
分
、
朱
砂
五
分
、
右
三
味
為
-
融
末

「シ
イ
ボ
ル
ト
治
脚
気
腫
満
呼
吸
促
迫
に
利
不
利
欲
衝
心
者
方
オ
グ
リ
カ
ン
キ
リ
一
銭
、

チ

テ

シ

ト

テ

分
為
ニ
四
貼
-従
二
其
軽
重
-、

一
日
一
貼
或
二
貼
以
ニ
曲
線
藤
ハ
大
根
か
)
汁
-
送
下
、
乙
の
方
頗
る
妙
方
に
御
座
候
ゆ
え
申
上
候」

服
用
の
仕
方
に

迷
い
が
あ
る
が
、
よ
く
似
た
処
方
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

シ
l
ボ
ル
ト
が
し
ば
し
ば
オ
グ
リ
カ
ン
ク
リ

0
2
ロ
ロ白
ロ
ロ
ユ
す
な
わ
ち
ラ
ッ
コ
セ
キ
ハ
咽
姑
石
〉
を
治
療
に
用
い
た
と
と
は
確
か
で
あ
る
。

そ
乙
で
少
し
調
べ
て
み
る
と
、
大
槻
玄
沢
の
「
蘭
説
弁
惑
」
巻
之
上
に
「
お
く
り
か
ん
き
り
」
の
説
明
と
し
て
「
乙
れ
は
此
邦
に
で
も
津
軽
松

オ
ク
リ
と
は
自
の
事
な
り
、
カ
ン
キ
リ
は
カ
ン
ケ
ル
と
い
ふ
間
違
に

前
の
地
に
産
す
る
サ
リ
ガ
ニ
と
い
ふ
者
の
腹
の
中
に
出
来
る
癖
石
な
り
、
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て
蝦
の
事
な
り
。
目
と
い
ひ
し
は
形
の
似
た
る
よ
り
名
つ
け
た
る
な
り
、
主
治
功
能
は
闘
腕
摘
芳
の
中
に
詳
か
に
せ
り
」
と
あ
り
、
ザ
リ
ガ
ニ

の
図
が
二
つ
付
い
て
い
る
。

ま
た
寺
島
良
安
の
和
漢
三
才
図
会
巻
之
五
十
一
に
「
於
久
里
加
牟
木
里
」
鯨
姑
(
シ
ャ

コ、

シ
ャ
ク
ナ
ケ
、
青
竜
鰻
〉
頭
中
之
小
石
、
鋭

(
イ
シ
モ
チ
、
石
首
魚
〉
頭
の
石
の
如
き
乎
、
能
く
五
淋
を
治
し
小
便
を
通
ず
、
蛮
人
の
秘
薬
な
り
、
然
れ
ど
も
未
だ
石
有
る
者
を
見
ず
」
と

あ
る
。
良
安
自
ら
は
ま
だ
シ
ャ

コ
の
頭
で
石
を
み
た
こ
と
が
な
い
の
意
で
あ
ろ
う
。
和
漢
三
才
図
会
は
正
徳
二
年
(
一
七
一
二
)
の
作
と
さ
れ

て
い
る
か
ら
、
オ
グ
リ
カ
ン
ク
リ
の
日
本
渡
来
は
よ
ほ
ど
古
く
て
、
南
蛮
時
代
か
と
も
お
も
わ
れ
る
。

ホ
ヴ
ォ
ル
カ
と
ク
ロ
ン
フ
ェ
ル
ド
共
著
の
比
較
民
間
薬
O
∞
E
円
〈
。
口
出
。
〈。
『
E
C
-
〉円目
。
民
穴
円
。
ロ向
。
]門同
一
〈
2
E2
n
y
g門同巾〈
。
-
5
5
0
1

円四
FNE
C
CC∞
)
の
巻
一
を
み
る
と
、
「カ

ニ
の
目
」

間
目
的
σ白
ロ
ぬ巾
ロ
は
ザ
リ
ガ
ニ
〉
え
白
n
E
コロ

iz--mの
胃
の
側
壁
に
あ
る
石
灰
塊

同
色
wl

FS
ロ
W
5
5
0ロ件
。
で
石
灰
塩
を
貯
蔵
し
て
カ

ニ
の
脱
皮
の
さ
い
そ
れ
が
用
い
ら
れ
る
。

効
を
指
摘
し
た
。
結
膜
嚢
に
入
っ
た
異
物
を
と
り
除
く
の
に
「
カ

ニ
の
目
」
を
用
い
る
。
バ
イ
エ
ル
ン
で
は
胸
や
け

ω
O仏
σ円巾ロロ
巾
ロ
に
そ
れ
を

内
服
す
る
。
ザ
リ
ガ

ニ
の
体
を
焼
い
た
灰
で
狂
犬
病
が
治
る
。
蜂
蜜
と
合
せ
る
と
手
足
の
ひ
び
、
し
も
や
け
、
癌
性
潰
蕩
が
治
る
。
生
ま
の
ま

ロ
!
?
時
代
の
デ
ィ
オ
ス
コ
リ
デ
ス
が
す
で
に
そ
の
薬

ま
磨
り
つ
ぶ
し
て
羊
の
乳
と
合
せ
る
と
へ
ビ
、
ク
モ
、
サ
ソ
リ
に
噛
ま
れ
た
と
き
に
効
く
、
海
の
カ
ニ
の
ほ
う
が
効
き
め
が
少
な
い
等
と
あ
る
。

バ
イ
エ
ル
ン
は
ド
イ
ツ
の
南
部
で
あ
り
、
シ
l
ボ
ル
ト
が
生
れ
て
育
ち
大
学
生
活
ま
で
卒
え
た
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
グ
は
そ
れ
に
接
す
る
土
地
で
あ

り
、
民
間
薬
オ
ク
リ
カ
ン
ク
リ
が
そ
の
辺
り
で
は
幅
を
き
か
せ
て
い
た
と
推
察
で
き
る
。
日
本
で
も
北
海
道
や
東
北
の
一
部
で
は
ザ
リ
ガ

ニ
の

体
を
磨
り
つ
ぶ
し
て
ウ
ル
シ
か
ぶ
れ
な
ど
の
治
療
に
用
い
る
と
聞
い
た
。

*

*
 

次
に
山
崎
文
庫
本
の

Z
0
・自
主

「
支
母
繭
篤
察
病
法
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。

* 

乙
れ
は
筆
者
名
を
欠
き
、
本
当
に
シ

i
ボ
ル
ト
の
察
病
法
を
伝

え
る
も
の
か
確
実
で
な
い
が
注
目
に
値
い
す
る
。
表
裏
各
十
行
の
縦
の
罫
と
知
生
堂
蔵
の
印
刷
を
も
っ
和
紙
九
枚
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。

二
性

・
三
質

・
四
宗

・
五
見

・
六
池

・
七
澗

・
八
脈
の
七
章
に
分
れ
て
い
て
、
ま
ず
二
位
で
は
ス
テ

ニ
セ
ハ
実
V

、
ア
ス
テ

ニ
セ
ハ
虚
)
の
二
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つ
が
論
ぜ
ら
れ
る
。

乙
の
分
け
方
は
ブ
ラ
ウ
ン

H
o
rロ
回

5
4
5
〈口
8
1∞∞〉

の
学
説
に
基
く
と

ロ
イ
エ
ン
ダ
イ
ク
・
エ
ル
ス
ホ
ウ
ト
博
士
か

ら
教
え
ら
れ
た
。

「
皆
コ
ノ
四
宗
ヲ
患
者

ニ
区
別
ス
ル
ヲ
西
洋
医
学
館
ノ
第

一
ノ
教
ト
ス

ル
所
ノ
常
用
ナ
リ
、
故
-
一

是
ヲ
諸
書

-一不
言
ナ
リ
、
此
四
宗
ヲ
心
中

ニ
蔵
メ
テ
蘭
書
ヲ
見
ル

ト
キ
ハ
自
ラ
解
ス
ル
所
多
シ
、
知
サ
ル
者
ハ
蘭
書

四
宗
は
倣
街
病

・
神
経
症

・
腸
胃
病

・
皮
表
病
の
四
つ
で
あ
っ
て
、

ヲ
解
シ
テ
処
ヲ
得
サ
ル

ナ
リ
」
と
あ
る
。

五
見
は
顔
面

・
眼
中

・
口
舌

・
皮
肉

・
起
居
の
五
つ

、
六
池
は
大
小
便

・
吐
疲

・
発
汗

・
出
血

・
咳
血

・
膿
誼
の
六
つ
で
あ
る
。

八
脈
は
強

・
弱

・
大
・
小

・
遅

・
数

・
渋

・
厭
の
八
つ
で
あ
る
。

「
脈
ハ
一
分
時

ニ
(
ミ
ニ

ュ
l
ト
半
時
ノ
六
十
分
ノ
一
ナ
リ
〉
六
七
十
度

ノ
間
ヲ
常
脈
ト
ス
、
人
々
少
シ
ク
異
ナ
リ
、
:
:
:
遅
数
以
テ
例
シ
、
寒
熱
ヲ
計
リ
、
血
液
ノ
粘
躍
ト
稀
淡
ト
ヲ
計
リ
、

西
洋

ニ
テ
ハ
一
患
者
毎

ニ
時
計
ヲ
以
テ
是
ヲ
計
リ
、
熱
病

ニ
於
テ
尤
肝
要
ナ
リ
:
:
:
」
と
あ
る
。

打
診
と
聴
診
に
つ
い
て
何
も
書
い
て
な
い
の
は
そ
の
時
代
の
ド
イ
ツ
医
学
で
は
当
然
と
い
え
る
。

* 

* 

* 

少
数
の
文
献
を
み
た
だ
け
で
結
論
を
い
う
わ
け
に
ゆ
か
な
い
が
、
医
者
と
し
て
の
シ

l
ボ
ル
ト
は
眼
科
、
外
科
、
産
科
な
ど
で
わ
り
あ
い
多

く
日
本
人
を
啓
蒙
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
内
科
で
は
理
論
は
教
え
て
も
実
地
の
治
療
面
で
ど
れ
だ
け
効
果
を
あ
げ
得
た
か
疑
わ
し
い
。
後
に
蕩
科

秘
録
、
内
科
秘
録
な
ど
の
良
書
を
著
し
た
漢
蘭
折
衷
派
の
本
間
玄
調
が
わ
ず
か
二
カ
月
の
長
崎
滞
在
で
シ

l
ボ
ル

ト
の
治
療
法
に
疑
問
を
も
っ

た
の
も
当
然
と
い
え
る
。
し
か
し
そ
れ
は
シ

l
ボ
ル
ト
個
人
の
責
任
で
は
な
い
。
当
時
の
ド
イ
ツ
医
学
の
水
準
を
示
す
の
で
あ
る
。

私
が
医
史
学
者
と
し
て
特
に
敬
服
す
る
ア
ッ
カ

l
ク
、
不
ヒ
ト
教
授
開
門
考
古

田
・
〉
n
K
2
wロ
R
Z
が
著
書
同
日
誌
の
g
nE
n宮
内
門
H
R
E
o
-

eN百
C
8
3
の
中
で
述
べ
て
い
る
文
を
こ
と
に
引
用
す
る
。

「
ド
イ
ツ
で
は
十
九
世
紀
前
半
の
臨
床
医
学
の
水
準
は
低
か

っ
た
。
乙
の
世
紀

の
初
め
二
、
三
十
年
は

ロ
マ
ン
チ

ッ
ク
な
自
然
哲
学

円

O
B白
E
2
n
yo
Z白
Z
円
。

E-o印
O
U
E白

の
魔
法
の
下
に
あ
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン

ス
の
方
が
ず
っ
と
進
ん
で
い
た
。
ド
イ
ツ
の
医
者
は
生
命
や
病
気
の
本
態
に
つ
い
て
想
像
を
違
く
し
、
極
の
観
念

司
o
-
R
Z
E
や
パ
ラ
ケ
ル
ズ
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流
の
大
宇
宙
、

小
字
宙
の
類
似
対
比
に
思
い
を
め
ぐ
ら
し
て
い
た
」
。

と
れ
で
は
古
医
方
の
先
試
実
験
主
義
で
鍛
わ
れ
た
日
本
人
の
医
者
た
ち

に
劣
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
ア

ッ
カ

l
ク
ネ
ヒ
ト
教
授
は
シ
ェ

l
ン
ラ
イ
ン
』
o
y白
ロ
ロ
ド
ロ
ロ
曲
目

ω
n
y
o己
包
ロ
ハ口
E
1
5
ω
3
が
ド
イ
ツ
で
初
め
て
科
学
的
な
臨
床

て

円ぬロ

ω
N
H
)
2
-
s
m
mア
』

o
gロ
ロ
匂
ユ
旦
ユ
n
y
冨
m
n
z
-

医
学
を
や
り
、
し
か
も
母
国
語
で
教
え
た
。
し
か
し
そ
の
時
代
で
も
生
物
学
と
外
科
は
比
較
的
よ
か
っ
た
と
し
て
、
す
ぐ
れ
た
生
物
学
者
と
し

し
て

Fgmoロ
σ巾
n
w
(凹

ggcw
〈
O
口
当
三
宮
ア
皆

5
5
3
2・
。
円
印
巾
内
向

(
由
。

E
O円
γ

の
二
人
を
あ
げ
、
す
ぐ
れ
た
外
科
学
者
(
眼
科
、
整
形
外
科
な
ど
を
ふ
く
む
)
と

巴
O
R
O
D
U
ω
n
y
の
名
を
あ
げ
て
い
る
。
シ

l
ボ
ル

ト

が
ヴ
ュ
ル

ツ
ブ
ル
グ
大
学
で
特
に

ロ
2
-
5
m
R
に
私
淑
し
て
、
そ
の
髪
の
毛
ま
で
持
っ
て
日
本
に
き
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

人
と
思
想

淵崎
明
鳴
輔

h
J

南
方
熊
楠
全
集
全
M
M
巻
''''''
別
巻
|

繍
蜜
間
関
矯
遼
・
論
考
補
遺

近
代
医
学
の
発
達

清
刊
行

F肋
元

従

れ

肝

細

以

暗

に

控

開

放

賎

勝

勢

勺
ず
、

tHっ
し
い
い
酌

編
H

飯
倉
照
平

逸
話
と
伝
説
に
彩
ら
れ
た
生
涯
。
巨

人
熊
楠
の
全
貌
を
、
桑
原
武
夫
、
稲
垣
足
穂
、
柳
田
国
男

ら
鈎
氏
の
評
論
、
追
想
記
等
で
描
く。

-1、2
0
0円

監
修
H
岩
村
忍
・
入
矢
義
高
・
岡
本
清
造

南
方
熊
楠
の
伝
記
資
料

と
し
て
重
要
な
上
松
務
宛
、
出
版
関
係
者
等
に
よ
せ
た
書
簡
類
、

ま
介
、
「
鳥
を
食
う
て
王
に
な
っ
た
話
」
他
の
論
考
0

・3、50
0円

-

F
 

一歩

t
一
似

一凡
一四

一氏
ド
・
一
帥
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第百
一本
号医
史
昭学
和維
四島
十 ・
九第
年ニ
三十
月巻

昭
和
四
十
八
年
十
二
月
二
十
一
日
受
付

46> 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

医
師
と
し
て
の
シ

l
ボ
ル
ト

画
家
の
眼
を
聞
い
た
シ

l
ボ
ル
ト

兼

重

護

私
は
も
と
も
と
シ

l
ボ
ル
ト
の
研
究
家
で
も
医
学
史
の
研
究
家
で
も
な
く
、
美
術
史
を
少
し
ば
か
り
研
究
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

た
ま
た
ま
幕
末
の
長
崎
の
画
家
川
原
慶
賀

〔
天
明
六
年
(
一
七
八
六
〉
J
万
延
元
年
(
一
八
六
五
)
以
後
〕
な
る
人
物
に
興
味
を
も

っ
た
と
と
か

ら
、
シ
l
ボ
ル
ト
に
関
り
を
も
っ
乙
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
慶
賀
は
、
通
称
登
与
助
と
い
い
、
シ
I
ボ
ル
ト
の
『
江
戸
参
府
紀
行
』
に
も
そ

私
が
慶
賀
に
興
味
を
も
っ
た
の
は
、
八
年
前
に
長
崎
に
参
り
ま
し
て
、

シ
l
ボ
ル
ト
の
あ
ら
ゆ
る
研
究
の
資
料
の
た
め
の
絵
を
描
い
た
人
物
で
す
。

一
枚
の
慶
賀
の
絵
を
見
た
時
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

乙
の
絵
は

『
蘭
人

の
名
が
し
ば
し
ば
出
て
き
ま
す
よ
う
に
、

絵
画
鑑
賞
図
』
(
図
1
〉
と
い
う
題
名
が
つ
い
て
い
る
一
種
の
戯
画
的
な
作
品
で
あ
り
ま
す
。
乙
の
図
を
見
ま
す
と
、
人
物
が
漫
画
的
に
誇
張
さ

れ
て
お
り
、
特
に
そ
の
表
情
の
描
写
な
ど
非
常
に
面
白
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
陰
影
を
つ
け
て
立
体
的
表
現
を
し
よ
う
と
い
う
意
図
も

う
か
が
わ
れ
ま
す
。
ど
承
知
の
よ
う
に
、
蘭
学
の
導
入
と
共
に
、
絵
画
の
面
で
も
西
洋
画
法
つ
ま
り
写
実
的
に
対
象
を
表
現
す
る
技
法
、
具
体

的
に
は
、
明
暗
法
、
遠
近
法
が
我
固
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
を
用
い
た
絵
画
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
い
わ
ゆ
る
洋
風
画
な
る

も
の
が
生
れ
て
き
た
わ
け
で
す
。
長
崎
も
そ
の
洋
風
画
の
一
つ
の
拠
点
と
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、

あ
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
洋
風
画
家
の

一
人
と
し
て
川
原
慶
賀
も

さ
て
、
と
の
『
蘭
人
絵
画
鑑
賞
図
』
に
は
、
実
は
、
原
画
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
を
写
し
た
も
の
な
の
で
す
。
と
の
原
画
は
、
フ
ラ
ン
ス
の



ピ
ー
し
た
の
で
は
な
く
、
独
自
の
着
彩
を
し
、

一
七
六
一

1
一
八
四
五
V

の
石
版
画
で
、
図
柄
は
等
し
い
の
で
す
が
、
慶
賀
の
作
品
は
、
単
に
そ
の
ま
ま
コ

の
び
の
び
と
描
い
て
い
る
と
ζ

ろ
に
、
慶
賀
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

画
家
ボ
ア
リ
i

〈円、・
F
・回

0
5》コ

(
渡
辺
、
石
崎
、
荒
木
、
広
渡
〉
を
主
流
と
す
れ
ば
、
そ
と
か
ら
は
ず
れ
た
、

慶
賀
は
、
当
時
の
長
崎
画
塩
に
あ
っ
て
、
実
力
は
か
な
り
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
御
用
絵
師
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
唐
給
自
利
四
家

い
わ
ゆ
る
町
絵
師
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
ど
う

い
う
経
緯
か
ら
か
、
す
で
に
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
ド
ゥ

1
フ
(
一
八

O
三
年
よ
り
商
館
長
)
の
時
代
か
ら
出
島
に
出
入
り
し
て
お
り
、
ド
ゥ

1
フ

の
肖
像
、
あ
る
い
は
次
の
商
館
長
ブ
ロ
ム
ホ
フ
の
家
族
図
な
ど
も
拙
い
て
い
ま
す
。

慶
賀
が
シ

l
ボ
ル
ト
お
つ
き
の
絵
師
に
な
っ
た
乙
と
は
ど
承
知
の
と
う
り
で
す
が
、

こ
れ
は
お
そ
ら
く
ブ
ロ
ム
ホ
フ
か
ら
の
推
薦
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
現
在
ラ
イ
デ
ン
の
民
族
学
博
物
館
に
慶
賀
の
作
品
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
つ
い
先
月
(
九
月
〉
の
は
じ
め

に
、
そ
れ
を
見
る
機
会
を
得
ま
し
て
見
て
参
り
ま
し
た
が
(
風
俗
図
、

七
十
点
、
鳥
の
図
、
五
十
四
点
、
動
物
図
、
十
八
点
、
魚
の
図
、

十
三
点
、
虫
の
図
、
百
種
類
、
植
物
図
、
三
百
四
十
種
、
折
本
と
し

て
、
社
寺
境
内
図
、
諸
道
具
図
、
大
名
行
列
図
、
人
聞
の
誕
生
か
ら

ラ
イ
デ
ン
民
族
学
博
物
館
学
芸
員
の
フ
ァ
ン

・

死
ま
で
各
一
巻
〉
、

図1

ヒ
ュ

l
リ
ッ
ク
ハ
巧

-m-
〈
自
の
巳
距
〉
氏
の
話
に
よ
る
と
、

プ
ロ

ム
ホ
フ
の
収
集
品
も
、
乙
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
と
の
乙
と
で
、
す

で
に
シ

1
ボ
ル
ト
来
朝
以
前
か
ら
、
慶
賀
は
ブ
ロ
ム
ホ
フ
の
委
嘱
に

よ
り
、
日
本
の
風
俗
な
ど
を
描
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
と

う
い
っ
た
ブ
ロ
ム
ホ
フ
と
の
関
係
か
ら
、
慶
賀
は
ど
く
自
然
に
シ

l

ボ
ル

ト
お
抱
え
の
絵
師
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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ζ

乙
で
私
が
問
題
に
し
た
い
の
は
、
シ
l
ボ
ル
ト
が
、
画
家
慶
賀
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
、
と
い
う
乙
と
で
あ
り
ま
す
。
シ

l
ボ

ル
ト
に
と
っ
て
鹿
賀
は
現
代
で
い
え
ば
単
な
る
写
真
機
代
り
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
。
そ
し
て
写
真
機
は
、
見
え
る
も
の
そ
の
ま
ま

を
写
し
と
る
、
と
い
う
ζ

と
が
第
一
の
機
能
で
あ
り
ま
す
。
鹿
賀
は
ま
さ
に
自
ら
の
限
と
手
に
よ
っ
て
、
そ
の
役
割
を
果
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
わ
け
で
す
。
美
術
史
的
な
観
点
か
ら
い
え
ば
、
写
実
と
い
う
問
題
に
つ
き
当
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。
そ
乙
で
、
写
実
と
い
う
点
に
お
い

シ
l
ボ
ル
ト
か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
の
か
、
も
ち
ろ
ん
、
シ
l
ボ
ル
ト
は
画
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

て
、

一
介
の
町
絵
師
慶
賀
が
、

で
、
絵
画
の
ス
タ
イ
ル
の
上
K
直
接
影
響
を
与
え
る
と
と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
画
家
自
身
の
対
象
の
見
方
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ζ

れ
か
ら
実
際
の
鹿
賀
作
品
に
よ
っ
て
、
シ
l
ボ
ル

ト
以
前
と
以
後
の
作
風
に
つ
い
て
比
較
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

(図
2
)
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
、
乙
れ
は
数
点
あ
る
わ
け
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
よ
う
な
構
図
で
描
か

ま
ず
『
ブ
ロ
ム
ホ
フ
家
族
図
』

れ
て
い
ま
す
。
乙
れ
(
図
2
)
は
神
戸
の
南
蛮
美
術
館
に
あ
る
も
の
で
す
が
、
部
分
的
に
は
ひ
だ
付
け
な
ど
の
影
が
つ
い
て
い
ま
す
け
れ
ど
も

顔
な
ど
は
線
が
中
心
で
、
あ
ま
り
立
体
的
な
表
現
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

一
見
、
浮
世
絵
風
で
、
主
題
は
西
洋
的
な
も
の
を
扱
っ
て
い
る
わ
け

で
す
が
、
ま
だ
、
い
わ
ゆ
る
西
洋
画
と
い
う
と
と
は
言
え
な
い
面
も
あ
り
ま
す
。

次
の
図
(
図
3
〉
は
、
ラ
イ
デ
ン
の
民
族
学
博
物
館
所
蔵
の
中
の
一
つ
な
の
で
す
が
、
構
図
的
に
非
常
に
面
白
い
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば

階
段
を
利
用
し
て
、
大
勢
の
人
物
の
長
い
行
列
を
一
つ
の
画
面
の
中
に
う
ま
く
収
め
て
い
る
。
と
の
図
は
、
あ
る
人
間
の
誕
生
か
ら
墓
場
に
入

る
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
を
当
時
の
風
俗
を
混
え
な
が
ら
描
い
た
、
人
間
の
一
生
と
で
も
い
う
べ
き
シ
リ
ー
ズ
の
一
つ
で
、
葬
式
の
行
列
を

描
い
た
も
の
で
す
。
乙
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
ラ
イ
デ
ン
民
族
学
博
物
館
の
整
理
署
号
で
は
、
ブ
ロ
ム
ホ
フ
収
集
と
い
う
と
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た

の
で
シ

l
ボ
ル
ト
以
前
の
作
品
と
い
う
ζ

と
が
い
え
ま
し
ょ
う
。
部
分
的
に
、
た
と
え
ば
僧
侶
の
衣
の
ひ
だ
な
ど
に
陰
影
法
が
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
表
現
は
線
が
主
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。
決
し
て
西
洋
画
的
な
、
と
い
う
印
象
は
受
け
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

乙
の
長
崎
の
お
く
ん
ち
の
場
面
を
表
わ
し
て
い
る
図
(
図
4
〉
も
ラ
イ
デ
ン
の
博
物
館
所
蔵
の
一
つ
で
す
。
乙
れ
に
し
ま
し
で
も
、
非
常
に

絵
画
的
に
作
り
す
ぎ
て
い
る
と
い
う
と
と
ろ
が
あ
る
、
そ
れ
が
面
白
い
と
ζ

ろ
な
の
で
す
が
、
絵
画
的
K
ア
レ
ン
ジ
し
て
し
ま

っ
て
い
る
と
ζ
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ろ
が
あ
る
。
多
く
の
顔
に
し
ま
し
で
も
、
ず
ら
っ
と
並
べ

て
し
ま
っ
て
、
お
く
ん
ち
全
体
の
雰
囲
気
は
よ
く
伝
え
て
い
る
の
で
す
が
、
い
わ
ゆ

る
莫
の
写
実
と
い
う
と
乙
ろ
か
ら
は
遠
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
見
て
い
た
だ
い
た
の
が
シ

l
ボ
ル

ト
以
前
の
も
の
で
あ
ろ
う
、
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
す
。

(図
5
)
は
、
現
在
長
崎
市
立
博
物

館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
『
唐
蘭
館
絵
巻
』
の
中
の
一
部
で
あ
り
ま
す
。

ζ

れ
は
、
は
っ
き
り
慶
賀
晩
年
の
作
品
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
蘭
館
内
部
の
調
理
室
を
描
い
た
も
の
で
す
が
、
室
内
の
壁
面
や
調
理
台
は
明
か
に
線
遠
近
法
を
用
い
よ
う
と
し
、
か
な
り
成
功
し
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
人
物
の
表
現
も
、
線
的
で
な
く
、
陰
影
に
よ
っ
て
立
体
的
に
表
現
さ
れ
、
さ
ら
に
細
か
い
と
乙
ろ
も
、
そ
の
ま
ま
写

じ
と
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
乙
と
か
ら
考
え
ま
す
と
、
シ
l
ボ
ル
ト
以
前
の
絵
画
は
、
絵
画
的
に
は
面
白
い
の
で
す
が
、
写
実
と
い
う
点
か
ら
み
る
と
、
装
飾
的

に
す
ぎ
る
、
作
り
す
ぎ
て
い
る
と
い
う
乙
と
、
浮
世
絵
的
な
感
じ
が
す
る
。
た
だ
全
体
の
雰
囲
気
は
よ
く
捉
え
て
い
る
、
特
に
風
俗
画
の
場
合

に
そ
う
い
う
乙
と
が
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

シ
I
ボ
ル

ト
以
後
の
も
の
で
は
、
遠
近
法
的
な
試
み
、
あ
る
い
は
明
暗
法
で
陰
影
が
強
く
な
っ
て
い
る
、
と
言
え
ま
す
。
シ
ー
ボ
ル
ト
以
前

と
以
後
で
、
絵
画
の
ス
タ
イ
ル
が
全
く
変
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
ま
で
は
言
え
な
い
に
し
て
も
、
よ
り
忠
実
な
写
実
に
向
っ
た
と
い
う
と
と
は
言

え
る
と
思
い
ま
す
。

も
う

一
っ
き
ヲ
え
る
ζ

と
は
、
絵
画
上
に
表
わ
れ
た
も
の
よ
り
も
、
画
家
慶
賀
の
作
画
態
度
と
い
う
も
の
に
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
乙
と
で
す
。
と
い
う
乙
と
は
、
彼
が
絵
を
描
く
と
い
う
仕
事
が
、
人
を
楽
し
ま
せ
る
と
か
、
室
内
を
飾
る
、
と
い
う
だ
け
で
な
く
て

も
っ
と
他
の
価
値
が
あ
る
、
つ
ま
り
慶
賀
自
身
が
、
絵
を
描
く
乙
と
は
学
問
と
閉
じ
価
値
が
あ
る
、
と
い
っ
た
信
念
を
シ
|
ボ
ル
ト
に
よ
っ
て

学
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

事
実
、
シ
ー
ボ
ル
ド
が
帰
っ
た
後
も
、
日
本
に
残

っ
た
シ

l
ボ
ル
ト
の
助
手
ビ
ユ
ペ
ケ
ル
を
通
し
て
魚
類
の
写

生
図
な
ど
、
異
常
な
情
熱
で
描
き
続
け
て
い
ま
す
。

ζ

う
い
っ
た
膨
大
な
量
の
細
密
写
生
を
続
け
る
こ
と
は
骨
の
折
れ
る
し
か
も
根
気
の
い
る

5() 



図 4

図5 料理部屋の図
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仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
支
え
る
何
か
が
な
け
れ
ば
な
か
な
か
で
き
る
乙
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
支
え
と
な
っ
た
の
が
、

ボ
ル
ト
の
学
聞
に
対
す
る
情
熱
、
態
度
で
あ
っ
た
と
思
う
の
で
す
。
鹿
賀
は
、
常
に
シ

l
ボ
ル
ト
の
身
近
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
見
、
学
問
の
大

切
さ
を
知
り
、
し
か
も
、
自
分
の
写
生
す
る
と
い
う
仕
事
も
、
そ
の
学
聞
に
寄
与
し
て
い
る
と
い
う
乙
と
を
自
覚
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

シ
ー
ボ
ル
ト
に
会
わ
な
け
れ
ば
、

一
介
の
町
絵
師
で
終
っ
た
で
あ
ろ
う
画
家
を
、
も
う
一
つ
別
の
世
界
に
般
を
聞
か
せ
た
、
と
い
う
点
で
、

乙
と
に
も
シ

l
ボ
ル
ト
の
単
に
病
を
癒
す
医
師
以
上
の
人
格
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
シ
l
ボ
ル
ト
が
、
芸
術
と
し
て
の

絵
画
、
も
っ
と
広
く
芸
術
一
般
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
理
解
を
し
て
い
た
の
か
、
つ
ま
り
芸
術
と
い
う
も
の
に
ど
れ
ほ
ど
の
興
味
を
も
っ
て

い
た
の
か
、
そ
の
と
と
の
追
求
が
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

シ
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日
本
医
史
学
雑
誌
・
第
二
十
巻

第
一
号

・
昭
和
四
十
九
年
三
月

昭
和
凪
十
八
年
十
二
月
十
二
日
受
付

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

医
師
と
し
て
の
シ

l
ポ
ル
ト

シ

ボ

ノレ

と

長

ナト|

田

中

助

私
は
シ

l
ボ
ル
ト
と
長
州
と
の
関
係
に
つ
き
ま
し
て
二
、
三
の
資
料
に
よ
っ
て
お
話
し
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
シ
|
ボ
ル
ト
が
名
医
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
程
、
緒
方
(
富
雄
)
先
生
お
よ
び
小
川
(
鼎
一
ニ
〉
先
生
か

ら
お
話
が
あ
り
ま
し
て
、
当
時
の
ド
イ
ツ
の
医
学
の
水
準
あ
る
い
は
シ
|
ボ
ル
ト
の
年
令
、
修
業
期
間
、
乙
う
い
う
ζ

と
か
ら
し
ま
し
て
、

れ
ほ
ど
の
大
J

家
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
と
い
う
、
私
も
同
感
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
シ
!
ボ
ル
ト
が
長
崎
に
ま
い
り
ま
し
て
間

シ
ー
ボ
ル

ト
が
非
常
な
名
医
で
あ
る
と
い
う
噂
が
各
地
に
拡
が
り
ま
し
た
。
私
の
今
お
り
ま
す
山
口
県
の
萩
市
は
長
州
藩
の
城
下
町

キ
キ
ヤ
タ

で
あ
り
ま
し
た
が
、
長
州
藩
は
九
州
の
諸
藩
と
同
じ
よ
う
に
、
長
崎
に
聞
役
と
い
う
一
つ
の
機
闘
を
設
け
る
特
例
が
あ
り
ま
し
て
、
沿
岸
を
防

も
な
く
、

備
す
る
関
係
上
、
落
と
し
て
は
大
藩
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
長
崎
と
常
に
往
き
来
が
あ
り
ま
し
て
、
情
報
も
早
く
キ
ャ

ッ
チ
し
て
い
た
わ
け
な
の

タ
サ
ヤ

乙
う
い
う
関
係
か
'
り
し
て
、
長
州
藩
の
御
用
商
人
で
あ
り
ま
し
た
熊
谷
五
右
衛
門
(
名
は
義
比
〉
と
い
う
人
は
、
シ
l
ボ
ル
ト

で
あ
り
ま
す
。

が
名
医
で
あ
る
と
い
う
噂
を
早
く
聞
き
知
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
乙
の
熊
谷
五
右
衛
門
は
シ

l
ボ
ル
ト
よ
り
年
が
一
つ
上
で
あ
り
ま
し
て
、

そ
う
い
う
ほ
ぽ
同
年
の
人
で
あ
り
ま
す
。
た
ま
た
ま
熊
谷
五
右
衛
門
が
足
や
膝
が
痛
い
と
い
う
乙
と
か
ら
、
長
崎
に
行
っ
て
シ
|
ボ
ル
ト
に
診

察
を
受
け
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

乙
れ
は
診
察
も
勿
論
目
的
で
あ
り
ま
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
大
き
い
商
売
を
し
て
お
り
ま
し
た
た

め
に
、
長
崎
の
実
状
を
見
る
と
い
う
乙
と
も
一
つ
の
目
的
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
が
、
兎

κ角
、
文
政
七
年
(
一
八 そ

53 



二
四
〉
十
一
月
頃
に
長
崎
で
シ

l
ボ
ル
ト
の
診
察
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
ま
ま
長
崎
に
し
ば
ら
く
い
ま
し
て
、
更
に
文
政
八
年

三
月
島
原
藩
領
の
小
浜
温
泉
に
湯
治
に
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
帰
り
に
ま
た
長
崎
K
寄
り
ま
し
て
、
シ
l
ボ
ル
ト

K
会
い
、
そ
の
年
の
六
月
十

一
日
シ

l
ボ
ル
ト
に
暇
乞
い
に
行
っ
て
お
り
ま
し
て
、
そ
の
時
記
念
に
貰
っ
て
帰
り
ま
し
た
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
が
今
日
も
熊
谷
家
に
残
っ
て
お
り

ま
す
。
五
右
衛
門
が
自
筆
で
箱
の
ふ
た
に
そ
の
と
と
を
古
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
間
進
い
な
く
シ

l
ボ
ル
ト
に
そ
の
時
会
っ
た
と
い
う
と
と
が

わ
か
り
ま
す
。

シ
l
ボ
ル
ト
が
長
崎
を
旅
行
で
留
守
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
時
に
は
シ

l
ボ
ル
ト
の
所
に
岡
山
か
ら
勉
学
に
来
て
お
り
ま

し
た
児
玉
順
蔵
が
長
崎
に
お
り
ま
し
た
。
乙
の
人
は
熊
谷
家
か
ら
学
資
の
補
助
を
受
け
て
お
り
ま
し
て
、
小
川
先
生
の
話
に
出
た
「
カ
ロ
メ

ル
」
と
か
「
オ
グ
リ
カ
ン
キ
リ
」
な
ど
の
処
方
を
出
し
て
お
り
ま
す
。
岡
研
介
も
と
う
い
う
処
方
を
出
し
て
お
り
ま
し
て
、
あ
の
当
時
乙
う
い

「シ

l
ボ
ル
ト
が
早
く
旅
行
か
ら
帰
っ
て
く
れ
ば
よ
い
が
」
と
い
う
と
と
を
児
玉
順
蔵
が
熊
谷
K
宛
て
た

う
真
似
を
し
た
も
の
と
み
え
ま
す
。

手
紙
の
な
か
で
書
い
て
お
り
ま
し
て
、
自
分
で
は
手
に
負
え
な
か
っ
た
の
か
、
先
生
の
帰
る
の
を
待
っ
て
お
り
ま
す
。

乙
う
い
う
ζ

と
K
な
り

ま
す
と
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
や
は
り
か
な
り
頼
り
に
さ
れ
た
医
者
で
あ
っ
た
と
い
う
と
と
が
解
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
も
の
が
あ
り
ま

し
て
、
や
は
り
シ

l
ボ
ル
ト
の
名
声
と
い
う
も
の
が
各
地
に
伝
っ
て
、
い
ろ
ん
な
人
が
シ

l
ボ
ル
ト
の
治
療
を
受
け
に
来
た
と
い
う
乙
と
が
わ

か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
先
ほ
ど
緒
方
先
生
の
お
話
に
あ
り
ま
し
た
論
文
の
な
か
に
「
ク
マ
ヤ
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
と
れ
は
実
は
一
角

野
長
英
の
代
筆
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
乙
れ
を
下
関
で
シ

l
ボ
ル
ト
に
渡
し
て
お
る
わ
け
で
す
。
そ
の
論
文
は
「
早
稲
播
種
法
」
と
「
藍
染
に
つ

い
て
」
と
い
う
こ
つ
で
あ
り
ま
し
て
、
乙
れ
は
昨
日
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
一回向
野
長
英
も
熊
谷
家
か
ら
学
資
の
補
助
を
受
け
て
お
り
ま
し
た
の

で
、
こ
れ
を
代
り
に
書
い
て
出
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
乙
の
よ
う
に
熊
谷
五
右
衛
門
も
医
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
今
そ
う
い
う
免
状

が
残
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
私
は
ま
だ
見
て
お
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
も
の
(
論
文
〉
ま
で
出
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
今
日
、
実
は
惜
し
い
こ
と
を
し
た
と
思
い
ま
す
の
は
、
シ
l
ボ
ル

ト
が
帰
り
ま
す
と
き
に
、
熊
谷
五
右
衛
門
に
今
ま
で
知
ら
れ

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
ピ
ア
ノ
を
潤
っ
て
い
る
と
い
う
と
と
と
、
そ
の
シ
!
ボ
ル
ト
が
亡
く
な
り
ま
し
て
、
七
年
ほ
ど
た
っ
た
明
治
七
年
に
、
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シ
l
ボ
ル

ト
の
息
子
が
シ

i
ボ
ル
ト
が
日
本
で
採
譜
し
て
帰
っ
て
お
り
ま
し
た
楽
譜
を
ウ
ィ
ー
ン
で
出
版
し
て
お
り
ま
す
。
乙
の
楽
譜
を
熊
谷

の
ピ
ア
ノ
で
演
奏
し
て
買
っ
た
録
音
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
乙
乙
で
聞
い
て
い
た
だ
く
と
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
う
っ
か
り
し
て
持
っ
て

参
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
変
残
念
な
乙
と
を
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
た
機
会
が
あ
っ
た
ら
い
つ
か
録
音
を
聞
い
て
い
た
だ
、
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
を
聞
き
ま
す
と
、
シ
l
ボ
ル
ト
は
お
そ
ら
く
文
政
時
代
に
長
崎
に
い
ま
し
た
と
き
か
、
あ
る
い
は
大
阪
の
方
に
旅
行
し
た
と
き

か
、
兎
に
角

「
カ
ッ
ポ
レ
」
を
採
録
し
て
お
り
ま
す
。
従
来

「
カ
ッ
ポ
レ
」
と
い
う
曲
は
、
天
保
頃
に
大
道
芸
人
が
流
行
さ
せ
た
と
い
う
乙
と

に
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
シ
l
ボ
ル
ト
が
乙
れ
を
第
一
回
目
の
時
に
採
録
し
て
帰

っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
な
ら
ば
、
少
く
と
も
文
政
時
代
K
、

天
保
時
代
よ
り
早
く
、
シ
l
ボ
ル
ト
が
書
い
て
い
た
と
い
う
乙
と
に
な
り
ま
し
て
、
音
楽
史
の
方
か
ら
も
大
変
面
白
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ζ

の
よ
う
に
熊
谷
五
右
衛
門
と
い
う
人
は
、
高
野
長
英
と
か
問
研
介
に
は
随
分
補
助
を
し
て
お
り
ま
し
て
、
ま
た
同
研
介
に
頼
ん
で
い
ろ
ん

な
闘
館
か
ら
で
る
も
の
を
沢
山
集
め
た
り
、
い
ろ
ん
な
も
の
を
手
に
入
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
自
分
が
使
用
す
る
だ
け
で
は
な
し
に
、
医
者

が
「
ジ
ギ
タ
リ
ス
」
が
い
る
と
か
、
酒
石
酸
が
い
る
と
い
う
時
に
は
快
よ
く
わ
け
で
お
り
ま
し
て
、
そ
う
い
う
資
料
が
あ
り
ま
し
て
、
随
分
い

ろ
ん
な
人
の
た
め
に
な
っ
た
人
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
が
熊
谷
五
右
衛
門
の
資
料
で
わ
か
り
ま
す
。

次
に
現
在
の
防
府
市
の
医
者
で
杉
山
宗
立
と
い
う
人
が
い
ま
し
て
、
こ
の
人
が
一
代
記
を
残
し
て
お
り
ま
す
。
今
か
ら
三
十
三
、
四
年

(2) 
前
に
私
は
そ
れ
を
詳
し
く
み
る
乙
と
が
で
き
ま
し
て
、
そ
れ
が

「
海
塩
の
製
法
」
の
論
文
を
出
し
た
人
で
あ
り
ま
す
が
、
筆
跡
は
明
ら
か
に
戸

塚
静
海
の
代
筆
と
い
う
乙
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
杉
山
宗
立
と
い
う
人
は
古
く
か
ら
あ
り
ま
す
三
田
尻
古
浜
の
塩
田
経
営
者
で
あ
り
ま
す
。

塩
田
の
な
か
で
生
れ
た
人
で
あ
り
ま
し
て
、
先
祖
が
医
者
を
し
て
い
た
関
係
も
あ
っ
て
医
者
に
な
っ
た
人
で
、
塩
田
は
自
分
の
庭
の
よ
う
な
も

の
で
、
非
常
に
よ
く
知
っ
て
い
た
わ
け
で
す
か
ら
、
お
そ
ら
く
原
稿
は
自
分
で
奮
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
戸
塚
静
海
に
頼
ん
で
オ
ラ
ン
ダ

文
に
直
し
て
も
ら
い
、
お
礼
を
し
て
出
し
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

カ

ガ

ヴ

乙
の
杉
山
宗
立
の
一
代
記
に
よ
り
ま
す
と
、
文
政
八
年
二
月
十
六
日
に
三
田
尻
を
発
ち
ま
し
て
、
す
ぐ
近
所
の
嘉
川
と
い
う
処
に
お
り
ま
し

プ
ン
キ
冒
ウ

た
井
本
文
恭
と
い
う
弟
子
を
つ
れ
て
、
長
崎
の
シ

l
ボ
ル

ト
の
講
義
の
見
学
に
行
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
二
月
二
十
四
日
に
長
崎
に
つ
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い
て
お
り
ま
し
て
、
約
二
ヶ
月
滞
留
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
杉
山
宗
立
も
井
本
文
恭
も
多
少
蘭
学
に
は
関
心
が
あ
っ
て
、
研
究
会
な
ど
を
や

オ
ラ
ン
ダ
語
は
わ
か
り
ま
せ
ん
か
ら
、
講
義
お
よ
び
診
療
の
と
き
に
は
岡
研
介
に
通
訳
を
頼
ん
で
お
り
ま
す
。
乙
れ
は
書

ピ
ラ
オ

い
て
残
し
て
お
り
ま
す
が
、
同
研
介
と
い
う
人
は
や
は
り
閉
じ
周
防
の
国
の
平
生
と
い
う
と
と
ろ
の
出
身
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
し
て
広
瀬
淡
窓

っ
て
お
り
ま
す
が
、

の
高
弟
で
あ
り
ま
す
。
非
常
に
よ
く
出
来
て
、
淡
窓
の
門
人
の
三
羽
鳥
に
入
る
天
才
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ζ

の
広
瀬
淡
窓
の
と
乙
ろ
に
、
杉
山

宗
立
の
兄
(
良
哉
、

儒
者
)

の
子
の
威
八
郎
と
い
う
人
で

の
ち
に
儒
者
に
な
っ

た
人
が
勉
強
に
行
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
宗
立
は
行
く

と
き
に
豊
後
の
日
田
の
広
瀬
淡
窓
の
塾
に
寄
っ

て
、
杉
山
威
八
郎
に
逢
い
、
ま
た
淡
窓
に
お
礼
を
い
っ
て
長
崎
に
行
く
の
で
あ
り
ま
し
て
、

う
い
う
関
係
か
ら
、
淡
窓
の
高
弟
で
あ
り
ま
し
た
同
研
介
と
も
お
そ
ら
く
杉
山
威
八
郎
か
ら
紹
介
し
て
貰
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
淡
窓
か
ら
紹

介
し
て
貰
っ
た
も
の
か
、
長
崎
に
行

っ
て
、
同
じ
郷
里
の
出
身
で
あ
り
ま
す
同
研
介
の
通
訳
に
よ
っ
て
シ

l
ボ
ル
ト
の
講
義
と
診
療
を
見
聞
し

て
帰
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
、

シ
ー
ボ
ル
ト
が
乳
癌
の
手
術
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
て
、

た
ま
た
ま
、

と
こ
ろ
が
、
杉
山
宗

立
は
そ
の
前
に
乳
癌
を
一
度
治
療
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
を
宗
立
の
一
代
記
で
読
み
ま
す
と
、

「シ
|
ボ
ル
ト
、
乳
癌
療
法
諸
国
書
生
数
多
の

内
、
余
と
岡
研
介
病
室
へ
入
る
。
婦
人
の
乳
癌
日
本
に
て
治
療
す
る
乙
と
を
聞
か
ず
。
紀
州
華
岡
瑞
軒
ハ
随
賢
〉
な
る
者
、
初
め
て
之
を
切
る
と

云
う
。
西
国
に
て
は
予
初
め
て
之
を
切
る
。
後
崎
陽
に
遊
ぶ
。
此
時
閲
医
シ

l
ボ
ル
ト
亦
之
を
切
る
。
日
本
諸
生
六
、
七
十
人
居
合
す
と
離
も

治
療
す
る
も
の
無
し
。
蘭
医
、
余
が
以
前
療
治
し
た
る
乙
と
を
聞
き
て
尋
問
す
。

乙
の
故
か
治
療
の
時
、
余
を
病
室
に
入
る
。
然
れ
ば
、
予
が

名
は
開
国
へ
も
達
す
べ
き
か
」
と
自
分
の
名
が
オ
ラ
ン
ダ
へ
も
問
え
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
う
と
と
を
書
い
て
残
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
時
、

杉
山
宗
立
は
五
十
才
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
三
年
前
の
文
政
五
年
の
春
、
杉
山
宗
立
は
初
め
て
乳
協
の
切
断
手
術
を
行

っ
て
お
り
ま
し
て
、
撃

岡
青
洲
の
手
術
は
そ
の
十
八
年
前
の
文
化
元
年
に
な
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
シ

l
ボ
ル
ト
が
乳
癌
の
手
術
を
す
る
と
い
う
の
に
、
た
ま
た
ま
杉

山
宗
立
が
三
年
前
に
経
験
が
あ
る
と
い
う
の
で
、
入
れ
た
と
い
う
と
と
を
書
い
て
お
り
ま
す
。

乙
の
よ
う
に
、
や
は
り
、
三
田
尻
は
交
通
の
要

い
ろ
い
ろ
な
人
が
往
復
に
寄
り
ま
す
の
で
、

地
で
、

シ
l
ボ
ル
ト
の
名
声
を
聞
い
て
長
崎
に
勉
強
に
行
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

(3) 

そ
れ
か
ら
、
江
戸
参
府
紀
行
で
下
関
の
記
事
で
は
文
政
九
年
正
月
十
六
日
(
一
八
二
六
年
二
月
二
十
六
日
)
に
シ
|
ボ
ル
ト
は
下
聞
に
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着
き
ま
し
て
、
二
十
四
日
ま
で
足
か
け
九
日
ほ
ど
下
聞
に
滞
在
し
て
お
り
ま
す
。
着
き
ま
し
て
三
日
自
の
正
月
十
九
日
の
早
朝
、
シ
l
ボ
ル

ト

の
門
人
や
そ
の
他
の
医
師
が
病
人
を
つ
れ
て
診
療
を
受
け
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
時
シ

l
ボ
ル

ト
が
泊
っ
て
お
り
ま
し
た
家
は
西
の
大
年

サ

ヨ

ウ

寄
の
佐
甲
甚
右
衛
門
の
家
で
し
て
、
そ
乙
へ
医
者
が
皆
難
し
い
患
者
を
つ
れ
て
出
か
け
て
行
っ
た
わ
け
で
す
。
シ
ー
ボ
ル
ト
は
医
者
と
対
診
し

ま
し
て
、

「
こ
の
と
き
は
こ
う
い
う
治
療
を
し
た
ら
良
い
」
と
教
示
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
江
戸
参
府
紀
行
に
シ

l
ボ
ル
ト
自
ら
奮
い

て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
正
月
十
九
日
の
午
後
に
は
、
佐
甲
家
と
東
の
大
年
寄
の
伊
藤
家
の
両
方
の
補
助
を
受
け
て
、
下
関
で
開
業

し
て
盛
大
に
は
や
り
ま
し
た
山
口
行
斎
と
い
う
人
が
お
り
ま
す
。
と
の
人
は
山
形
県
の
庄
内
出
身
の
人
で
あ
り
ま
し
て
、
長
崎
の
吉
雄
の
塾
に

勉
強
に
行
っ
て
お
り
ま
し
て
、
シ
1
ボ
ル

ト
の
来
る
前
に
、
自
分
の
固
に
帰
る
た
め
、
下
関
ま
で
来
た
と
き
に
、
伊
藤
と
か
佐
甲
と
か
い
う
人

達
が
「
無
理
に
遠
い
出
羽
ま
で
帰
ら
な
く
て
も
ζ

乙
で
開
業
し
た
ら
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
っ
て
援
助
し
ま
し
て
下
関
で
開
業
し
、
大
変
流

行
し
ま
し
た
。
運
悪
く
早
く
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
今
も
立
派
な
基
が
伊
藤
家
の
基
地
に
あ
っ
て
葬
っ
て
あ
り
ま
す
。

乙
の
よ
う
に
山
口
行
斎

が
乙
の
時
下
闘
に
お
り
ま
し
た
の
で
、
シ
l
ボ
ル
ト
は
行
斎
の
家
に
午
後
行
き
ま
し
て
、
鉱
物
標
本
な
ど
を
行
斎
が
蒐
集
し
て
お
り
ま
し
た
の

で
、
そ
れ
を
見
ま
し
た
。
そ
こ
に
も
ま
た
シ

l
ボ
ル
ト
の
友
人
や
病
人
が
待
っ
て
お
り
ま
し
て
、
そ
の
友
人
の
な
か
に
熊
谷
五
右
衛
門
が
い
ま

し
た
。
そ
の
前
日
に
は
兄
の
熊
谷
五
郎
左
衛
門
が
行
っ
て
お
り
ま
し
て
、
明
日
弟
の
来
る
乙
と
を
前
触
れ
し
て
お
い
て
、
そ
し
て
逢
っ
た
わ
け

で
す
。
そ
の
時
、
先
刻
の
論
文
を
渡
し
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
の
翌
日
に
は
長
門
の
園
、
周
防
の
国
よ
り
門
人
や
知
人
が
訪
ね
、
病
人
の
治

療
を
頼
み
、
ま
た
珍
ら
し
い
贈
物
を
し
て
お
り
ま
す
。

乙
の
時
、
門
人
と
会
う
の
は
前
か
ら
の
約
束
で
あ
り
ま
し
て
、
研
究
論
文
を
提
出
さ
せ

て
、
ド
ク
ト
ル
の
免
許
状
を
、
与
え
る
と
い
う
と
と
で
あ
り
ま
す
。

ζ

の
時
山
口
県
の
医
者
で
行
っ
た
も
の
が
、

カ
ワ
J

コ

ウ

ハ

タ

河
野
孝
伯
、
も
う
一
人
(
横
田
宗
碩
〉
で
す
。
そ
う
い
う
人
が
行
っ
て
論
文
を
出
し
ま
し
た
ζ

と
は
シ

l
ボ
ル
ト
の
メ
モ
(
大
久
保
利
謙
氏
の

杉
山
宗
立

・
井
本
文
恭

・

報
告
)
に
書
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
解
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
シ
!
ボ
ル
ト
の
手
記
に
よ
り
ま
す
と
、
患
者
を
診
察
し
、
ま
た
手
術
な
ど
施

し
ま
し
て
、
田
舎
の
人
々
が
大
い
に
驚
嘆
し
た
と
江
戸
参
府
紀
行
に
書
い
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
相
当
手
際
よ
く
、
派
手
に
や
っ
た
の
で
は
な
い

V
ウ
エ
ン

い
よ
い
よ
下
闘
を
去
る
と
い
う
日
に
長
府
藩
の
侍
医
、
お
そ
ら
く
松
岡
道
遠
か
と
思
い
ま
す
が
、
ζ

か
と
思
い
ま
す
。
正
月
二
十
二
日
の
晩
、
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れ
が
行
き
ま
し
て
、
シ
l
ボ
ル

ト
に
会
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
シ
l
ボ
ル

ト
が
そ
の
侍
医
に
数
種
の
新
薬
お
よ
び
「
薬
品
応
手
録
」
と
い
う
ポ

ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
、
乙
れ
は
珍
ら
し
い
本
で
、
先
年
大
阪
の
医
史
学
会
で
出
し
て
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
の
本
は
日
本
で

コ
ー
ヒ
ー
の
乙
と
を
書
き

ま
し
た
非
常
に
大
事
な
本
で
、

コ
ー
ヒ

ー
の
研
究
家
が
注
目
し
て
お
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
ζ

れ
を
渡
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
い
う
よ
う
に
シ

l
ボ
ル

ト
は
や
は
り
、
実
力
は
別
と
し
ま
し
て
、
対
外
的
に
は
当
時
、
非
常
な
名
医
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
わ
け
で
、
シ
l
ボ
ル
ト
は
彼
な
り
に
多
く
の
人
を
感
服
さ
せ
、
治
療
を
施
し
ま
し
て
感
謝
さ
れ
て
お

っ
た
と
い
う
ふ
う
に
私

は
結
論
い
た
し
ま
す
。

(
追
加
)
萩
の
熊
谷
家
に
「
文
政
八
酉
之
六
月
、
長
崎
出
立
前
進
物
勤
帳
、
井
幸
村
市
左
衛
門
持
参
物
知
」
と
表
紙
に
書
い
た
一
冊
の
大
福
帳
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
熊
谷
五
右
衛
門
が
長
崎
を
去
る
に
際
し
、
世
話
に
な
っ
た
人
達
に
贈
り
物
を
す
る
た
め
番
頭
の
幸
村
市
左
衛
門
に
萩
か
ら
持
っ
て
来
さ
せ
た
口
問

物
の
目
録
で
あ
り
、
シ
l
ボ
ル
ト
に
は
「
簸
組
硯
箱
壱
(
但
桐
箱
入
)
、
緋
縮
緬
壱
疋
(
但
代
銀
弐
百
五
拾
五
匁
)
、
硯
蓋
鷹
に
梅
の
蒔
絵
」
の
三
口
問
、
カ
ピ
タ

ン
に
は
「
越
後
縞
壱
反
(
代
六
十
五
匁
五
分
)
」
が
と
ど
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
乙
の
簸
細
工
は
藩
政
時
代
萩
の
名
度
品
で
あ
り
ま
し
た
。
通
詞
の
吉
雄
様
之
助

や
シ
1

ボ
ル
ト
の
門
人
間
研
介
、
湊
長
安
其
他
多
く
の
人
に
も
贈
っ
て
い
ま
す
。
即
ち
乙
の
記
録
に
よ
っ
て
岡
や
湊
が
当
時
長
崎
に
居
た
ζ

と
が
明
昨
慨
に
立

証
さ
れ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
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日
本
医
史
学
雑
誌

・
第
二
十
巻

第
一
号
・
昭
和
四
十
九
年
三
月

昭
和
四
十
八
年
十
二
月
十
二
日
受
付

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

医
師
と
し
て
の
シ

l
ボ
ル
ト

四

hv
。
し
か
し
文
政
十
年
の
互
の
は
じ
め
に
は
遠
く
長
崎
に
遊
ん
で
吉
雄
幸
裁
の
塾
に
入
り
、
西
洋
医
学
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
篤
学
の
青
年
医

59 

シ

ボ

ノレ

の

治

療

法

中

野

操

シ
l
ボ
ル
ト
は
一
七
九
六
年
ド
イ
ツ
の
ウ
ユ
ル
ツ
ブ
ル
グ
で
生
れ
、

一
八
二
三
年
(
文
政
六
年
)
の
互
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
附
医
官
と
し
て
長

崎
に
渡
来
し
た
。
そ
の
後
、
不
幸
な
事
件
で
日
本
追
放
と
な
る
ま
で
の
五
年
間
、
オ
ラ
ン
ダ
人
や
日
本
人
の
助
手
を
つ
か
い
、
非
常
な
熱
心
さ

で
日
本
を
科
学
的
に
研
究
し
、

一
方
ま
た
か
れ
の
名
声
を
き
い
て
、
長
崎
に
あ
つ
ま
っ
た
多
く
の
日
本
の
青
年
た
ち
に
、
西
洋
の
臨
床
医
学
の

実
際
を
紹
介
し
た
人
と
し
て
有
名
な
乙
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

と
乙
ろ
で
、
奈
良
県
の
天
理
大
学
図
書
館
に
『
メ
イ
ス
ト
ル

・
シ
|
ボ
ル
ト
直
伝
方
治
療
方
』
、
『シ
|
ボ
ル
ト
治
療
日
記』

と
い
う
こ
冊
の

筆
写
本
が
あ
る
。
文
政
十
年
ご
ろ
長
崎
に
遊
学
し
、
吉
雄
幸
識
の
青
嚢
堂
塾
に
入
っ
て
西
洋
医
学
を
学
ん
で
い
た
信
陽
月
都
の
宮
原
良
碩
と
い

う
医
師
が
、
幸
裁
の
と
乙
ろ
に
シ

l
ボ
ル
ト
が
巡
廻
し
て
き
で
い
ろ
い
ろ
の
病
人
に
対
し
治
療
や
手
術
を
実
施
し
た
の
を
直
接
見
学
し
て
筆
録

し
た
も
の
で
あ
り
、
シ
l
ボ
ル
ト
の
行
な
っ
た
治
療
と
か
手
術
の
模
様
を
具
体
的
に
述
べ
た
と
と
ろ
の
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
史
料
と
し
て
実
に
貴

重
な
文
献
で
あ
る
。

さ
て
筆
者
の
宮
原
良
碩
と
い
う
の
は
、
信
陽
月
都
の
宮
山
堂
主
人
と
あ
る
の
で
、
信
陽
す
な
わ
ち
信
州
(
長
野
県
)
で
、
月
都
は
月
に
関
係

が
あ
る
と
と
ろ
と
し
て
更
科
あ
た
り
で
あ
ろ
う
か
。
宮
山
堂
は
良
碩
の
医
院
の
称
呼
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
調
べ
た
が
詳
し
い
と
と
は
わ
か
ら
な



師
と
思
わ
れ
る
。

良
碩
が
筆
録
し
た
第
一
の
文
献
『
シ

l
ボ
ル
ト
直
伝
方
治
療
方
』
に
は
、
左
記
の
六
症
例
を
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
シ
|
ボ
ル
ト
が
施
し
た
治
療

法
、
手
術
様
式
、
後
処
置
、
投
薬
処
方
等
が
記
載
し
て
あ
る
。

1 

諸
熊
仙
輔

陰
嚢
水
腫

お
岩
〈
二
十
有
余
才
〉

喉
頭
部
腫
蕩

2 

西
浜
正
蔵

痔
躍

3 

西
浜
正
三
郎
(
六
十
有
余
才
〉

咽
喉
廃
嫡

4 

河
内
屋
九
郎
右
エ
門
(
五
十
有
余
才
〉

咽
喉
癌

5 

野
口
律
兵
衛
(
十
二
才
)

頭
部
腫
蕩

6 
第
二
の
文
献
『
シ

l
ボ
ル
ト
治
療
日
記
』
は
、
前
記
第
六
例
の
頭
部
腫
湯
に
関
す
る
も
の
で
、
腫
蕩
の
性
状
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
腫
場
全
摘
出

の
手
術
式
、
手
術
後
の
経
過
、
処
置
等
見
聞
し
た
ま
ま
を
忠
実
に
記
述
し
て
い
る
。

乙
の
二
点
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
昭
和
十
三
年
に
大
鳥
蘭

三
郎
博
士
も
簡
単
に
報
告
さ
れ
た
乙
と
が
あ
る
が
(
『
シ

l
ボ
ル
ト
研
究
』
所
収
「
シ

l
ボ
ル
ト
と
日
本
に
お
け
る
西
洋
医
学
」
)
、
J
U
+
6
1
h
‘4
 

マt
庁
}
p
b・
マ
t
n
ι
J
1

り
に
調
べ
た
と
乙
ろ
を
述
べ
て
責
を
果
た
し
た
い
と
お
も
う
。

腫
療
は
「
頭
上
右
ノ
耳
ノ
上
少
シ
後
エ
下
ガ
リ
脂
肪
癌
ア
リ
。
大
サ
ハ
根
ノ
マ
ワ
リ
九
寸
(
鯨
尺
〉
、
高
サ
一
寸
五
分
パ
カ
リ
」
と
、
か
な
り

大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
乙
れ
に
対
し
、
シ
l
ボ
ル
ト
は
ビ
ル
ゲ
ル
と
い
う
薬
剤
師
を
助
手
と
し
て
、
文
政
十
年
五
月
二
十
七
日
、
腫
・
錫
の

全
摘
出
手
術
を
実
施
し
た
。
手
術
開
始
の
皮
切
よ
り
、
腫
療
摘
出
、
十
針
皮
膚
縫
合
後
カ
ス
ガ
イ
官
を
貼
布
、
包
帯
を
施
し
て
手
術
を
終
る
ま

で
、
九
ツ
半
時
よ
り
八
ツ
時
に
及
ん
だ
。
す
な
わ
ち
午
後
一
時
開
始
、
二
時
に
終
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
無
麻
酔
で
あ
る
が
、
患
児
は

「
治
術
中
甚
元
気
ヨ
ク
、
能
ク
痛
ミ
テ
忍
ビ
敢
テ
叫
喚
セ
ズ
。
頗
口
口
武
士
ノ
心
意
、
満
座
之
レ
ヲ
感
嘆
称
賛
ス
。
術
後
笑
談
如
常
」
と
い
う

わ
け
で
、
さ
す
が
武
士
の
子
弟
で
そ
の
強
い
自
制
心
と
、
忍
耐
力
と
に
満
座
を
感
嘆
さ
せ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

6() 



術
後
、
清
涼
剤
と
し
て
硝
石
二
銭
(
ニ
ダ
ラ
ク
マ
)
を
一
ポ
ン
ド
の
水
で
煮
て
飲
服
せ
し
め
、
ま
た
暮
れ
六
つ
時
(
午
後
六
時
)
に
な
り
鋲

静
剤
と
し
て
ラ
ウ
ダ
l
ニ
ュ
ム
十
滴
を
白
湯
に
加
え
て
与
え
た
。

乙
の
手
術
を
見
学
し
た
シ
!
ボ
ル
ト
の
門
人
は
、
間
研
介
、
高
野
長
英
、
二
宮
敬
作
、
戸
塚
清
(
静
)
海
、
石
井
宗
謙
、
伊
東
救
庵
(
閏
舛
麹
〉
、

中
尾
玉
振
、
松
本
霊
徳
、
鈴
木
周
一
の
九
名
で
あ
る
。
こ
の
人
た
ち
が
述
日
連
夜
交
代
で
吉
雄
盤
に
泊
り
、
忠
児
の
容
態
を
診
察
し
、
か
れ
ら

の
手
に
お
え
な
い
病
状
に
つ
い
て
は
深
夜
と
い
え
ど
も
棒
島
町
の
幸
裁
塾
か
ら
数
百
メ
ー
ト

ル
は
な
れ
た
出
品
に
お
も
む
き
、
忠
児
の
状
態
を

シ
l
ボ
ル

ト
に
伝
え
て
も
ら
い
、
適
切
な
処
置
や
処
方
を
教
え
て
も
ら
っ
て
塾
へ
帰
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

手
術
の
翌
日
(
五
月
二
十
八
日
)
。
前
夜
来
微
熱
を
発
し
軽
い
頭
痛
を
訴
え
る
が
元
気
は
よ
く
大
小
便
快
適
。
午
前
シ

l
ボ
ル

ト
に
容
駄
を
報

告
し
た
が
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
前
方
を
引
続
き
与
え
る
よ
う
に
命
じ
、
又
頭
痛
が
は
げ
し
け
れ
ば
脚
湯
法
を
施
と
せ
と
い
っ
た
。
午
後
に
な
り
熱

ま
す
ま
す
高
く
、
強
い
頭
痛
と
心
下
溶
闘
を
訴
え
、
二
更
(
夜
十
時
)
ご
ろ
に
は
一
時
人
事
不
省
の
状
を
呈
し
た
。

五
月
廿
九
日

病
状
さ
ら
に
険
悪
、
三
更
(
夜
半
0
時
)
ご
ろ
突
然
「
咳
牙
陸
限
、
四
肢
湾
杓
、
呼
吸
困
難
」
を
お
こ
す
。

メ
ン
タ
泊
に
ラ

ウ
ダ
l
ニ
ュ
ム
五
六
滴
加
え
た
も
の
を
与
え
よ
う
と
す
る
が
切
歯
し
て
い
る
の
で
牙
関
を
持
し
て
と
れ
を
与
え
た
。
ま
た
鼻
孔
か
ら
摘
砂
精
を

吸
入
せ
し
め
る
。
そ
の
う
ち
に
よ
う
や
く
喬
急
が
お
さ
ま
り
目
を
と
じ
て
餌
睡
す
る
ζ

と
ま
る
で
卒
中
風
の
よ
う
で
あ
る
。
刺
絡
の
た
め
に
腕

を
ト
イ

ル
ネ
ケ
ッ
ト
で
し
め
た
が
全
く
静
脈
が
う
か
な
い
。
夜
半
二
時
す
ぎ
問
研
介
ら
出
島
に
往
き
、
小
通
詞
中
山
作
三
郎
を
通
じ
て
容
態
悪

化
を
つ
げ
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
指
示
を
仰
ぐ
。
シ

l
ボ
ル

ト
の
処
方
は
「
ジ
ギ
タ
l
リ
ス
四
瓦
、

ン
を
加
え
、
茶
匙
二
度
内
服
。
処
置
と
し
て
は
、
両
附
に
発
泡
苛
貼
用
、
頭
部
の
冷
巷
法
、
水
蛭
の
使
用
。

病
状
相
か
わ
ら
ず
重
篤
、
早
朝
石
井
宗
謙
が
山
山
島
に
往
き
シ
|
ボ
ル
ト
の
指
示
を
仰
ぐ
。
処
方
は
ジ
ギ
タ
l
リ
ス
煎
汁
茶
匙
二

水
半
ポ
ン
ド
」
、

前
後
に
カ

ロ
メ
ル
一
ゲ
レ
イ

六
月
一
日

度
、
米
煎
汁
二
度
を
加
え
飲
ま
せ
る
。
頭
部
冷
寄
法
、
水
蛭
貼
用
を
く
り
返
し
、
涜
腸
と
搭
口
の
萄
葵
汁
洗
搬
を
指
示
。

乙
の
日
の
夜
十
時
ま
で
で
記
録
は
終
っ
て
い
る
。
し
か
し
奥
古
に

「
病
人
死
云
々
し
と
あ
る
の
で
、
ま
も
な
く
こ
の
少
年
が
死
の
転
帰
を
と

っ
允
乙
と
が
推
測
さ
れ
る
。
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上
記
資
料
に
よ
り
明
か
と
な
う
た
二
、
三
の
点
に
つ
き
述
べ
て
お
き
た
い
0

4
i
 

呉
秀
三
氏
は
、
シ
l
ボ
ル
ト
が
楢
林
、
吉
雄
両
塾
で
診
た
患
者
中
、
大
手
術
を
要
す
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
鳴
滝
学
舎
に
移
し
て
手
術

す
る
ζ

と
と
し
た
と
記
し
て
い
る
が
、

周
径
鯨
尺
九
寸
(
三
十
余
糎
〉
、

高
さ
一
寸
五
分
(
六
、
七
糎
〉
と
い
う
巨
大
な
頭
部
腫
癖
の
摘
出
手

術
の
よ
う
な
乙
と
を
吉
雄
塾
入
院
の
ま
ま
実
施
し
た
例
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

(2) 

患
者
の
容
態
が
悪
化
し
た
場
合
、
門
人
た
ち
が
昼
夜
を
と
わ
ず
様
島
町
の
吉
雄
塾
か
ら
出
島
ま
で
か
け
つ
け
、
通
詞
を
介
し
て
病
状
を

シ
l
ボ
ル
ト
に
告
げ
、
処
方
や
処
置
に
つ
き
教
え
を
・
つ
け
た
。
乙
れ
に
対
し
シ

l
ボ
ル
ト
は
深
夜
と
い
え
ど
も
臨
機
適
切
な
指
示
を
与
え
て
い

ひ
い
て
は
シ

l
ボ
ル
ト
の
医
師
と
し
て
の
良
心
と
か
責
任
感
、
ま
た
門

る。

ζ

れ
に
よ
り
師
弟
閣
の
交
情
ま
と
と
に
掬
す
べ
き
も
の
が
あ
り
、

人
た
ち
の
シ
|
ボ
ル
ト
に
対
す
る
敬
愛
信
服
の
念
の
深
さ
な
ど
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
手
術
後
急
速
K
容
態
の
悪
化
し
て
行
く
患

児
の
病
床
を
一
度
も
訪
れ
ず
、
彼
れ
自
身
の
目
で
病
変
の
性
状
を
し
っ
か
り
と
見
き
わ
め
て
、
よ
り
適
切
な
処
置
を
考
え
て
や
ら
な
か
っ
た
点

に
つ
い
て
は
、
か
れ
を
支
え
て
い
た
医
師
の
倫
理
の
未
熟
さ
を
露
呈
し
た
も
の
と
指
摘
し
た
い
。

ち
ょ
う
ど
一
ヶ
月
後
の
七
月
一
目
、
水
戸
の
本
間
玄
調
は
長
崎
に
着
き
、
さ
っ
そ
く
吉
雄
幸
載
製
に
入
門
し
て
い
る
。
そ
し
て
十
七
日
に
な

り
や
っ
と
シ

l
ボ
ル
ト
に
従
学
を
許
さ
れ
て
い
る
。

乙
れ
は
玄
調
に
同
行
し
た
限
科
の
本
間
玄
俊
の
手
紙
に
「
吉
雄
幸
載
え
入
門
の
儀
相
願
、

同
十
七
日
入
門
相
調
申
候
。
斯
以
勃
児
都
え
直
に
は
随
身
仕
候
様
に
は
相
成
兼
候
事
故
、
吉
雄
之
門
弟
と
名
目
を
称
し
斯
以
勃
児
都
へ
入
門
仕

候
様
に
相
成
申
候
」
と
あ
る
の
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ま
ず
吉
雄
幸
載
な
り
同
如
淵
な
り
の
塾
生
と
な
り
、
蘭
学
の
手
ほ
ど
き
を
う

け
た
り
、
い
ろ
い
ろ
の
下
準
備
を
し
た
り
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
シ
ー
ボ
ル
ト
門
に
入
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
乙
ろ
が
幸
載
塾
で
は
手
術

後
四
日
で
死
ん
だ
少
年
の
と
と
な
ど
ま
だ
日
も
浅
い
の
で
玄
調
の
耳
に
も
す
ぐ
入
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
や
が
て
シ

l
ボ
ル
ト
に
師
事
す
る
よ
う

に
な

っ
て
か
ら
も
、
な
に
し
ろ
既
に
華
岡
青
洲
の
と
こ
ろ
で
い
ろ
ん
な
手
術
を
見
学
し
て
き
た
あ
と
故
、
ど
う
し
て
も
青
洲
シ

l
ボ
ル
ト
の
両

者
を
比
較
し
批
判
的
に
見
る
乙
と
に
な
る
。

東
京
都
世
田
谷
区
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
の
『
小
宮
山
楓
軒
叢
書
』
を
先
年
閲
覧
し
た
が
、
そ
の
な
か
に
養
父
の
本
間
道
偉
に
西
遊
中
の
本
間
玄
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調
が
紀
州
平
山
村
や
長
崎
か
ら
書
き
お
く
つ
た
手
紙
や
玄
調
か
ら
楓
軒
に
お
く
つ
た
手
紙
な
ど
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
芳
野
金
陵
の
援
し

た
本
間
玄
調
墓
碑
銘
に
あ
る
よ
う
な
、
先
ず
シ

l
ボ
ル
ト
に
つ
き
次
い
で
青
洲
門
に
入
っ
た
と
す
る
の
は
ま
ち
が
い
で
、
青
洲
門
で
多
く
の
奇

病
大
患
を
見
学
し
た
上
で
シ

l
ボ
ル
ト
に
入
門
し
た
事
実
を
識
っ
た
。
そ
こ
へ
吉
雄
塾
へ
来
て
す
ぐ
、
シ
l
ボ
ル
ト
が
頭
部
腫
蕩
の
手
術
後
四

日
自
に
死
な
せ
た
こ
と
な
ど
玄
調
の
耳
に
入
っ
た
の
は
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
も
よ
く
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
「
花
岡
の
切
断
を
当
分
医
の
第
一
と

見
受
申
候
。
シ

l
ボ
ル
ト
も
異
国
の
人
と
申
の
み
に
て
初
学
の
様
に
被
存
候
」
と
道
偉
に
書
き
、
ま
た
「
天
下
第
一
の
英
物
と
申
候
は
華
岡
一

人
か
と
奉
存
候
(
中
略
〉
。
治
術
の
事
は
蘭
医
シ

l
ボ
ル
ト
と
申
者
罷
在
候
。
頗
奇
妙
な
る
事
も
有
之
候
へ
共
華
聞
の
上
に
出
候
人
物
と
は
存
不

申
候
」
と
楓
軒
に
書
き
お
く
つ
た
よ
う
な
印
象
を
特
に
強
く
感
じ
た
だ
ろ
う
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

種
痘
に
対
す
る
シ

l
ボ
ル
ト
の
貢
献
も
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
第
一
次
日
本
渡
来
の
と
き
、
長
崎
や
江
戸
で
牛
痘
接
種
を
実
施
し
た
が
、

不
幸
に
も
痘
苗
が
す
で
に
変
敗
し
て
い
て
不
成
功
に
お
わ
っ
た
。
し
か
し
か
れ
の
教
え
た
種
痘
の
知
識
と
種
痘
の
手
技
と
は
そ
の
門
人
た
ち
を

大
い
に
啓
発
し
た
。
ま
た
た
び
た
び
種
痘
書
を
と
り
よ
せ
て
門
人
に
与
え
た
。
日
高
涼
台
の
『
種
痘
新
書
』
、
美
馬
順
三
の
『
牛
痘
接
法
』
、
本

間
玄
調
の
『
種
痘
活
人
十
全
耕
』
な
ど
が
出
た
の
も
シ

1
ボ
ル
ト
の
お
か
げ
で
あ
る
。
か
れ
が
大
槻
玄
沢
に
与
え
た
オ
ラ
ン
ダ
種
痘
蓄
は
、
早

稲
田
大
学
図
書
館
に
現
存
す
る
。
嘉
永
二
年
(
一
八
四
九
)
、
モ
l
ニ
ッ
ケ
が
長
崎
で
牛
痘
接
種
に
成
功
す
る
や
、
愚
昧
な
人
情
や
漢
方
医
の
妨

日
本
の
各
地
に
遼
原
の
火
の
如
く
種
痘
法
が
拡
が
っ
て
行
っ
た
の
は
、
シ
l
ボ
ル
ト
の
ま
い
た
種
子
が
す
で
に
十

筈
な
ど
を
う
け
な
が
ら
も
、

分
発
芽
に
適
し
た
状
態
に
ま
で
進
歩
的
な
医
師
た
ち
の
間
で
阻
醸
さ
れ
て
来
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
ぬ
ζ

と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
と
お
も
う

の
で
あ
る
。
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日
本
医
史
学
健
誌

・
第
二
十
巻

第
一
号
・
昭
和
四
十
九
年
三
月

昭
和
四
十
八
年
十
二
月
十
二
目
受
付

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

医
師
と
し
て
の
シ

l
ボ
ル
ト

五

蘭
学
史
に

b
け
る
シ
!
ボ
ル
ト
の
役
割

沼

次

郎

田

乙
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
主
題
は
「
医
師
と
し
て
の
シ
1

ボ
ル
ト
」
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。
し
か
し
私
は
医
学
を
専
攻
し
た
者
で
は
な
い
の

で
、
医
師
と
し
て
の
シ

|
ボ
ル
ト
に
つ
い
て
は
本
来
述
べ
る
資
格
が
な
い
の
で
あ
る
が
、
医
学
研
究
を
主
と
し
た
蘭
学
の
発
達
の
歴
史
の
上
で

シ
ー
ボ
ル
ト
の
及
ぼ
し
た
影
響
と
い
う
観
点
か
ら
、
き
わ
め
て
概
括
的
な
乙
と
を
述
べ
て
み
た
い
。
と
言
っ
て
も
、
実
は
さ
き
ほ
ど
緒
方
博
士

が
そ
の
講
演
の
中
で
述
べ
ら
れ
た
ζ

と
と
多
分
に
重
複
す
る
倶
れ
も
あ
る
の
で
、
そ
の
点
は
あ
ら
か
じ
め
御
諒
承
を
願
い
た
い
の
で
あ
る
。

さ
て
シ

l
ボ
ル
ト
の
日
本
に
関
す
る
業
績
は
大
別
し
て
二
つ
の
方
面
に
分
け
て
考
え
る
と
と
が
で
き
る
。
第
一
に
圏
内
に
お
け
る
附
学
あ
る

い
は
医
学
の
研
究
教
育
上
に
お
け
る
そ
れ
で
あ
り
(
国
内
的
)
、
第
二
に
彼
自
身
の
日
本
研
究
及
び
日
本
紹
介
す
な
わ
ち
西
欧
に
お
け
る
日
本
学

研
究
史
上
の
業
績
で
あ
る
。

第
一
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
更
詳
説
を
要
し
な
い
と
思
う
し
、
と
く
に
今
日
も
他
の
講
師
の
方
々
か
ら
詳
し
い
御
報
告
が
あ
っ
た
上
に
、
時

聞
も
な
い
の
で
省
略
す
る
が
、
後
者
に
つ
い
て
少
し
く
付
け
加
え
る
乙
と
と
す
る
。
と
の
第
二
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
大
別
す
れ
ば
、

付

彼
自
身
の
多
数
の
研
究
業
績
、
と
く
に
代
表
的
な
「
ニ
ッ
ポ
ン
」
「
日
本
植
物
誌
」
「
日
本
動
物
誌
」
の
よ
う
な
論
著
。

(=) 

彼
が
日
本
か
斎
ら
し
帰
っ
た
膨
大
な
蒐
集
品
が
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
各
国
に
お
け
る
日
本
研
究
の
資
料
と
し
て
後
世
を
益
し
た
乙
と
。

の
二
方
面
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、
乙
の
両
方
面
を
通
じ
て
シ

l
ボ
ル
ト
の
役
割
は
非
常
に
大
き
く
、
そ
の
先
人
を
は
る
か
に
凌
ぐ
も
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の
が
あ
っ
た
と
と
は
い
う
迄
も
な
い
所
で
あ
る
。
と
く
に
付
に
つ
い
て
は
周
知
の
点
が
多
い
が
、
料
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
比
較
的
知
ら
れ
る

所
が
少
な
い
。
そ
れ
は
そ
の
数
量
が
膨
大
で
多
方
面
に
わ
た
る
た
め
に
そ
の
研
究
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
が
各
地
に
分
散
し
て
い
る

た
め
そ
の
調
査
が
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い
乙
と
、
の
た
め
で
あ
る
。
私
と
て
も
そ
の
点
で
は
全
く
同
じ
で
あ
る
が
、
若
干
の
情
報
を
記
し
て

お
く
。彼

が
日
本
で
蒐
集
し
た
種
々
の
資
料
は
、
単
に
文
献
資
料
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
絵
画

・
彫
刻

・
器
具
器
械

・
民
芸
品
類

・
芸
術
作
品
か
ら

動
植
物
標
本
や
人
類
学
的
資
料
等
々
、
き
わ
め
て
多
方
面
に
わ
た
り
、
ま
た
膨
大
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
数
ケ
所
に
分
散
し
て

い
る
が
、

そ
の
中
で
最
も
有
名
な
の
は
い
う
迄
も
な
く
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
デ
ン
に
あ
る
国
立
民
族
博
物
館

目
安
マ
冨

5
2
5
〈
。
。
円
〈
。

-wgl

vgg円目。
一
に
あ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
一
口
に
い
え
ば
、
主
と
し
て
人
類
学
的
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
約
五

0
0
0点
に

上
っ
た
と
い
う
が
、
そ
の
外
に
も
宗
教
的
な
も
の
な
ど
色
々
な
も
の
を
含
ん
で
い
る
、
と
い
わ
れ
る
。
現
在
の
と
の
博
物
館
の
日
本
関
係
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
は
オ
ラ
ン
ダ
政
府
が
シ

l
ボ
ル
ト
か
ら
買
上
げ
た
乙
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
基
礎
と
し
て
出
発
し
た
も
の
と
い
う
。
し
か
し
シ

l
ボ

ル
ト
が
日
本
か
ら
持
ち
帰
っ
た
、
あ
る
い
は
本
国
に
送

っ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
実
は
乙
の
外
に
も
沢
山
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
第
一
は
ミ

ユ
ン

ヘ
ン
の
民
族
博
物
館
が
今
日
所
蔵
す
る
も
の
で
あ
る
。

シ
l
ボ
ル
ト
は
一
八
六
六
年
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
移
り
住
ん
だ
時
、
残
り
の

!
lオ
ラ

ン
ダ
政
府
に
買
上
げ
ら
れ
た
残
り
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
ミ

ユ
ン
へ
ン
の
出
O
間関白吋件。ロ
l

〉円
W
白
色
白
ロ
に
陳
列
し
た
と
い
う
。
間
も
な
く
シ

l
ボ
ル

ト
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
亡
く
な
る
が
、

一
八
七
四
年
バ
イ
エ

ル
ン
州
が
そ
れ
ら
を
シ

l
ボ
ル
ト
未
亡
人
か
ら
買
取
り
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
民
族
博
物
館
に
収
め
た
。
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
徴
は
、
種
々
の

技
巧
を
用
い
た
漆
器
類
、
日
本
で
大
量
に
生
産
さ
れ
る
陶
磁
器

・
絵
画
及
び
木
版
画

・
書
籍

・
手
写
本
の
類
と
い
う
こ
と
で
あ
る
(
そ
の
大
体

の
内
容
は
一
九
六
六
年
十
月
同
館
で
開
か
れ
た
シ

1
ボ
ル
ト
没
後
一

O
O年
記
念
展
覧
会
の
カ
タ

ロ
グ

同
三
曲
目
。
m
N
E
-
〉ロ

g
gロロロ
m

2HF-e匂
句

E
E
〈
。
ロ
担
。
σ
o
E
↑ヨ

ω
g白
2
-
n
7
8
冨

z
m
2
5
Z円
〈

g
w
a
w
z口。
3
宮
C
D
n
u
g

に
よ
っ
て
知
る
ζ

と
が
で
き
る
V

。
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と
こ
ろ
が
シ

l
ボ
ル
ト
の
蒐
集
は
実
は
乙
の
外
に
も
ま
だ
あ

っ
た
。
例
え
ば
彼
の
子
の
ハ

イ
ン
リ

ッ
ヒ
出
冊
目
ロ
ユ
n
y
p
o子
四
門
司

4
。ロ

ω仲
m
u
l

σ0】門
戸

そ
の
数
も
六

O
O
O点
を
超
え
る
が
、

一
八
九

O
年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
の
民
族
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ

に
伝
わ
っ
た
品
は
、

た
と
い
う
乙
と
で
、
同
館
の
日
本
関
係
収
蔵
品
の
凡
そ
半
ば
を
占
め
る
と
い
う
。
尤
も
ハ

イ
ン
リ

ッ
ヒ
の
持
っ

て
い
た
も
の
は
そ
れ
だ
け
で
は

な
く
、

乙
の
外
の
あ
る
部
分
は
ラ
イ
プ
チ
ッ

ヒ
F
m
e
N
応

の
グ
ラ
シ
博
物
館

。
円
虫
色
冨

5
2
5
に
入
り
、
ま
た
他
の
一
部
は
チ
ロ
ル
、
口
円
。
-

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
没
後
一
九

O
八
年
に
ウ
ィ
ー
ン
で
競
売

の
フ
ロ
イ
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
司

g
z
puロ
m
Z
E
の
キ
ャ
ッ
ス
ル
に
置
い
で
あ
っ
た
が
、

に
付
せ
ら
れ
た
。
そ
の
際
、
そ
の
う
ち
の
一
部
は
ま
た
グ
ラ
シ
博
物
館
に
入
り
、

他
の
部
分
は
イ
タ
リ
ー
の
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
ア
ジ
ア
博
物
館

冨
E
O
O

〉
包

E
K
o
に
入
っ
た
、
と
い
う
ζ

と
で
あ
る。

こ
の
よ
う
な
例
を
以
て
み
て
も
、
彼
シ

l
ボ
ル
ト
の
蒐
集
品
は
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
諸
国
に
お
け
る
日
本
関
係
蒐
集
品
の
中
で
も
重
要
な
役
割
を
占

め
た
乙
と
を
知
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
第
一
第
二
の
点
を
通
じ
て
彼
の
業
績
が
大
き
く
効
果
的
で
あ
り
、
大
き
な
意
義
を
持
つ
理
由
と
し
て
は
、
第
一
に
も
ち
ろ
ん
シ

l
ボ

ル
ト
の
学
力
の
す
ぐ
れ
て
い
た
こ
と
を
挙
ぐ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
学
力
と
い
う
よ
り
研
究
能
力
と
い
う
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
乙
の
点
は
今
日
の

主
要
な
問
題
で
、
私
よ
り
も
今
日
の
諸
先
生
の
指
摘
に
待
つ
必
要
が
あ
る
が
、
私
見
を
以
て
し
で
も
、
彼
の
博
物
学
的
知
識
は
非
常
に
博
大
で

あ
っ
た
と
思
う
し
、
指
導
力

・
組
織
力
も
す
ぐ
れ
て
い
た
乙
と
が
認
め
ら
れ
る
。

乙
れ
は
一
つ
に
は
彼
の
家
柄

・
血
統
に
も
負
う
と
乙
ろ
が
多

い
と
思
う
が
(
例
え
ば
、
出
血
ロ
∞
烈
O
BR
一U
F
O
d弓

CRσ
ロ円
mo円
盟
各
。

E
・
円、
。
仲
間
嵐
広
・
巴
ヨ
参
照
〉
、
主
著
「

ニ
ッ

ポ
ン
」
を
見
れ
ば
よ
く

判
る
し
、
ま
た
緒
方
博
士
が
そ
の
門
人
と
の
関
係
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
乙
と
か
ら
も
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
意
味
の
彼
の
学
力
を
第
一
に
挙
ぐ
べ
き
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
更
に
そ
の
外
に
も
幾
つ
か
の
事
情
を
考
え
ね
ば
な
ら
な

い
。
す
な
わ
ち
第
こ
に
は、

彼
は
オ
ラ
ン
ダ
政
府
か
ら
日
本
研
究
を
公
認
さ
れ
て
い
た
乙
と
、

否
、
む
し
ろ
そ
の
任
務
を
与
え
ら
れ
て
い
た
と

い
う
乙
と
で
あ
る
。
そ
の
日
本
派
遣
の
任
務
の
一
つ
と
し
て
医
学
そ
の
他
の
教
育
を
行
な
う
ζ

と
を
認
め
ら
れ
て
い
た
乙
と
を
指
摘
し
た
い
。

例
え
ば
、
彼
が
日
本
に
来
朝
し
た
一
八
二
三
年
の
翌
年
、
つ
ま
り
一
八
二
四
年
十
二
月
二
十
六
日
付
で
出
島
の
商
館
長
ス

ト
ゥ
ル

レ
ル

』

0
白ロ
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4
5
z
o
g
門
戸
。

ω
Zユ
日

が
長
崎
奉
行
高
橋
重
賢
に
送
っ
た
書
翰
に
は
以
下
仇
り
よ
う
に
見
え
る
争

昔
オ
ラ
ン
ダ
人
が
日
本
人
に
教
授
し
た
医
術
と
く
に
外
科
学
、
植
物
学
、
天
文
学
、
地
理
学
が
今
日
も
な
お
学
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
バ
タ

ビ
ア
総
督
の
熟
知
す
る
所
で
あ
り
ま
す
が
、
実
は
そ
れ
以
後
多
く
の
事
項
が
発
見
さ
れ
て
学
問

・
技
術
は
非
常
な
進
歩
を
と
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
オ
ラ
ン
ダ
人
が
日
本
人
に
伝
授
し
た
学
問
・
技
術
に
は
多
く
の
誤
謬
が
お
こ
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
そ
乙
で
総
督
は
そ
れ
を
訂

正
す
べ
き
命
を
授
け
て
昨
年
シ

l
ボ
ル
ト
を
貴
国
へ
派
遣
し
ま
し
た
。
乙
れ
は
ま
た
一
面
医
術
そ
の
他
の
科
学
を
学
習
し
よ
う
と
す
る
人
々

に
適
当
な
教
授
を
施
し
、

オ
ラ
ン
ダ
人
医
師
の
治
療
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
々
に
個
人
的
に
医
療
奉
仕
を
す
る
た
め
で
あ
り
ま
す
。
シ

l
ボ

ル
ト
は
医
術
と
く
に
外
科
的
手
術

・
眼
科
学

・
産
科
学
、
植
物
学

・
物
理
学

・
地
理
学
に
経
験
ふ
か
く
オ
ラ
ン
ダ
で
も
有
名
な
医
者
で
あ
り

ま
す
。
従
っ
て
日
本
商
館
長
た
る
下
名
は
、
昨
年
シ

l
ボ
ル
ト
が
病
人
を
往
診
し
た
り
薬
用
植
物
採
取
の
た
め
時
々
市
内
へ
立
入
る
許
可
を

求
め
ま
し
た
。
シ

l
ボ
ル
ト
は
既
に
当
地
に
殆
ん
ど
一
年
間
滞
在
し
て
内
科
の
治
療
や
外
科
手
術
に
従
事
し
、
多
く
の
病
人
を
危
篤
の
状
態

か
ら
救
い
出
し
た
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
乙
の
一
年
間
そ
の
医
術
を
行
な
う
ζ

と
に
よ
っ
て
日
本
人
の
状
況
そ
の
他
を
良
く
経
験
し
た
の

で
、
同
人
は
誰
彼
の
区
別
な
く
、
長
崎
市
あ
る
い
同
諸
国
か
ら
の
多
く
の
病
人
を
治
療
す
る
と
と
に
、
よ
り
一
屈
の
力
を
注
い
だ
の
で
あ
り

ま
し
ょ
う
。
も
し
帝
王
の
侍
医
に
せ
よ
大
名
の
侍
医
に
せ
よ
、
オ
ラ
ン
、
ダ
人
医
師
か
ら
療
法
の
伝
授
を
受
け
た
い
人
が
あ
れ
ば
、
日
本
政
府

は
鎖
国
下
の
日
本
で
自
己
の
研
究
を
遂
行
す
る
上
に
非
常
な
制
約
を
蒙
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
一
々
述
べ
な
い
。
ケ
ン
ペ
ル

や
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に
多
く
の
費
用
を
煩
わ
さ
ず
し
て
シ

l
ボ
ル
ト
を
も
っ
と
長
期
間
日
本
に
滞
在
さ
せ
て
よ
ろ
し
い
の
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
二
百
五
十
年
間

オ
ラ
ン
ダ
人
が
日
本
で
受
け
て
き
た
多
大
の
御
厚
思
に
報
い
た
い
た
め
で
あ
り
ま
す
。
敬
具
。
註

シ
l
ボ
ル
ト
が
凡
そ
五
・ケ
年
に
わ
た
る
そ
の
日
本
滞
在
中
、
非
常
な
努
力
を
以
て
日
本
に
つ
い
て
の
研
究
に
、
ま
た
日
本
人
学
徒
へ
の
教
授

に
努
め
た
の
も
、
彼
の
学
者
と
し
て
の
研
究
心
に
基
づ
く
ζ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
ま
た
一
面
右
に
見
え
る
よ
う
な
|
|
多
少
誇
張
さ
れ

て
い
る
か
も
知
れ
ぬ
が
|
|
使
命
を
お
び
て
来
朝
し
た
か
ら
で
あ
る
、
と
言
っ
て
差
支
え
あ
る
ま
い
。

乙
の
乙
と
は
、

当
時
外
国
人
に
門
戸
を
閉
ざ
し
て
い
た
日
本
に
来
た
外
国
人
に
と
っ
て
は
非
常
に
重
大
な
条
件
で
あ
っ
た
。
彼
の
先
人
た
ち



ツ
ン
ベ
ル
ク
の
来
日
滞
在
当
時
の
状
況
を
想
起
す
れ
ば
足
り
る
ζ

と
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
く
ら
べ
て
シ
|
ボ
ル
ト
は
第
一
に
多
額
の
研
究
費
を

政
府
か
ら
支
給
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
必
要
と
あ
れ
ば
研
究
の
た
め
に
助
手
を
付
け
て
も
ら
っ
て
い
る
(
国
・
型
可

m
R
一〈ニ
Z
E
2君
。
等
の

例
を
見
よ
〉
。
ま
た
日
本
で
は
、
そ
の
実
際
の
活
動
に
当

っ
て
日
本
政
府
オ
ラ
ン
ダ
政
府
双
方
か
ら
種
々
の
便
宜
を
計

っ
て
も
ら
っ
た
。

こ
れ
ら
の
条
件
の
上
で
彼
は
そ
の
先
人
と
雲
泥
の
差
異
が
あ
る
。

乙
の
条
件
は
資
料
蒐
集
の
上
で
は
と
く
に
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
乙
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
も
ち
ろ
ん
蒐
集
の
上
だ
け
で
な
く
、
彼
の
研
究
教
育
遂
行
上
大
き
な
条
件
と
成
り
え
た
乙
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
乙
と
で

あ
る。彼

の
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
日
本
派
遣
に
づ
い
て
は
、

更
に
進
ん
で
何
故
彼
が
と
の
よ
う
な
使
命
を
お
び
て
来
日
す
る
乙
と
に
な
っ
た
の

か
、
そ
の
理
由
を
述
べ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
一

言
に
し
て
い
え
ば
、
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
が
置
か
れ
た
国
際
的
条
件
と
凶
内
的
必
要
か
ら

生
じ
た
ζ

と
で
あ
る
。
し
か
し
と
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
日
の
緒
方
博
士
の
講
演
に
お
い
て
す
で
に
指
摘
さ
れ
た
所
で
あ
る
か
ら
省
略
す
る
。

次
に
シ

l
ボ
ル
ト
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
理
由
と
し
て
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
乙
と
は
、
シ
ー
ボ
ル

ト
を
迎
え
た
当
時
の
日
本
人
間
学
者
の
劇
学

習
得
の
意
欲
が
強
く
、
ま
た
そ
の
学
力

・
学
問
的
水
準
が
高
く
向
上
し
て
い
た
乙
と
、
す
な
わ
ち
シ

l
ボ
ル
ト
の
学
聞
を
受
け
と
め
る
側
の
条

件
が
非
常
に
よ
か
っ
た
と
と
で
あ
る
。
西
欧
文
化
、
西
欧
の
学
術
に
対
す
る
意
欲
の
強
か
っ
た
ζ

と
は
既
に
説
く
ま
で
も
な
い
所
で
、
そ
れ
は

む
し
ろ
一
般
に
外
来
文
化
に
対
す
る
わ
が
国
民
の
特
性
で
も
あ
る
が
、
例
え
ば
中
国
に
お
け
る
場
合
な
ど
と
較
べ
る
と
著
し
い
対
照
を
な
し
て

い
る
乙
と
で
あ
る
。
従
っ
て
解
体
新
書
の
訳
述
と
い
う
ζ

と
も
起
り
え
た
の
で
あ
る
し
、
そ
れ
以
後
に
お
け
る
関
学
の
進
歩
も
あ
り
え
た
わ
け

で
あ
る
が
、
そ
の
関
学
は
、
い
わ
ば
直
接
教
師
の
指
導
を
受
け
る
乙
と
の
少
な
い
、
殆
ん
ど
昔
物
の
み
に
頼
る
蘭
学
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
来
凡

シ
l
ボ
ル

ト
を
迎
え
た
当
時
の
蘭
学
は
と
の
よ
う
な
教
師
に
頼
る
こ
と
の
で
き
な
い
独
学
、
書
物
だ
け
に
頗
る
独
学
同
様
の
蘭
学

そ
半
世
紀
、

と
し
て
は
、
お
よ
そ
行
け
る
所
ま
で
到
達
し
、
進
歩
し
て
い
た
、
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
従
っ
て
シ

l
ボ
ル

ト
に
よ
っ
て
、

そ
れ
を
十
分
理
解
す
る
だ
サ
の
学
力
の
索
地
が
で
き
て
い
た
と
考
え
る
乙
と
が
で
き

当
時
の
ヨ

1
2
ッ
パ
の
最
新
の
医
学
が
伝
え
ら
れ
る
と
、
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る
の
で
あ
る
。
受
け
る
方
の
学
力
・
基
盤
が
ゼ
ロ
に
等
し
い
の
で
は
、

い
く
ら
教
え
伝
え
る
方
の
学
力
が
す
ぐ
れ
て
い
て
も
、
教
え
た
結
果
ち

根
無
し
草
に
終
る
倶
れ
が
あ
る
が
、
当
時
の
蘭
学
界
の
状
況
は
右
の
よ
う
な
次
第
で
あ
っ
た
の
で
、
十
分
に
彼
の
伝
え
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
科
学
と

く
に
医
学
の
水
準
を
理
解
す
る
と
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
手
術
そ
の
他
の
実
技
の
上
で
は
多
少
問
題
も
あ
っ
た
乙
と
は
諸
先
学
の
指
摘
さ
れ
る
所
で
あ
っ
て
、
今
日
も
小
川
博
士
・
中
野
博

士
等
の
指
摘
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
何
分
来
朝
当
時
二
十
七
才
、
大
学
を
卒
業
し
て
い
く
ら
も
た
た
な
い
青
年
で
あ
っ
た
か
ら
、
実
地
の
上
で

万
能
の

「
名
医
」

で
あ
っ
た
筈
は
な
い
。
し
か
し
そ
も
そ
も
彼
が
身
に
つ
け
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
医
学
の
水
準
と
、
独
学
的
で
あ
っ
た
わ
が
国

の
蘭
方
医
学
と
の
聞
に
は
格
段
の
差
が
あ
っ
た
。
さ
れ
ば
こ
そ
彼
の
教
え
が
非
常
な
影
響
力
を
以
て
、
既
に
右
に
述
べ
た
よ
う
な
意
味
で
の
学

力
に
達
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
副
学
者
に
受
け
と
め
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

既
に
与
え
ら
れ
た
時
聞
を
超
え
た
の
で
以
下
簡
単
に
述
べ
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
シ

l
ボ
ル
ト
来
日
当
時
の
日
本
に
お
い
て
は
、
日
間
接
触

の
条
件
が
非
常
に
緩
和
さ
れ
て
い
た
と
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
と
も
必
要
で
あ
る
。
古
く
遡
れ
ば
、
享
保
時
代
以
来
い
わ
ゆ
る
田
沼
時
代
に
お

そ
の
時
代
は
し
ば
ら
く
措
い
て
、

い
て
も
そ
れ
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、

シ
l
ボ
ル
ト
来
日
に
先
立
つ
時
期
、
す
な
わ
ち
ド
ウ

1
フ
の
時

期
以
降
の
こ
と
を
考
え
る
と
そ
れ
が
よ
く
判
る
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
私
が
指
摘
し
た
い
の
は
シ

l
ボ
ル
ト
来
日
当
時
ま
だ
の
商
館
長
ヤ
ン

・
コ

ツ
ク

・
ブ
ロ
ム
ホ
フ
の
存
在
で
あ
る
。

ブ
ロ
ム
ホ
フ

の
商
館
長
と
し
て
の
在
任
は
、
例
え
ば
ド
ゥ

l
フ
に
較
べ
る
と
長
い
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
彼
は
日
本
人
と
の
接
触
の
ひ
ろ

く
且
つ
深
か
っ
た
点
で
は
歴
代
商
館
長
の
う
ち
で
も
有
数
の
人
で
あ
る
。
彼
が
オ
ラ
ン
ダ
名
を
授
け
た
日
本
人
の
多
い
と
と
。
彼
が
書
い

て
贈

っ
た
筆
蹟

・
書
蹟
の
日
本
国
内
に
残

っ
て
い
る
も
の
の
多
い
乙
と
。
乙
の
点
で
は
歴
代
商
館
長
の
う
ち
で
も
随
一
で
あ
ろ
う
。

ま
た
来
日
当
時

若
く
美
し
い
夫
人
と
市
児
を
伴
っ
て
い
た
乙
と
も
広
く
日
本
人
の
聞
に
知
ら
れ
て
い
た
し
、
商
館
長
在
勤
時
に
オ
ラ
ン
ダ
の
演
劇
を
日
本
人
に

紹
介
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
た
。
ブ
ロ
ム
ホ
フ
は
、
シ
l
ボ
ル
ト
が
来
日
す
る
と
直
ぐ
当
時
長
崎
に
滞
在
し
て
い
た
湊
長
安

・
美
馬
順
三
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-
同
研
介
等
多
く
の
関
学
者
に
彼
を
引
き
合
わ
せ
て
い
る
。

ζ

の
よ
う
な
日
本
人
と
接
触
の
広
く
深
い
商
館
長
の
存
在
が
シ
!
ボ
ル
ト
と
日
本
人
蘭
学
者
と
の
接
触
を
容
易
に
し
、
ま
た
日
本
側
当
局
者

に
影
響
力
を
持
っ
た
乙
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
乙
れ
に
対
し
て
、
当
時
の
長
崎
奉
行
以
下
の
当
局
者
が
こ
の
よ
う
な
日

関
接
触
の
雰
囲
気
の
中
で
、
シ
l
ボ
ル
ト
に
対
し
て
好
意
的
な
取
扱
い
を
す
る
乙
と
が
で
き
た
こ
と
、
乙
れ
ま
た
シ
!
ボ
ル
ト
の
在
留
時
に
幸

い
し
た
条
件
の
一
つ
と
し
て
考
う
べ
き
ζ

と
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
乙
の
よ
う
な
日
本
側
当
局
の
態
度
の
背
後
に
は
当
時
の
蘭
学
に
対
す
る
要

請
と
い
う
い
わ
ば
政
治
的
条
件
が
あ
っ
た
乙
と
も
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。
文
政
年
間
と
い
う
時
点
を
考
え
て
み
る
と
、
当
時

の
国
際
情
勢
の
変
化
の
な
か
で
、
政
治
的
観
点
か
ら
み
て
も
実
用
科
学

・
実
用
技
術
と
し
て
の
蘭
学
に
対
す
る
要
請
が
新
し
く
感
ぜ
ら
れ
て
ゆ

い
わ
ば
技
術
の
学
と
し
て
の
蘭
学
に
対
す
る
時
代
の
要
詰
が
増
大
し
て
ゆ
く
時
期
で
あ
っ
た
と
と
、
ζ

れ
が
や
は
り
シ

l
ボ

く
時
期
で
あ
り
、

ル
ト
の
来
日
に
寄
せ
ら
れ
た
期
待
の
背
後
に
あ
っ
た
問
題
で
あ
る
、
と
考
え
る
。

以
上
、
き
わ
め
て
大
ま
か
な
ζ

と
で
あ
る
が
、

「
医
師
と
し
て
の
シ

l
ボ
ル
ト
」
が
日
本
に
与
え
た
影
響
の
大
き
か

っ
た
理
由
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
。

私
は
か
ね
が
ね
東
西
文
化
の
接
触
と
い
う
見
地
、
い
や
む
し
ろ
西
欧
文
化
の
世
界
的
拡
大
と
い
う
見
地
か
ら
考
え
る
時
、
日
本
と
オ
ラ
ン
ダ

と
の
接
触
は
き
わ
め
て
幸
福
な
東
と
西
と
の
「
出
会
い
」
で
あ

っ
た
、
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
以
上
の
よ
う
な
条
件
を
考
え
る
と
き
、

ー
ボ
ル
ト
の
場
合
は
、
そ
の
な
か
で
も
と
く
に
稔
り
多
き
「
出
会
い
」
で
あ
っ
た
と
い
う
乙
と
が
で
き
よ
う
。

註

呉
秀
三
「
シ
l
ボ
ル
ト
先
生
、
其
生
涯
及
功
業
」
乙
編
二
九
七
|
八
頁
、
出
島
瓜
睦
蘭
語
文
書
第
五
号
。
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日
本
医
史
学
維
誌
・
第
二
十
着

第
一
号
・
昭
和
四
十
九
年
一
月

開
和
四
十
九
年
二
月
十
二
日
受
付

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

医
師
と
し
て
の
シ

l
ボ
ル
ト

..... ，、

医

師

と

し

て

の

ー
ボ

ノレ

シ

山

形

倣

私
が
シ
|
ボ
ル
ト
の
乙
と
を
知
り
ま
し
た
の
は
、
呉
秀
三
先
生
の
大
著
シ
|
ボ
ル
ト
先
生
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
記
載
の
な
か

に
は
い
く
ら
か
誤
ま
り
が
あ
る
よ
う
で
す
。

私
が
気
が
つ
き
ま
し
た
第
一
は
、
小
関
三
英
は
長
崎
に
来
て
シ

l
ボ
ル
ト
に
入
門
し
た
と
い
う
記
述
で
あ
り
ま
す
。
小
関
三
英
に
つ
い
て

は
、
昨
年
総
会
の
会
長
講
演
で
述
べ
た
よ
う
に
、
文
政
六
年
十
月
、
鶴
岡
の
開
業
を
打
ち
切
っ
て
仙
台
藩
医
学
校
蘭
方
内
科
教
授
と
し
て
赴

任
、
文
政
八
年
四
月
鶴
聞
に
帰
っ
た
の
ち
、
文
政
十
年
九
月
、
旧
友
の
湊
長
安
を
頼
っ
て
江
戸
に
出
て
、
天
保
三
年
一
月
岸
和
田
侯
侍
医
と
な

り
、
さ
ら
に
湊
長
安
と
前
後
し
て
、
天
保
六
月
四
月
幕
府
天
文
台
訳
員
に
任
命
さ
れ
て
い
ま
す
。

シ
l
ボ
ル
ト
事
件
に
つ
い
て
、
三
英
は
江
戸
か
ら
郷
里
の
兄
へ
宛
て
た
手
紙
の
な
か
に
、

「
蘭
人
シ

l
ボ
ル
ト
も
当
八
月
は
帰
国
い
た
し
候

由
L 

(
文
政
十
一
年
七
月
十
三
日
)
と
か
、

「
先
年
蘭
人
ニ
官
服
ヲ
送
候
事
露
顕
致
候
ゆ
へ
ニ
御
座
候
。
右
取
組
候
蘭
人
モ
長
崎
ニ
て
御
預
ニ

相
成
居
、
未
帰
国
も
出
来
不
申
候
由
、
同
人
よ
り
今
度
願
上
候
趣
ハ

、
某
地
図
等
を
所
望
仕
候
ハ
物
数
寄
ニ
仕
候
事
ニ
て
全
叛
逆
之
為
ニ
ハ
無

御
座
候
。
も
し
御
疑
心
も
御
解
不
被
成
候
ハ
パ
某
を
永
く
日
本
ニ
御
差
留
被
差
置
登
居

ニ
被
成
候
共
、
又
ハ
如
何
様
之
御
成
敗
ニ
被
成
下
候
共

よ
き
様
ニ
被
成
下
度
段
願
上
候
由
ニ
御
座
候
。
右
御
礼
之
義
今
一
等
手
広
相
成
候
事
ニ
て
ハ
迷
惑
仕
候
人
も
此
上
多
出
来
可
申
、
何
れ
に
し
て

も
気
之
官
一
母
ナ
ル
事
ニ
御
座
候
」

(
文
政
十
二
年
三
月
一
日
)
と
報
告
し
て
お
り
ま
し
て
、
シ
l
ボ
ル
ト
に
同
情
的
で
は
あ
っ
て
も
、
師
弟
関
係
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が
あ
ヮ
た
と
は
思
わ
れ
難
く
、
ま
た
、
長
崎
に
来
た
こ
と
も
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
第
二
は
、
シ
l
ボ
ル
ト
の
弟
子
の
湊
長
安
の
乙
と
で
あ
り
ま
す
。

呉
秀
三
先
生
は
大
著
の
な
か
で
シ
!
ボ
ル
ト
の

「
ニ
ッ
ポ
ン
」
を
引
用
し
て
、

「
余
が
文
政
六
年
出
島
に
到
着
せ
る
と
き
、

余
に
暫
時
の

後
、
蘭
館
長
プ
ロ

ム
ホ
フ
の
紹
介
に
て
当
時
長
崎
に
あ
り
し
医
師
と
近
付
き
に
な
れ
り
。
そ
の
う
ち
に
は
江
戸
の
名
あ
る
湊
長
安
、
阿
波
の
美

馬
順
三
、
三
河
の
平
井
海
蔵
、
岡
研
介
等
の
医
師
、
万
有
学
者
あ
り
た
り
」
と
記
し
、
さ
ら
に
、

「
皆
和
蘭
よ
り
新
来
の
医
師
、
万
有
学
者
の

名
を
聞
き
て
、
長
崎
に
集
れ
る
な
り
」
と
書
き
足
し
て
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
シ
i
ボ
ル
ト
の
「
ニ
ッ
ポ
ン
」
を
読
み
直
し
て
み
ま
す
と
、

後

段
の
文
章
は
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
。

「
当
時
長
崎
に
い
た
す
ぐ
れ
た
医
師
達
と
知
り
合
っ
た
。
そ
の
な
か
に
は
江
戸
の
有
名
な
湊
長
安
、
阿
披

の
若
い
美
馬
順
三
、
さ
ら
に
三
河
の
平
井
海
蔵
、
同
研
介
ら
多
く
の
医
師
や
学
者
が
い
た
」
と
書
い
て
あ
る
だ
け
で
あ
り
ま
す
。

大
槻
玄
沢
の
手
紙
な
ど
か
ら
考
え
ま
す
と
、
湊
長
安
は
文
政
五
年
二
月
江
戸
で
プ
ロ
ム
ホ
フ
と
面
談
し
た
の
ち
志
を
立
て
、
周
年
九
月
江
戸

を
出
発
し
ま
し
た
が
、
京
都
に
来
た
と
き
西
国
の
暴
潟
病
の
発
生
を
聞
き
、
そ
の
症
状
か
ら
コ
レ
ラ
と
診
定
し
て
い
ま
す
。
長
崎
に
着
い
た
湊

長
安
は
吉
雄
塾
と
描
林
塾
に
従
学
し
て
い
る
う
ち
、
文
政
六
年
七
月
に
シ

l
ボ
ル

ト
が
来
朝
し
た
と
き
、
ブ
ロ
ム
ホ
フ
の
紹
介
で
出
島
で
面
会

し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
も
、
高
野
長
英
が
文
政
八
年
長
崎
に
留
学
し
た
の
は
シ
|
ボ
ル
ト
の
名
声
を
聞
い
て
決
心
し
て
お
り
ま
す
か

ら
、
シ
l
ボ
ル
ト
が
長
崎
に
来
て
一
年
ぐ
ら
い
た
っ
た
頃
に
は
そ
の
名
声
が
江
戸
ま
で
聞
え
て
い
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
二
十
九
年
私
が
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
と
き
ウ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
に
い
た
ド
イ
ツ
人
医
師
と
シ

l
ボ
ル
ト
の
胸
像
を
探
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

を
建
て
た
の
は
バ
イ
エ
ル
ン
森
林
協
会
で
あ
り
、
私
の
友
人
も
「
植
物
学
者
の
胸
像
で
あ
る
」
と
い
っ
て
お
り
ま
し
て
、
ド
イ
ツ
で
は
医
師
と

し
て
よ
り
も
植
物
学
者
と
し
て
有
名
な
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

シ
i
ボ
ル

ト
は
ウ

ュ
ル
ツ
プ
ル
ク
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
一
年
間
近
郊
で
開
業
し
た
の
ち
、
翌
年
オ
ラ
ン
ダ
軍
医
と
な
り
、
日
本
に
来
た
の

は
二
十
八
才
の
青
年
医
師
で
あ
り
ま
す
。

シ
i
ボ
ル
ト
自
身
に
は
医
学
者
と
し
て
の
著
書
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
彼
の
名
前
で
流
布
し
て
い
る
医
書
を
検
討
す
れ
ば
、
あ
る
程
度
医
師
と
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し
て
の
シ

l
ボ
ル

ト
を
知
る
手
が
か
り
に
な
り
ま
す
。

私
が
持
参
し
た
の
は
岡
研
介
の
「
用
薬
摘
要
」
と
合
本
に
な
っ
て
い
る
「
失
以
勃
児
杜
験
方
録
」
で
、
安
政
三
年
の
写
本
で
す
。

呉
秀
三
先
生
に
よ
り
ま
す
と
、
湊
長
安
は
文
政
十
年
に
「
シ

l
ボ
ル
ト
経
験
方
」
、
文
政
十
一
年
に
「
内
科
備
用
」
を
著
わ
し
た
と
書
い
て
あ

り
ま
す
が
、
私
は
「
至
母
繭
篤
筆
授
略
記
」
な
ど
数
種
の
写
本
を
持
っ
て
お
り
、
乙
れ
ら
を
検
討
し
て
シ

l
ボ
ル
ト
直
伝
の
医
学
を
検
討
し
、

「
湊
長
安
の
医
号
」
と
題
し
て
発
表
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

(
日
本
医
史
学
雑
誌
昭
和
一
八
年
一
月
一
八
日
)
、
今
日
は
「
失
以
勃
児
社
験
方

録
」
を
中
心
に
し
て
述
べ
た
い
と
考
え
ま
す
。
本
蓄
に
は
「
和
蘭
紀
元
千
八
百
二
十
三
年
ヨ
リ
二
十
七
年
、
本
邦
文
政
六
年
ヨ
リ
十
年
迄

ニ
当

ル
」
と
脚
註
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

本
書
は
系
統
立
つ
も
の
で
な
く
、

シ
1
ボ
ル
ト
が
長
崎
な
ど
で
経
験
し
た
症
例
の
処
方
を
筆
記
し
た
も
の
で
、

オ
グ
リ
カ
ン
キ
リ
、

キ

!

ナ、

ヤ
ラ
ッ
パ
な
ど
彼
の
好
き
だ
っ
た
と
恩
わ
れ
る
処
方
が
随
所
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
の
知
識
か
ら
み
て
も
妥
当
と
思
わ

れ
る
も
の
が
か
な
り
み
ら
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
湊
長
安
の
訳
述
し
た
「
至
母
爾
篤
筆
授
略
説
」
を
み
る
と
、
シ
l
ボ
ル
ト
の
講
義
を
長
安
が
翻
訳
し
た
も
の
で
、

一
つ
一
つ
の

病
気
の
原
因
、
症
状
、
診
断
、
治
療
に
つ
い
体
系
的
に
述
べ
た
も
の
で
す
。

そ
れ
で
、
問
題
と
な
る
の
は
シ

l
ボ
ル
ト
の
教
え
方
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
シ
ー
ボ
ル

ト
は
初
め
出
島
で

治
療
し
ま
し
た
が
、
特
例
を
認
め
ら
れ
て
吉
雄
塾
や
樽
林
塾
へ
出
か
け
て
難
病
患
者
の
診
察
を
し
て
日
本
人
の
医
師
に
教
え
、

で
も
臨
床
講
義
を
や
っ
て
蘭
方
医
学
の
実
際
を
教
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
鳴
滝
塾

そ
し
て
、
湊
長
安
や
高
良
斉
の
よ
う
な
蘭
学
の
索
誌
が
あ
る
医
師
が
傍
に
い
て
メ
モ
を
と
っ
て
い
た
も
の
が
湊
長
安
の
「
シ

1
ボ
ル
ト
経
験

方
」
や
同
研
介
の
「
失
以
勃
児
社
験
方
録
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

乙
れ
は
、
高
良
斉
の
「
西
説
眼
科
必
読
」
の
な
か
に
、

「
シ
!
ボ
ル

ト
先
生
の
傍
に
侍
し
親
し
く
此
術
を
観
る
も
の
は
、
余
と
湊
長
安
、
三
間
順
造
三
人
の
み
」
と
記
さ
れ
て
い
る
乙
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
ま

す。
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な
お
、
日
一
回
向
涼
合
の
手
紙
に
よ
れ
ば
、
旦
晶
涼
台
と
と
も
に
鳴
滝
塾
に
住
み
乙
ん
だ
門
弟
は
、
美
馬
順
三
、
戸
塚
静
海
、
岡
研
介
の
三
名
で

し
た
が
、
次
い
で
高
野
長
英
の
手
紙
に
よ
れ
ば
、
吉
雄
権
之
助
塾
よ
り
長
英
ら
三
名
が
鳴
滝
塾
に
寄
宿
し
た
乙
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

シ
l
ボ
ル

ト
は
文
政
六
年
〈
一
八
二
三
年
)
七
月
出
島
に
着
い
た
と
き
は
二
十
八
才
で
す
が
、
湊
長
安
は
三
十
七
才
、
美
馬
順
三
は
二
十
九

才
、
高
良
斉
と
同
研
介
は
二
十
五
才
で
す
。

ボ
ン
ペ
が
安
政
四
年
長
崎
に
来
た
と
き
は
シ

i
ボ
ル
ト
と
同
じ
二
十
八
才
で
オ
ラ
ン
ダ
の
軍
医
学
校
で
勉
強
し
た
ノ

l
ト
を
持
っ
て
来
て
講

義
を
し
ま
し
た
が
、
シ
ー
ボ
ル
ト
も
ウ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
学
時
代
の
ノ

l
ト
を
持
っ
て
来
て
門
弟
に
教
え
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
湊

長
安
の
「
至
母
爾
篤
筆
授
略
説
」
の
内
容
を
み
る
と
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
臨
床
講
義
の
メ
モ
を
と
っ
た
だ
け
で
な
く
、
シ
l
ボ
ル
ト
の
ノ
l
ト
を

借
り
て
筆
与
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
筆
授
略
説
」
と
い
う
題
名
は
と
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

シ
l
ボ
ル
ト
が
来
朝
し
た
の
ち
に
パ
タ
ピ
ア
か
ら
長
崎
に
送
ら
せ
た
蘭
書
目
録
を
み
る
と
万
有
学
の
蘭
書
ば
か
り
で
、
医
書
は
載
っ
て
い
ま

せ
ん
。

乙
れ
は
、
シ
l
ボ
ル
ト
が
来
朝
後
万
有
学
の
参
考
書
を
必
要
と
し
た
た
め
で
、
医
書
は
来
朝
し
た
と
き
に
持
参
し
て
来
て
い
た
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

同
研
介
の
失
以
勃
児
杜
験
方
録
の
な
か
に
は

コ
ン
ス
プ
リ
ュ
ッ
ク
法
と
い
う
処
方
が
あ
り
ま
す
が
、
コ
ン
ス
プ
ル
ッ
ク
の
医
書
は
文
政
七
年

の
著
述
で
、
文
政
九
年
に
長
崎
に
輸
入
さ
れ
、
文
政
十
年
に
高
良
斉
が
「
西
医
新
書
」
四
十
二
巻
と
し
て
訳
述
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
題
言
に

lま

「丙
成
の
歳
、
蘭
舶
此
書
を
斎
ら
し
来
る
。
先
生
之
を
予
に
授
け
て
日
く
、
吾
医
法
深
て
此
書
中
に
在
り
。
汝
謹
で
之
を
読
め
と
。
予
受

て
之
を
読
み
、
先
生
に
就
て
疑
を
質
し
、
年
所
に
し
て
訳
述
の
業
を
卒
へ
た
り
」
と
記
し
て
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
文
政
六
年
に
シ
!
ボ

ル
ト
が
来
朝
し
た
と
き
は

コ
ン
ス
プ
ル
ッ
ク
以
外
の
蘭
書
か
ノ

l
ト
に
よ
る
臨
床
講
義
を
し
て
い
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

乙
れ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
と
称
さ
れ
た
ラ
イ
デ
ン
の
.
ア
ー
ル
ハ

l
ヴ
ェ

三
六
六
八

I
一
七
三
八
)
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、
現

在
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
テ
ィ

l
チ
ン
グ
と
し
て
わ
が
国
で
一
般
に
行
な
わ
れ
て
い
る
臨
床
教
育
と
同
様
な
方
法
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

乙
れ
ま
で
、
わ
が
国
に
お
け
る
西
洋
式
の
医
学
教
育
は
ポ
ム
ペ
に
よ
っ
て
基
礎
を
お
か
れ
た
よ
う
に
い
わ
れ
て
お
り
、
シ
l
ボ
ル
ト
の
功
績
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は
見
秀
三
先
生
に
よ
っ
て
始
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
は
い
っ
て
も
、
医
師
と
し
て
の
シ

l
ボ
ル
ト
に

つ
い
て
は
断
片
的
に
伝
え
ら
れ
た
に
過

ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

乙
れ
は
、
シ
l
ボ
ル
ト
の
来
朝
の
第
一
の
目
的
が
日
本
の
万
有
学
的
研
究
に
あ
っ
て
、
ポ
ム
ペ
の
よ
う
な
西
洋
式
の
医
学
教
育
の
普
及
に
あ

っ
た
の
で
な
か
っ
た
た
め
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

日
本
の
万
有
学
的
研
究
材
料
を
あ
つ
め
る
手
段
と
し
て
門
弟
に
ベ
ッ
ト
サ
イ
ド
で
直
接
に
教

え
た
シ

1
ボ
ル
ト
の
医
術
は
シ

l
ボ
ル
ト
事
件
で
鳴
滝
塾
が
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
た
た
め
、
ポ
ム
ペ
の
と
き
の
よ
う
に
組
織
だ
っ
た
形
で
は
残

ら
な
か
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
シ
l
ボ
ル
ト
が
鳴
滝
塾
で
門
弟
に
教
え
た
ブ
ー
ル
ハ

l
ヴ
ェ
式
の
臨
床
教
育
は
、
江
戸
の
湊
長
安
、
浪
撃
の
高
良
斉
ら
の
門
弟
教

育
に
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
シ
l
ボ
ル
ト
は
長
崎
の
ブ
l
ル
ハ

l
ヴ
ェ
と
し
て
再
評
価
さ
れ
て
良
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
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日
本
医
史
学
修
魅

・
第
二
十
巻

第
一
号
・
昭
和
四
十
九
年
三
月

昭
和
四
十
八
年
十
一
月
十
二
日
受
付

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

医
師
と
し
て
の
シ

l
ボ
ル
ト

七

日
本
眼
科
学
史
上
の
シ

i
ボ
ル
ト

福

島

義

目

次

て

シ
|
ボ
ル
ト
の
眼
科

二
、
シ
1
ボ
ル
ト
散
臨
薬
伝
授
に
つ
い
て
の
試
論

、
シ
i
ボ
ル
ト
の
白
内
障
手
術

四
、
む
す
び

一
、
シ
l
ボ
ル
ト
の
眼
科

昭
和
四
十
八
年
は
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
シ
!
ボ
ル
ト
宮
正
-
℃
匂
司

E
R
切
と
岳
山
師
白
円
〈
O
ロ

ω戸市
σ
o
E
H
寸志
lH∞窓

が
わ
が
長
崎
出
島
へ
渡
来

し
て
か
ら
百
五
十
年
を
迎
え
る
の
で
、
長
崎
大
学
が
中
心
と
な
っ
て
色
々
の
記
念
行
事
が
催
さ
れ
た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
、
第
七
四
回
日

本
医
史
学
会
総
会
、
渡
来
百
五
十
年
顕
彰
式
典
、
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
記
念
講
演
会
な
ら
び
に
資
料
展
覧
会
な
ど
で
あ
っ
た
。
さ
き
に
、
渡

来
百
年
記
念
行
事
の
行
な
わ
れ
た
時
代
〈
大
正
十
三
年
、
実
は
大
正
十
二
年
が
正
し
い
が
、
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
延
期
〉
と
そ
の
後
五
十
年

を
経
た
百
五
十
年
記
念
行
事
の
行
な
わ
れ
る
現
在
と
は
、
其
後
史
料
の
調
査
研
究
も
進
み
シ

l
ボ
ル
ト
史
観
に
つ
い
て
変
化
を
認
め
る
。

私
は
、
主
と
し
て
日
本
限
科
学
史
の
立
場
か
ら
シ

l
ボ
ル
ト
を
検
討
し
て
み
た
結
果
を
発
表
す
る
。
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彼
は
、

一
八
二

O
年
ウ
ュ
ル
ッ
ブ
ル
グ
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
て
、
し
ば
ら
く
開
業
し
た
後
、
オ
ラ
ン
ダ
に
移
り
、

オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド

勤
務
の
陸
軍
外
科
少
佐
に
任
ぜ
ら
れ
、
植
民
地
に
お
け
る
自
然
科
学
の
研
究
を
嘱
託
せ
ら
れ
た
。
其
後
、
パ
リ

・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

・
ボ
ン
な

ど
遊
歴
し
て
極
東
研
究
の
準
備
を
終
え
、

一
ん
ニ
二
年
ジ
ャ
パ
に
向
っ
て
出
発
、
わ
が
安
政
六
年
(
一
八
二
三
)
八
月
長
崎
へ
着
任
し
た
。
彼

の
第
一
回
目
渡
来
時
の
日
本
滞
在
は
六
年
間
余
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
短
か
い
期
間
内
に
お
い
て
驚
く
程
多
く
の
日
本
お
よ
び
日
本
人
に
関
す
る

調
査
研
究
を
遂
行
し
、
ま
た
、
わ
が
国
近
代
家
明
期
の
諸
科
学
、
特
に
、
医
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
彼
の
渡
来
当
時
の
わ
が
眼
科
は
、

主
と
し
て
漢
方
眼
科
或
は
、
漢
闘
混
合
眼
科
が
行
な
わ
れ
て
い
た
時
代
で
、
西
洋
眼
科
知
識
は
、
杉
田
立
卿
著
「
眼
科
新
書
」
と
当
時
輸
入
せ

ら
れ
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
語
原
書
(
主
と
し
て
外
科
書
の
眼
科
の
部
)
か
ら
伝
来
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
言
わ
ば
書
物
上
の
知
識
で
あ
っ
て
、

西
洋
眼
科
の
実
際
に
つ
い
て
は
土
木
だ
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

乙
の
「
眼
科
新
書
」
の
原
本
は
、

ウ
ィ
ー
ン
の
人
、
プ
レ
ン
キ

E
ぎ
σ
〈O
ロ

2
0
2
w
口
笛

iHg斗
の
眼
科
書

U
o
n
gユ
ロ
白
色

0
5
0円吉国

0
2
Z
2
2
0ゴ
吋
)
の
改
訂
第
二
版
(
弓∞
ω〉
を
プ
ロ
イ
ス

司
2
3
が
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
し
て
出
版
し
た
。

〈口
∞
吋
)
本
書
が
オ
ラ
ン
ダ
商
館

を
経
て
わ
が
国
へ
輸
入
せ
ら
れ
、
字
国
川
玄
真
(
榛
斎
〉
が
和
訳
し
て
「
泰
西
眼
科
全
書
」

と
称
し
た
が
、
未
だ
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
。

2
4
3
)

と
の
稿
本
に
杉
田
立
卿
が
訂
正
増
補
を
加
え
て
、
は
じ
め
「
和
蘭
眼
科
会
書
」
つ
づ
い
て
「
眼
科
新
書
」
と
し
て
刊
行
し
た
。

(
文
化

其
後
、

十
二
年

昌
広
〉
本
書
の
刊
行
は
文
化
十
二
年
で
あ
る
か
ら
シ

l
ボ
ル
ト
渡
来
よ
り
僅
か
八
年
程
以
前
で
あ
る
が
、

シ
l
ボ
ル
ト
に
と
っ
て
は
四
十
六
年
も
以
前
の
簡
明
眼
科
書
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
古
い
限
科
知
識
し
か
持
た
な

本
書
原
典
は
既
に
一
七
七

七
年
の
出
版
物
で
あ
っ
て
、

い
当
時
の
わ
が
眼
科
医
師
の
水
準
を
彼
が
低
く
み
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
光
学
的
虹
彩
切
除
術
と
白
内
障
手
術
(
墜
下
法
)
と
に
於

い
て
、
西
洋
眼
科
に
お
と
ら
ぬ
進
歩
の
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
た
。
し
か
し
、

当
時
の
わ
が
国
に
お
い
て
は
発
明
発
見
が
あ
っ
て
も
、
何
事
も
秘

伝
と
し
て
公
開
教
授
を
し
な
か
っ
た
の
で
、
広
く
行
な
わ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

シ
l
ボ
ル
ト
修
学
時
代
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
眼
科
学
界
に
お
い
て
は
ウ
ィ
ー
ン
大
学
眼
科
学
教
授
べ

l
ル

τS℃
町
。
・
∞

O
R
口

8
1民
自
の
名

声
が
最
も
高
か
っ
た
。
そ
の
著

r
w
U
S
仏

2
〉
丘
町

g
Z
F
Z
2ロ円四巾
ハロ
S
Y
TWV門
司
〈
。
ロ
ハ
H
g
〉ロ

m
g
W
E
D
-拘
y
g円相ロ
ハ民

E
L巴
吋
〉
な
ど
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ヨ
l
ロ
γ
バ
で
広
く
読
ま
れ
、
ま
た
当
時
新
興
の
眼
科
学
の
修
得
を
め
ざ
し
て
彼
の
許
へ
集
ま
る
学
生
が
多
か
ゥ

た
。

ヒ
ム
リ

l
関
白
ユ
同
F
S守
口
斗
N
1
5ω

∞

ゲ
ツ
チ
ン
ゲ
ン
各
大
学
教
授
を
歴
任
し
た
が
、

一
八

O
一
年
は
じ
め
て
ベ
ラ
ド
ン

は
、
ィ
エ
ナ
、

ナ
を
点
眼
数
瞳
薬
と
し
て
眼
科
臨
床
に
使
用
し
て
、
之
れ
を
富
三
門
広
三
自
と
命
名
し
た
。
こ
の
薬
剤
は
シ

l
ボ
ル
ト
修
学
時
代
に
は
既
に
医

家
の
常
備
薬
で
、
決
し
て
珍
ら
し
い
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
む
し
ろ
、
白
内
障
手
術
に
あ
た
っ
て
、
術
前
に
之
れ
を
使
用
す
る
の
が
常
識
で
あ

っ
た
。

果
た
し
て
シ
!
ボ
ル
ト
が
誰
人
に
就
い
て
眼
科
学
を
修
得
し
た
か
?

明
確
で
は
な
い
。
し
か
し
、
彼
が
ウ
ュ
ル
ツ
ブ

ル
グ
大
学
在
学
当
時

同
と
と

g
〈
O
ロ
叶
O
M
g
円
が
外
科
学
と
眼
科
学
と
を
講
義
し

Q
∞E
lH∞ωω
〉
、
彼
の
祖
父

開
白
ユ
関
白
回
目
当
門
〈
O
ロ
ω
芯
σ
。E
が
同
大
学
で
外
科

-
解
剖

・
産
科

・
眼
科
の
諸
学
を
講
義
し
た
し
、
彼
の
伯
父

同
凶
同
門
町
】
巾
F

〈
O
ロ

ω仲
mwσo-仏

も
同
大
学
で
眼
科
学
を
講
義
し
た
と
い
う
か
ら
、
以

上
諸
氏
の
影
響
を
受
け
た
と
と
は
当
然
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
彼
が
眼
科
学
に
特
別
深
い
興
味
を
抱
い
て
各
地
の
碩
学
の
門
を
た
た
い
た
と

い
う
事
実
は
な
い
。

シ
l
ボ
ル
ト
が
わ
が
眼
科
に
彰
響
を
与
え
た
事
項
を
要
約
列
挙
し
て
み
る
と、

(3) (2) (1) 

審
物
に
よ

っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
西
洋
眼
科
を
実
地
に
つ
い
て
指
導
伝
授
し
た
。

(
西
洋
服
科
学
臨
床
講
義
の
始
め
)

解
剖
学
に
立
脚
し
た
眼
疾
患
の
分
類
を
教
示
し
た
。

西
洋
で
発
達
し
た
開
眼
手
術
、

特
に
光
学
的
虹
彩
切
除
術

(45--ssnug包
含
P

同
・
。
・
∞

2
6
な
ら
び
に
、
白
内
障
摘
出
手
術

(E
n
ρ
ロ
g
口
同
三
巴
)
な
ど
を
実
施
し
た
。

(4) 

西
洋
眼
科
薬
剤
の
使
用
法
と
製
法
の
伝
授
、
特
に
散
瞳
薬
を
伝
え
た
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
散
瞳
薬
と
白
内
障
手
術
と
に
限
っ

て
述
べ
る
。

二
、
シ

l
ボ
ル
ト
散
瞳
薬
伝
授
に
つ
い

て
の
試
論
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シ
l
ボ
ル
ト
と
一
吉
え
ば
散
瞳
薬
、

そ
し
て
散
瞳
薬
と
言
え
ば
土
生
玄
碩
(
幕
府
眼
科
医
官

ロ

S
l
H
E
g
が
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
色
々

の
史
料
か
ら
考
え
て
み
る
と
、

シ
l
ボ
ル

ト
が
最
初
に
わ
が
国
の
医
師
へ
散
瞳
薬
を
伝
授
し
た
人
物
で
あ
る
ζ

と
は
明
確
で
あ
る
が
、
之
れ
を

最
初
に
伝
授
さ
れ
た
人
物
は
、
決
し
て
土
生
玄
碩
で
は
な
い
。
彼
以
前
に
、
既
に
散
瞳
薬
を
識
り
且
つ
之
れ
を
実
用
し
て
い
た
人
物
と
し
て
、

少
な
く
と
も
三
名
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
、
高

良
斎
〈
「
眼
科
便
用
」
、
「
西
説
限
科
必
読
」
、

何
れ
も

「
泰
西
眼
科
必
読
」
な
ど
。

未
刊
稿
本
と
し
て
伝
わ
る
〉
、
馬
島
国
如
(
秘
薬
環
製
品
品
川
〉
お
よ
び
本
庄
普
一

(
「
績
眼
科
錦
嚢
」
天
保
八
年
刊
〉
で
あ
る
。
当
時
幕
府
最
高
の

眼
科
医
官
で
あ
っ
た
土
生
玄
碩
、
玄
昌
父
子
が
全
く
散
瞳
薬
を
識
ら
な
か
っ
た
と
い
う
と
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
彼
等
は
、
審
物
か
人
伝
え
か

に
よ
っ
て
散
瞳
薬
を
識
り
、
既
に
秘
薬
と
し
て
実
用
し
始
め
ら
れ
て
い
た
と
と
も
知
っ
て
い
た
。
但
し
、
シ
l
ボ
ル
ト
伝
授
の
乙
の
薬
剤
が
長

崎
か
ら
東
進
し
て
実
用
に
供
さ
れ
て
い
た
疑
い
が
濃
く
、
江
戸
で
は
未
だ
実
見
す
る
機
会
が
無
か
っ
た
。

ζ

の
よ
う
な
時
期
に
、
シ
l
ボ
ル
ト

が
江
戸
に
到
達
し
た
と
い
う
の
が
正
し
い
。

シ
l
ボ
ル
ト
著
「
江
戸
参
府
紀
行
」

シ
l
ボ
ル
ト
が
江
戸
で
眼
科
医
の
前
で
散
瞳
薬
の
実
験
を
実

(
斎
藤

信
訳
平
凡
社
版
)
に
よ
れ
ば
、

施
し
た
の
は
、
文
政
九
年
(
一
八
二
六
年
)
四
月
二
五
日
(
旧
三
月
一
九
日
〉
の
乙
と
で
あ
る
。
即
ち
、
同
書
に
は

「
四
月
二
五
日

将
軍
の
侍
医
、
特
に
眼
科
医
の
訪
問
を
・
つ
け
る
。
私
は
眼
科
に
つ
い
て
の
書
物
と
眼
科
関
係
の
機
械
を
一
緒
に
見
せ
る
。

瞳
孔
を
ベ
ラ
ド
ン
ナ
に
よ
っ
て
広
げ
る
若
干
の
実
験
を
行
な
う
。
そ
の
著
し
い
効
能
に
大
喝
采
を
博
す
。
以
下
略
」

こ
こ
に
お
い
て
、
初
め
て
土
生
氏
は
、
散
瞳
薬
を
実
見
し
、
且
つ
、
若
干
入
手
す
る
乙
と
が
出
来
た
。
し
か
し
、
土
生
父
子
は
わ
が
国
に
お

す
れ
ば
そ
の
場
所
や
製
法
の
伝
授
を
シ

l
ボ
ル
ト
に
求
め
た
が
彼
は
容
易
に
伝
授
し
な
か
っ
た
。

い
て
散
瞳
薬
は
産
出
す
る
か
?

乙
と
に
お
い
て
、

シ
1
ボ
ル
ト
求
め
る
と
乙
ろ
の
将
軍
家
紋
服
を
与
え
て
、
そ
の
結
果
、
散
瞳
薬
の
存
在
と
製
法
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
。

後
日
、
シ
l
ボ
ル
ト
事
件
起
こ
り
、
当
時
国
禁
の
紋
服
を
外
国
人
に
贈
与
し
た
罪
に
よ
っ
て
、
土
生
父
子
は
重
刑
を
受
け
る
身
に
な
っ
た
。
し

か
し
、
之
れ
に
よ
っ
て
散
瞳
薬
は
わ
が
国
へ
伝
わ
り
彼
の
功
績
は
眼
科
学
の
発
達
に
寄
与
す
る
乙
と
甚
だ
大
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
俗
説
で
あ

る
。
土
生
父
子
シ

l
ボ
ル
ト
関
係
史
料
は
、

事
件
発
覚
と
同
時
に
極
力
消
滅
に
つ
と
め
た
ら
し
く
現
存
資
料
は
甚
だ
少
な
い
の
で
、
創
作
や
想
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像
が
加
え
ら
れ
て
史
実
を
誤
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
乙
と
が
多
い
。

シ
l
ボ
ル
ト
が
散
瞳
薬
伝
授
の
交
換
条
件
と
し
て
将
軍
家
紋
服
を
求
め
た
と
い
う
史
料
は
未
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
し
、
シ
l
ボ
ル
ト
自
身

は
当
時
、
既
に
わ
が
国
に
お
い
て
も
実
用
化
し
始
め
て
い
た
乙
の
薬
剤
は
、
紋
服
と
交
換
条
件
に
な
る
程
、
珍
貴
な
も
の
と
は
思
っ
て
い
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
紋
服
を
更
ら
に
低
く
評
価
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
、
か
ね
て
蘭
館
高
官
た
ち
、
特
に
、
甲
比
丹
ス
ト
ウ
ル
レ
ル
、
シ
l
ボ
ル
ト
ら
が
将
軍
家
紋
服
を
望
ん
で
い
た
乙
と
は
事
実
で
あ
っ

て
、
土
生
父
子
が
先
に
ス
ト
ウ
ル
レ
ル
に
紋
服
を
贈
り
、
散
瞳
薬
伝
授
の
下
心
か
ら
、
希
望
な
れ
ば
シ

l
ボ
ル
ト
に
も
贈
る
と
い
う
様
な
申
出

を
し
た
乙
と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
散
瞳
薬
伝
授
の
前
後
二
回
以
上
に
わ
た
っ
て
紋
服
を
贈
っ
た
疑
い
も
あ
る
。

ハ呉

秀
三
土
生

玄
碩
先
生
伝
「
土
生
玄
碩
先
生
第
百
五
十
年
記
念
会
贈
位
祝
典
記
事
」
大
正
五
年
〉

文
政
九
年
、
土
生
氏
の
用
人
神
保
玄
貞
が
そ
の
門
人
田
野
辺
意
休
に
贈
っ
た
書
簡
(
小
川
剣
三
郎
「
日
本
股
科
小
史
」

「
先
年
和
閑
人
参
り
候
節
医
師
シ

l
ボ
ル
ト
よ
り
目
本
唐
土
に
も
無
之
秘
方
秘
術
等
伝
授
い
た
し
候
に
付
願
の
上
度
々
参
り
居
り
候
処
、

|
ボ
ル
ト
紋
服
望
み
候
故
、
側
に
居
り
合
候
者
の
す
す
め
に
よ
り
御
紋
服
を
造
候
由

一
六
五
頁
)
に
は
、

以
下
略
」

即
ち
、

「
側
に
居
り
合
候
者
の
す
す
め
に
よ
り
」
贈
呈
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

乙
の
す
す
め
た
人
物
が
、
果
た
し
て
ス
ト
ウ
ル
レ
ル
か

幕
府
医
官
で
あ
っ
た
か
判
明
し
な
い
。

更
ら
に
、
既
述
の
史
実
は
、
文
政
十
二
年
(
一

八
二
九
〉
十
二
月
十
六
日
土
生
玄
碩
改
易
申
渡
書
に
よ

っ
て
確
認
す
る
乙
と
が
出
来
る
。

一寸

西
丸
奥
医
師

土
生
玄
碩
(
寅
六
十
九
〉
同
道
人
寄
合
医
師
久
志
本
左
京
、
上
回
東
哲

前
略
:
:
:
伝
授
受
度
存
、
夜
中
忍
候
雨
、
度
々
罷
越
、
阿
蘭
人
と
懇
意
を
結
び
候
得
共
、
容
易
に
者
伝
授
致
問
敷
、
カ
ピ
タ
ン
へ
相
頼
候
わ

ば
可
然
と
存
付
、
カ
ピ
タ
ン
へ
歓
候
品
追
し
渡
、
居
合
候
者
之
教
に
任
せ
、
何
之
思
慮
も
無
之
、
着
し
居
候
御
召
御
紋
之
羽
織
を
差
遣
、
薬
法

伝
授
之
儀
取
計
呉
候
様
相
頼
申
処
、
シ
l
ボ
ル
ト
儀
も
右
体
之
品
希
望
、
申
間
候
に
付
、
其
後
時
服
御
紋
付
御
雌
子
差
遣
し
候
処
、
薬
法
伝
授

致
呉
候
問
、
為
謝
礼
尚
又
御
紋
服
差
遣
候
段
:
:
:
以
下
略
」
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以
上
の
史
料
か
ら
考
按
し
て
み
る
と
、

シ
l
ボ
ル
ト
が
江
戸
で
散
瞳
薬
の
実
験
を
行
な
っ
た
時
に
は
、
既
に
わ
が
国
医
師
の
間
で
は
之
れ
を

識
り
、
又
、
実
用
さ
れ
始
め
て
い
た
。
当
時
幕
府
最
高
の
眼
科
医
宮
で
あ
っ
た
土
生
玄
碩
、
玄
昌
父
子
は
散
瞳
薬
入
手
を
あ
せ
り
、

シ

l
ボ
ル

ト
江
戸
滞
在
の
好
機
を
逸
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
散
瞳
薬
の
伝
授
は
、

シ
l
ボ
ル
ト
の
方
か
ら
将
軍
家
紋
服
を
交
換
条
件
と
し
て
申
出

た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
土
生
玄
碩
の
方
か
ら
積
極
的
に
贈
与
し
た
も
の
で
あ
る
。
而
も
、
改
易
申
渡
警
に
よ
る
と
、

「
居
合
候
者
の
教

え
に
任
せ
」
着
用
の
御
召
御
紋
之
羽
織
を
贈
呈
し
、
更
ら
に
、
時
服
御
紋
服
御
機
子
を
贈
呈
し
、

乙
乙
で
散
瞳
薬
の
伝
授
を
受
け
、

そ
の
謝
礼

と
し
て
三
度
目
に
も
御
紋
服
を
贈
与
し
た
こ
と
に
な
る
。

突
に
三
固
に
亘
っ
て
当
時
国
禁
の
御
紋
服
を
贈
っ
た
玄
碩
は
、
「
た
だ
何
の
思
慮
も

無
之
」
理
由
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
大
い
に
検
討
を
要
す
る
課
題
で
あ
る
。

尚
お
、
不
思
議
に
思
わ
れ
る
こ
と
は
、

シ
l
ボ
ル
ト
所
持
土
生
玄
碩
贈
与
の
御
紋
服
発
覚
の
乙
と
で
あ
る
。
シ

l
ボ
ル
ト
事
件
の
発
端
は
、

必
ず
し
も
蘭
船
コ
ル
、
不
リ
ウ
ス
、

ハ
ウ
ト
マ
ン
号
の
破
損
の
み
に
限
ら
ず
、
間
宮
林
蔵
の
密
告
も
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
事

件
発
生
か
ら
シ
!
ボ
ル
ト
居
宅
検
索
ま
で
十
日
程
も
日
数
が
経
っ
て
い
た
の
で
、

そ
の
聞
に
、
シ

l
ボ
ル
ト
は
地
図
そ
の
他
重
要
史
料
は
複
写

し
、
又
、
蘭
館
長
に
極
秘
保
管
を
依
頼
し
た
事
実
が
あ
る
。
土
生
氏
贈
呈
の
紋
服
は
シ
|
ボ
ル
ト
居
宅
に
あ
っ
た
か
ら
容
易
に
隠
匿
出
来
た
筈

で
あ
る
が
、
事
実
は
そ
の
居
宅
で
押
収
発
覚
さ
れ
た
土
生
氏
一

家
は
悲
惨
な
結
果
を
招
い
た
。
シ

l
ボ
ル
ト
は
、
紋
服
が
国
禁
の
品
で
あ
る
こ

と
を
重
視
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
次
ぎ
に
、
シ

l
ボ
ル
ト
伝
授
の
散
瞳
薬
の
本
態
に
つ
い
て
言
及
し
て
み
よ
う
。
従
来
、
ハ
シ
リ
ド
コ

シ
l
ボ
ル
ト
か
ら
西
洋
眼
科
を
指
導
さ
れ
た
第
一
人
者
、
一両

口、

マ
ン
ダ
ラ
蔓
陀
緩
華
、

チ
ョ
ウ
セ
ン
ア
サ
ガ
オ
な
ど
諸
説
が
あ
る
。

良
斉

(
一
七
九
九

l
一
八
四
六
)
の
遺
稿
、
「
眼
科
使
用
」
、
「
西
説
眼
科
必
読
」
に
は
、
次
の
記
載
が
あ
る
。

「
吾
シ

i
ボ
ル
ト
先
生
能
く
此
頁
若
の
煎
擦
を
用
い
た
り
、
頁
若
和
名
ハ
シ
リ
ド
コ
ロ
と
云
う
、
深
山
陰
地
に
生
ず
、
宜
し
く
自
ら
採
取
し

新
に
製
し
用
う
ベ
し
、

オ
ン
セ
ン
ノ
ヲ
ル
ト
日
く
、

ヒ
ヨ
シ
ャ

i
ム
煎
放
…
も
同
効
な
り
、
欠
く
に
遭
へ
ば
代
え
用
う
ぺ
し
」

江
戸
参
府
の
途
次
、
宮
で
水
谷
豊
文
(
一
七
九
一

1
一
八
三
一
ニ
〉
の
植
物
標
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
、

シ
l
ボ
ル
ト
が
見
出
し
た
の
は
ハ
シ

リ
ド
コ
ロ
に
相
違
な
く
、
江
戸
で
は
土
生
父
子
が
ロ

i
ト
エ
キ
ス
の
製
法
を
教
示
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。
私
蔵
の
「
眼
科
新
書
」
の
頁
若
の
項
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の
欄
外
に
悉
鳩
答
、

蔓
陀
羅
花
、

比
与
私
沙
謀
斯
等
煎
熱
大
概
同
効
外
敷
瞳
孔
聞
大
之
奇
効
と
朱
書
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ

頁
若
、
烏
頭
、

る
。
シ

l
ボ
ル
ト
事
件
後
、
間
も
な
く
右
の
諸
薬
が
散
瞳
薬
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

、
シ
l
ボ
ル
ト
の
白
内
障
手
術

古
代
イ
ン
ド
人
に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
た
白
内
障
手
術
ハ
墜
下
法
)
は
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
そ
の
術
式
や
器
械
に
改
良
進
歩
を
と
げ
つ
つ

と
乙
ろ
が

一
七
四
五
年
四
月
八
日
フ
ラ
ン
ス
人
ダ
ビ
エ
ル

E
2
cg
U白
5
0
-

実
に
十
八
世
紀
中
葉
に
い
た
る
ま
で
実
施
さ
れ
て
い
た
。

5
8
1弓
O
N

が
水
晶
体
摘
出
と
い
う
白
内
障
手
術
を
行
な
っ
て
近
世
眼
科
学
に
革
新
を
も
た
ら
し
た
。
当
時
乙
の
手
術
は
術
者
は
立
ち
患
者
は

椅
子
に
座
し
て
相
対
し
、
手
指
を
以
て
開
眼
し
、
角
膜
切
開
は
角
膜
万
(
槍
状
万
)
を
以
て
そ
の
下
方
全
周
の
約
三
分
の
二
程
も
切
開
し
て
水

晶
体
を
娩
出
し
た
。
彼
は
、
ダ
ビ
エ
ル
匙
の
考
按
そ
の
他
色
々
の
工
夫
を
し
た
が
、
結
局
槍
状
万
を
使
用
す
る
下
方
切
開
法
で
終
っ
た
。
ダ
ピ

エ
ル
白
内
障
手
術
の
光
景
は

マ
ル
セ
イ
ユ
美
術
館
に
メ
イ
ン

E
5ロロ
ω
富
合
ロ

筆
の
名
画
が
所
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
し
、

彼
が
は
じ
め
て
摘
出

手
術
を
施
行
し
た
サ
ン
テ
ス
プ
リ
病
院
(
現

出

og
--Eg〉
前
庭
に
ダ
ピ
エ
ル
記
念
像
が
た
て
ら
れ
て
い
る
。

わ
が
国
に
お
い
て
も
白
内
障
墜
下
法
手
術
は
盛
ん
に
行
な
わ
れ
、
そ
の
術
式
に
は
改
良
す
る
と
乙
ろ
が
少
な
く
な
い
。
シ

l
ボ
ル
ト
渡
来
前

後
の
頃
に
は
、
馬
島
流
、
竹
内
流
、
土
生
流
、
田
原
流
な
ど
日
本
眼
科
目
家
と
称
し
て
有
名
で
あ
っ
た
が
、
是
等
は
何
れ
も
白
内
障
手
術
を
以

て
知
ら
れ
て
い
た
。
当
時
わ
が
国
で
は
そ
の
手
術
の
詳
細
に
つ
い
て
は
秘
伝
と
称
し
て
公
開
し
な
か
っ
た
が
、
現
存
の
断
片
史
料
か
ら
推
す
に

諸
流
派
で
行
っ
た
白
内
障
手
術
は
何
れ
も
墜
下
法
に
終
始
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ダ
ビ
エ
ル
発
明
の
摘
出
法
は
、
輸
入
洋
書
に
よ
っ
て
多
少
の

知
識
は
あ
っ
て
も
、
到
底
実
施
す
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
乙
の
手
術
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
可
な
り
長
い
間
、
患
者
の
眼
部
が
安
静
に
保
持
せ

ら
れ
る
と
と
と
水
品
体
を
虹
彩
瞳
孔
領
か
ら
娩
出
す
る
た
め
散
瞳
が
必
要
で
あ
っ
た
。
従
来
、
シ
i
ボ
ル
ト
の
光
学
的
虹
彩
切
除
術
に
つ
い
て

は
説
か
れ
た
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
白
内
障
手
術
に
つ
い
て
は
言
及
し
た
も
の
が
な
か
っ
た
。
私
は
、
昭
和
四
十
二
年
(
医
諒
三

O
周
年
記
念

大
会
〉
に
私
蔵

良
斎
訳
著
「
泰
西
眼
科
必
読
」

(
乙
の
書
は
、
従
来
知
ら
れ
て
い
る
訳
著
「
西
説
眼
科
必
読
」
と
全
く
同
じ
も
の
)
の

高
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色
内
障
手
術
に
関
す
る
事
項
を
挙
げ
て
、
高

良
斎
が
シ

l
ボ
ル

ト
心
許
で
修
得
し
た
白
内
障
手
術
に
つ
い
て
発
表
し
た
臼

本
書
の
原
典
は
ド
イ
ツ
語
本
H
O
E
白
ロ
ロ
〉
ロ
mE
2
3
H
Z
gロ
ロ
見
記

15
8
著

F
ov
号
己
n
F
己

2
n
E円・
N
ロ
〈
O
ユ
∞∞
口口問問ロ

F
O
F
U
N
-
m

そ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
本
ト
F
S
号
O
O
W

【目
。
門
出
2

-
W
C
D
門戸。

〈
告
』
・H
・〉・
、口
2
5
2ロ門戸
00門
〉

-gロ
同

0
5
5口
〉
B
印昨
日
仏
白
自

の
眼
科
の
部
を
和
訳
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
良
斎
自
ら
内
容
を
検
討
し
て
シ
|
ボ
ル
ト
眼
科
を
添
加
し
、
更
ら
に
、
眼
科
医
と
し
て
良
斎
の
臨

床
経
験
を
加
筆
し
て
い
る
。
単
な
る
チ
ッ

ト
マ
ン
外
科
書
眼
科
部
の
直
訳
書
で
は
な
い
。
即
ち
、
本
書
(
「
眼
科
必
読
」
〉
に
よ
っ
て
、
シ
l
ボ

H

∞。。
l
N

で
、

ル
ト
渡
来
当
時
の
西
洋
眼
科
の
大
要
と
シ

i
ボ
ル
ト
眼
科
と
を
知
る
乙
と
が
出
来
る
。

本
書
(
巻
一
二
〉
に
収
載
さ
れ
て
い
る
白
内
障
手
術
を
紹
介
す
る
と
次
の
様
で
あ
る
。

@ 
合 (1)
併
症
な
き
乙
と

手
術
の
適
応
(
許
針
症
)

@
光
覚
の
あ
る
こ
と

。
瞳
孔
対
光
反
応
正
常

@
軽
度
な
虹
彩
後
癒
着
は
差
支
な
し

の
手
術
後
、
視
力
不
良
者
は
眼
鏡
の
助
け
を
借
る
べ
し

@
中
年
者
は
少
年
者
よ
り

も
手
術
結
果
が
よ
い
。
@
近
視
眼
は
手
術
後
そ
れ
が
治
す
る
こ
と
あ
り

凶

手
術
前
の
準
備

手
術
前
半
時
許
り
前
に
、
阿
片
二
|
三
グ
レ
ン
を
砂
糖
に
研
和
し
て
与
う
。
@
夏
若
煎
剤
を
以
て
瞳
孔
を
散
大
せ
し
む
。
直
若
和
名
ハ

此
手
術
は
記
載
す
る
と
言
え
ど
も
、
親
し
く
煉
熟
せ
る
師
に
従
っ
て
見
聞
す
る
に
非
ん
ば
不
能
な
り
。
余

シ
l
ボ
ル

ト
の
行
な
う
処
を

@ 

シ
リ
ド

コ
ロ
深
山
陰
地
に
生
ず
、

(以
下
前
文
と
同
様
)

円。西
洋
で
は
椅
子
に
坐
せ
し
め
て
術
を
施
す
。
我
邦
に
於
て
は
仰
臥
せ
し
め
て
施
術
す
。
医
師
患
者
の
頭
上
に
坐
し
、
右
眼
の
と
き
は
右

医
師
(
手
術
者
)
と
患
者
と
の
位
置

手
を
使
用
す
、
左
限
の
と
き
は
患
者
の
脇
側
に
坐
し
て
右
手
を
以
っ
て
刺
す
。
想
う
に
我
邦
の
便
宜
な
る
に
し
く
は
な
し
。

凶

手
術
々
式

@
摘
出
法
(
剥
出
法
)
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実
験
せ
り
。
摘
出
し
た
る
灰
白
内
障
を
舌
上
に
載
せ
味
う
に
戯
か
り
き
。
此
法
実
に
称
誉
す
る
に
耐
た
り
、然
れ
ど
も
行
い
難
き
症
あ
り
。

@
墜
下
法
(
下
墜
法
)

下
墜
法
に
至
り
て
は
吾
輩
家
秘
の
術
、
穏
妥
に
し
て
功
西
医
に
ゆ
ず
ら
ず
。
家
厳
錦
国
(
良
斎
の
義
父
)
特
に
此
術
に
長
ぜ
り
、
余
も
今

に
至
る
迄
自
ら
行
う
て
功
を
着
.
さ
る
こ
と
少
し
。

四
、
む

す

び

シ
l
ボ
ル
が
渡
来
し
て
わ
が
眼
科
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
乙
と
は
明
確
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
渡
米
百
年
記
念
当
時
に
は
梢
誇
強
し
て

顕
彰
さ
れ
た
傾
向
が
あ
る
。
又
、
史
説
に
も
若
干
検
討
を
要
す
る
点
を
認
め
る
。

山
シ

l
ボ
ル
ト
自
身
は
、
散
瞳
薬
、
和
名
ハ
シ
リ
ド

コ
ロ
浸
剤
を
秘
薬
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。

間
彼
の
渡
来
以
後
そ
の
伝
授
に
よ
っ
て
次
第
に
実
用
し
始
め
て
い
た
。

間
土
生
玄
碩
は
、
当
時
幕
府
最
高
眼
科
医
官
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
そ
の
入
手
を
あ
せ
り
す
ぎ
た
。

凶
当
時
国
禁
の
将
軍
家
紋
服
贈
与
は
、
三
固
に
一
日
一
っ
て
行
な
わ
れ
、
む
し
ろ
、
玄
碩
の
方
か
ら
進
ん
で
贈
呈
し
た
。

同
シ

l
ボ
ル
ト
事
件
発
生
後
約
十
日
後
に
そ
の
居
宅
か
ら
土
生
氏
贈
与
の
紋
服
が
見
つ
か
り
押
収
さ
れ
た
。
シ

l
ボ
ル
ト
は
何
故
乙
の
期
間

内
に
国
禁
の
品
を
隠
匠
し
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

附
白
内
障
摘
出
手
術
の
手
技
は
、
シ
l
ボ
ル
ト
に
よ
っ
て
伝
授
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
手
技
が
未
熟
で
あ
っ
た
の
で
失
敗
例
多
く
、
従

来
の
墜
下
法
に
ま
さ
る
術
式
と
は
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
シ

l
ボ
ル
ト
の
高
弟
高

良
斎
も
旧
来
の
墜
下
法
を
推
奨
し
た
。

ハ
昭
和
四
八
年
十
月
十
日
記
V
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主

要

文

献

山
小
川
剣
三
郎
著
稿
本
日
本
眼
科
学
史
(
明
治
三
七
年
一
九

O
四
年
)

間
土
生
玄
碩
先
生
第
百
五
十
年
記
念
会
贈
位
祝
典
記
事
(
大
正
五
年
一
九
一
」
ハ
年
)

間
福
島
義
一
著
日
本
眼
科
史

・
日
限
全
書
第
一
巻
第
一
分
冊
(
昭
和
二
九
年
一
九
五
四
年
)

頁
図
譜
文
献
参
照
)

凶
山
賀
勇
著
世
界
眼
科
史
と
日
本
眼
科
史
日
限
全
書
第
一
巻
第
二
分
冊

(
昭
和
二
九
年
一
九
五
四
年
)

悶
板
沢
武
雄
著
シ
l
ボ
ル
ト
人
物
議
室
田
四
五
(
昭
和
三
五
年
一
九
六

O
年
)

刷
中
泉
行
正
著
日
本
眼
科
史
明
治
前
日
本
医
学
史
第
四
巻
(
昭
和
三
九
年
一
九
六
四
年
)

m
福
島
義
一
著
高
良
斎
著
「
泰
西
眼
科
必
読
」
と
同
蓄
に
収
載
せ
ら
れ
た
白
内
障
手
術
に
関
す
る
事
項

年
)吉

益
東
洞
顕
彰
楳
除
裏
式
が
行
わ
れ
る

去
る
十
一
月
十
日
に
広
島
市
に
お
い
て
吉
益
東
洞
の
顕
彰
碑
の
除
幕
式
が

お
ど
そ
か
に
行
わ
れ
た
。
顕
彰
碑
は
広
島
医
師
会
館
の
前
庭
に
建
立
さ
れ
た

が
、
非
常
に
モ
ダ
ン
な
形
で
、
医
師
会
館
の
建
物
と
の
調
和
が
と
れ
る
よ
う

に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

ζ

れ
は
未
来
に
向
っ
て
飛
開
閉
す
る
が
如
き
形
を
示
し
、

吉
益
東
洞
の
万
病
一
毒
の
理
念
を
象
徴
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
作
者
は
空
充

秋
氏
。

(
同
書
日
本
に
於
け
る
散
瞳
薬
の
歴
史
=
二

l
一
一
一
六

医
譜
第
五
三
号
(
昭
和
四
二
年
一
九
六
七

除
幕
式
の
前
夜
に
中
国
新
聞
社
の
ホ
ー
ル
で
小
川
鼎
三
氏
の
吉
益
東
洞
を

中
心
に
し
た
江
戸
時
代
の
医
学
の
思
潮
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
、
ひ
き
つ
づ

き
西
丸
和
義
氏
の
吉
益
東
洞
の
学
徒
と
し
て
の
姿
を
西
洋
の
学
問
と
比
較
し

な
が
ら
豊
富
な
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
、
流
暢
な
話
を
す
す
め
ら
れ
、
聴
衆
を

魅
了
し
た
。

広
島
県
は
日
本
の
医
史
学
の
泰
斗
富
士
川
瀦
氏
の
生
地
で
も
あ
り
、
乙
と

で
こ
の
よ
う
な
催
し
が
行
わ
れ
た
乙
と
に
、
富
士
川
先
生
の
血
が
脈
々
と
流

れ
て
い
る
乙
と
を
感
慨
深
く
、
改
め
て
感
じ
た
。
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「
放
射
線
医
学
史
」
舘
野
之
男
著岩

波
書
庖
発
行

「
放
射
線
医
学
史
」
と
い
っ
て
も
レ
ン
ト
グ

γ
先
生
の
X
線
発
見
以
来
、

未
だ
八
十
年
に
も
満
た
な
い
今
日
、
医
学
史
全
体
の
彪
大
な
流
れ
か
2

り
す
れ

ば
奇
異
な
感
じ
と
み
る
向
き
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
前
世
紀
末
の

X
線
、
ラ
ジ
ウ
ム
発
見
な
ど
泰
明
期
か
ら
現
在
ま
で
の
短
期
聞
に
於
け
る
ζ

の
分
野
の
進
歩
は
陸
自
す
べ
き
も
の
で
特
に
第
二
次
大
戦
後
、
電
子
工
学
の

進
歩
や
ラ
ジ
オ
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
導
入
に
寄
与
す
る
診
断
並
び
に
治
療
技
術
の

飛
躍
的
進
歩
、
ま
た
原
爆
後
遺
症
な
ど
放
射
線
障
害
に
対
す
る
一
般
人
の
認

識
等
も
相
侠
っ
て
医
療
に
占
め
る
放
射
線
医
学
の
比
重
は
益
々
増
大
す
る
一

方
で
あ
る
。

と
乙
ろ
で
医
学
史
的
考
察
と
い
え
ば
停
年
後
、
或
は
そ
れ
に
近
い
碩
学
家

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
の
が
常
の
よ
う
で
あ
る
が
乙
の
蓄
の
著
者
、
舘
野
氏

は
新
進
気
鋭
、
働
き
盛
り
の
学
徒
で
あ
る
。
放
射
線
医
学
の
如
く
急
速
に
発

展
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
学
闘
を
始
発
点
か
ら
現
時
点
ま
で
概
観
す
る
に
は
氏
の

よ
う
に
綿
密
且
、
柔
軟
性
の
あ
る
頭
脳
の
持
主
に
し
て
始
め
て
可
能
と
な
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。

現
在
の
放
射
線
医
学
は
余
り
に
も
彪
大
な
体
系
を
有
す
る
た
め
に
近
年
は

臨
床
面
で
X
線
診
断
学
、
放
射
線
治
療
学
、
ラ
ジ
オ
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
を
主
と

す
る
核
医
学
、
基
礎
面
で
生
物
学
、
物
理
学
、
障
害
及
び
防
護
な
ど
専
門
的

分
野
に
分
化
す
る
傾
向
に
あ
る
。
乙
の
蓄
は
と
れ
ら
の
各
部
門
の
成
立
と
そ

の
発
展
的
過
程
に
つ
い
て
千
数
百
に
及
ぶ
文
献
的
考
察
を
行
な
う
と
共
に
単

な
る
温
故
知
新
的
発
想
で
な
く
前
向
き
に
著
者
の
卓
見
を
折
り
込
ん
だ
点
で

医
学
史
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
放
射
線
医
学
全
般
に
亘
る
概
論
と
い
っ
た
方

が
適
切
か
も
知
れ
な
い
。
と
れ
ま
で
我
が
国
の
政
射
線
医
学
史
に
関
す
る
書

と
し
て
は
後
藤
五
郎
名
誉
教
授
の
労
作
「
放
射
線
医
学
史
考
」

・
明
治
大
正

篇
及
び
昭
和
篇
(
昭
和
二
十
年
ま
で
)
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
最
近
の
よ

う
に
専
門
分
野
に
細
分
化
す
る
と
自
分
の
守
備
範
囲
が
手
一
杯
で
他
の
分
野

を
詳
し
く
の
ぞ
く
余
裕
が
な
く
な
り
が
ち
で
あ
り
、
乙
の
書
の
よ
う
に
放
射

線
医
学
全
体
の
広
汎
な
領
域
に
つ
い
て
概
論
的
に
解
説
さ
れ
た
も
の
は
類
が

な
い
の
で

一
般
医
家
の
み
な
ら
ず
放
射
線
関
係
者
に
と
っ
て
も
誠
に
便
利
で

あ
る
。
無
論
、
個
々
の
専
門
家
に
と
っ
て
は
食
い
足
り
な
い
点
も
多
か
ろ
う

が
本
書
の
目
的
が
歴
史
的
ア
プ
ロ

ー
チ
か
ら
放
射
線
医
学
を
綜
覧
す
る
乙
と

に
あ
る
以
上
、
当
然
で
あ
ろ
う
。

尚
、
最
近
問
題
に
な
り
つ
つ
あ
る
診
療
に
ま
つ
わ
る
放
射
線
障
害
や
防
護
、

最
大
許
容
線
量
の
概
念
な
ど
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
点
か
ら
放
射
線
医
学
関

係
者
だ
け
で
な
く
実
地
医
家
に
も
一
読
の
価
値
あ
る
書
と
恩
わ
れ
る
。

東
京
医
科
歯
科
大
学
助
教
授
堀
内
淳
一
(
放
射
線
科
)
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鶏
医
範
提
綱

鶏
医
範
提
綱

• 解
説

順
天
堂
大
mr教
佼

)11 

鼎

字
国
川
玄
真
(
一
七
六
九

i
一
八
三
四
)
の
著
「
和
蘭
内
景
医
範
提
綱
」
は
文

化
二
年
(
一
八

O
五
)
の
出
版
で
、
十
九
世
紀
の
前
半
、
西
洋
医
学
に
志
を
も
っ

日
本
人
が
、
お
そ
ら
く
誰
で
も
が
ま
ず
描
い
た
一
書
で
あ
っ
た
と
お
も
う
。
解
剖

学
を
主
と
す
る
が
、
生
理
学
、
病
理
学
を
も
ん
日
せ
説
い
て
い
て
、
西
洋
医
学
の
精

髄
を
明
快
、
簡
略
に
紹
介
し
た
傑
作
で
あ
る
。
二
一年
後
の
文
化
五
年
に
そ
の
付
図

と
し
て
「
内
象
銅
版
図
」
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
亜
欧
堂
回
善
の
作
で
あ
る
。

日
本
で
最
初
の
銅
版
解
剖
図
と
し
て
名
高
い
。
お
そ
ら
く
こ
の
付
図
は
当
時
で
も

高
価
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。

玄
真
は
西
洋
の
解
剖
書
数
穐
か
ら
訳
し
と
っ
て
泣
西
医
範
三
十
巻
を
つ
く
っ
た

が
、
川
他
大
な
の
で
、
そ
の
綱
要
を
ま
と
め
て
医
範
従
綱
と
名
づ
け
、
こ
の
提
綱
を

テ
キ
ス
ト
に
し
て
門
人
に
西
洋
医
学
の
大
体
を
講
義
し
た
。
門
人
の
諏
訪
俊
士
徳

が
そ
れ
を
筆
記
し
務
理
し
て
、
医
範
提
綱
三
冊
本
が
で
き
上
っ
た
の
で
あ
る
。
玄

真
が
用
い
た
西
洋
解
剖
書
の
著
者
と
し
て
プ
ラ
ン
カ
ル
ツ
、
パ
ル
へ
イ
ン
、
へ
ル

へ
イ
ン
イ
ン
ス
ロ
ウ
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
医
範
提
綱
は
日
本
の
医
学
に
大

き
い
彩
特
を
あ
た
え
た
が
、
そ
の

一
つ
の
現
わ
れ
と
し
て
、

「
勝
」
や
「
腺
」
の

字
が
初
め
て
玄
真
の
創
始
し
た
国
字
と
し
て
査
場
し
て
い
る
。

全
三
巻

限

定

版

三

O
O部

頒
価
三
八
、
0
0
0
円

内
象
銅
版
図

全
一
舟

売捌所/株式会社金原商l吉

製作所/!日団法人日本医学文化保存会



日
本
医
史
学
会
々
則

第
一
条
本
会
は
日
本
医
史
学
会
と
称
す
る
。

第
二
条
本
会
は
医
史
を
研
究
し
そ
の
普
及
を
は
か
る
乙
と
を
目
的

と
す
る
。

第
三
条
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行

な・つ。
一
、
年
一
回
、
総
会
を
聞
く
。

二
、
本
会
の
機
関
誌
と
し
て
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
を
発

F

行し、

乙
れ
を
会
員
に
わ
か
っ
。

三
、
随
時
、
地
方
会
、
例
会
を
聞
き
、
研
究
発
表
、
展
観

な
ど
を
行
な
う
。

四
、
日
本
の
医
史
学
界
を
代
表
し
て
内
外
関
係
学
術
団
体

と
の
連
絡
協
力
を
は
か
る
。

五
、
そ
の
他
の
事
業
。

第
四
条
本
会
の
主
旨
に
賛
成
し
そ
の
目
的
達
成
に
協
力
し
よ
う
と

す
る
も
の
は
、

理
事
ま
た
は
評
議
員
の
紹
介
を
経
て
会
員

と
な
る
乙
と
が
で
き
る
。

第
五
条
会
員
は
会
費
と
し
て
年
額
三
O
O
O円
を
前
納
す
る
。
入

会
者
は
一

O
O
O円
を
納
入
す
る
。
た
だ
し
外
国
に
居
住

す
る
会
員
は
年
額
一
五
ド
ル
と
す
る
。

会
員
は
研
究
発
表
お
よ
び
本
会
の
事
業
に
参
加
す
る
と
と

が
で
き
る
。

本
会
に
名
誉
会
員
と
賛
助
(
維
持
〉
会
員
を
お
く
と
と
が

で
き
る
。
名
誉
会
員
は
本
会
の
事
業
に
多
大
の
貢
献
し
た

者
を
評
議
員
会
の
議
を
へ
て
推
せ
ん
す
る
。
賛
助
会
員
は

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
年
額
一
万
円
以
上
を
収
め
る
者

と
し
評
議
員
会
の
議
を
へ
て
推
せ
ん
す
る
。

第
六
条
本
会
に
次
の
役
員
を
お
く
。

一
、
役
員
は
理
事
長
、
会
長
、
理
事
、
監
事
、
幹
事
と
す
る
。

二
、
理
事
長
は
一
名
と
し
理
事
会
で
互
選
し
本
学
会
を
代

表
す
る
。

、
会
長
は
年
一
回
の
総
会
を
主
催
し
、

そ
の
任
期
は
総

会
終
了
の
固
ま
で
と
す
る
。

会
長
は
理
事
会
の
推
せ
ん
に
よ
り
理
事
長
が
委
嘱
す
る
。

四
、
理
事
は
若
干
名
と
し
、
理
事
長
を
補
佐
し
会
務
の
遂

行
に
あ
た
る
。

理
事
、
監
事
は
評
議
員
の
中
よ
り
評
議
員
会
の
縫
せ
ん

に
よ
り
理
事
長
が
委
嘱
す
る
。

玉
、
本
会
の
実
務
を
処
理
す
る
た
め
、
常
任
理
事
ニ
名
、
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幹
事
若
干
名
を
お
く
。
常
任
理
事
は
理
事
よ
り
、
幹
事
は

会
員
よ
り
理
事
長
が
任
命
す
る
。

六
、
役
員
の
任
期
は
二
年
と
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。

だ
し
会
長
を
除
く
)

以
上
の
役
員
は
総
会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
評
議
員
は
若
干
名
と
し
、
普
通
会
員
の
中
よ
り
理
事
会
の

推
薦
に
よ
り
総
会
で
決
め
る
。

評
議
員
会
は
本
会
の
重
要
な
事
項
を
議
決
す
る
。
任
期
は

役
員
に
準
ず
る
。

第
八
条
本
会
の
事
務
所
は
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内

(
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
の
一
の
一
〉
に
置
く。

第
九
条
本
会
は
理
事
長
の
承
認
に
よ
り
支
部
ま
た
は
地
方
会
を
設

け
る
乙
と
が
で
き
る
。

第
十
条
会
則
の
変
更
は
総
会
の
承
諾
を
要
す
る
。

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

投
稿
規
定

発
行
期
日

年
四
回
(
一
月
、
四
月
、七
月
、
十
月
)
末
日
と
す
る
。

投
稿
資
格

原
則
と
し
て
本
会
々
員
に
限
る
。

原
稿
形
式

原
稿
は
他
雑
誌
に
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
和
文
の
表

題
、
著
者
名
の
つ
ぎ
に
欧
文
表
題
、

ロ
ー
マ
字
著
者
名

を
記
し
、
本
文
の
終
り
に
欧
文
抄
録
を
添
え
る
乙
と
。

原
稿
は
ニ
百
字
ま
た
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
縦
書
き

の
乙
ル
}
。

原
稿
の
取
捨
選
択
、
掲
載
順
序
の
決
定
は
編
集
蚤
員
が

行
な
う
。
ま
た
編
集
の
都
合
に
よ
り
加
除
補
正
す
る
ζ

と
も
あ
る
。

著
者
負
担

表
題
、
著
者
名
、
本
文
ハ
表
、
図
版
等
を
除
く
)
で
五

印
刷
ペ

l
ジ

(
四
百
字
原
稿
用
紙
で
大
体
十
二
枚
)
ま

で
は
無
料
と
し
、
そ
れ
を
越
え
た
分
は
実
費
を
著
者
の

負
担
と
す
る
。
但
し
欧
文
原
著
に
お
い
て
は
三
印
刷
ぺ

ー
ジ
ま
で
を
無
料
と
す
る
。
図
表
の
製
版
代
は
実
費
を

徴
収
す
る
。

校

正

原
著
に
つ
い
て
は
初
校
を
著
者
校
正
と
し
、
二
校
以
後

は
編
集
部
に
て
行
な
う
。

見IJ

刷

別
刷
希
望
者
に
は
五
十
部
単
位
で
実
費
に
て
作
成
す
る
。

原
稿
送
リ
先
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
の
て
順
天
堂
大
学

医
学
部
医
史
学
研
究
室
内

日
本
医
史
学
会

編
集
委
員

大
鳥
蘭
三
郎
、
大
塚
恭
男
、
蔵
方
宏
昌
、
酒
井
シ
ヅ
、
樋
口
誠

太
郎
、
室
賀
昭
三
、
矢
部

一
郎
、
矢
数
+市一堂

編
集
顧
問

小
川
鼎
三
、
A

・
w-
ピ
l
タ
l
ソ
ン
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日

本

医

史

学

会

役

員

氏

名

(
五
十
音
順
)

理

事

長

会

長

常
任
理
事

会
計
監
事

理

事
赤

松

金

芳

今

回

見

信

大

矢

全

節

佐

藤

美

実

鈴

木

勝

戸
苅
近
太
郎

矢

数

道

明

事
大
塚
谷
津

幹

宗石緒小
田原方川

三恭
維男

富鼎
一明雄三

阿
知
波
五
郎

内

山

孝

一

緒

方

富

統

杉

靖

三

郎

中

野

操

吉

岡

博

人

酒
井

大
鳥
蘭
三
郎

主"

ヅ

和三津鈴務大石
田木崎木原塚川

杉
田

日
本
医
史
学
会
評
議
員
氏
名

(
五
十
音
順
)

JII :大 大大岩石青赤
島流矢塚治川木松

f句紀全敬勇光一金
二雄節節一昭郎芳

善事a緒大内今石安
原島方塚山市原芸

四富恭孝正 基
宏郎雄男一義明雄

阿
知
波
五
郎

石

田

憲

吾

今

回

見

信

大
鳥
蘭
三
郎

王

丸

勇

小

川

鼎

三

片

桐

一

男

金

城

清

松
正孝正敬光
系栄道夫宏節昭

久
志
本
常
孝
榊
原
悠
紀
国
郎
酒
井
シ
ヅ

酒

井

恒

佐

藤

美

実

清

水

藤

太

郎

杉

靖

三

郎

杉

田

路

道

鈴

木

正

夫

鈴

木

勝

鈴

木

宜

民

瀬

戸

俊

一

関

根

正

雄

宗

国

一

高

木

圭

二

郎

官

向

山

担

三

田

中

助

一

津

崎

孝

道

津

田

進

三

筒

井

正

弘

土

屋

重

朗

戸

苅

近

太

郎

中

泉

行

正

中

川

米

造

中

沢

修

中

西

瞥

中

山

沃

長

門

谷

洋

治

中

野

操

服

部

敏

良

福

島

義

一

藤

野

恒

三

郎

本

間

邦

則

富

士

川

英

郎

古

川

明

丸

山

博

松

木

明

知

三

浦

豊

彦

三

木

栄

三

酒

俊

一

谷

津

三

雄

山

形

倣

一

矢

数

道

明

山

下

喜

明

山

田

光

胤

安

井

広

吉

岡

樽

人

和

田

正

系

以
上

昭
道

編

集

後

記

本
号
は
昨
年
の
総
会
で
行
わ
れ
た
特
別
講
演
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
特
集
に
し
た
。
シ

l
ボ
ル
ト
が

医
師
と
し
て
ど
の
程
度
の
力
を
持
っ
て
い
た
か
を

率
直
に
論
議
し
た
の
は
今
回
が
は
じ
め
て
で
あ
っ

た。
今
年
は
解
体
新
震
発
刊
二
百
年
に
あ
た
り
そ
の

記
念
事
業
の
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
総
会
に

は
解
体
新
書
に
何
ら
か
の
か
た
ち
で
関
係
の
あ
る

演
題
に
限
っ
た
た
め
に
、
今
年
の
総
会
で
発
表
を

し
よ
う
と
予
定
さ
れ
て
い
た
の
に
、
左
記
の
越
旨

か
ら
は
ず
れ
た
と
い
う
方
も
い
る
と
阻
む
う
。
そ
の

方
に
は
例
会
、
あ
る
は
い
本
誌
上
に
て
発
表
さ
れ

ん
乙
と
を
望
ん
で
い
る
。
万
一

、
原
著
と
し
て
発

表
さ
れ
る
ま
で
に
は
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
が
、
発

表
す
る
価
値
の
あ
る
も
の
は
「
研
究
余
滴
」
の
欄

に
投
稿
し
て
下
さ
い
。

(S
)

昭
和
四
十
九
年

一
月
二
十
五
日

昭
和
田
十
九
年
一
月
三
十
日

日
本
医
史
学
雑
誌

第
二
十
巻

一
号

編

集

者

代

表

大

鳥

蘭

三

発

行

者

日

銃

部

史

件

br
鼎
一
一
一

〒
=
一
正
一
東
京
都
文
京
区
本
郷
千
丁
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学

研
究
室
内

振
替
東
京

一
五
二
五

O
番

製

作

協

力

者

金

原

出

版

株

式

会

社

医
学
文
化
保
存
会

〒
二
=一

東
京
都
文
京
区

湯
島
ニ
l
z
ア一回

者

五

協

印

刷

有

限

会

社

〒
一
七
回
東
京
都
板
橋
区

南
常
盤
台
一
ム
工
一

発印
行刷

郊

印

開
相
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9) Steven Blankaart De Nieuwe Hervo打開deAnatomie， offe ontleding des Men-
schen Lichaems gebouwed op de 却aaragtigsteen nauwkeurigste onder・

vindingen dezer Eeuw目 Amsterdam，Jan ten Hoorn， 1686. 

10) Steven Blankaart， same title as 1686， completed by een Verhandelinge van 
het Balsemen der Lighamen nooit voor desen dusdani・g bekend gemaakt. 

Amsterdam， Jan ten Hoorn， '1696. 

11) Joa. Vesling， Konstige Ontleding des menschelijken Lichaems， translated by 
Gerard Blasius. Amsterdam. Gerrit Sweerman， 1661. Joanni Veslingii Mindani 

Syntagma Anatomicum cum Commentariis exhibente Gerardo Blasio. Ultra-
jecti， apud Anthonium Schouten， 1696. 

12) Philippus Verheyen， Anatomie oft Ontleed-kundige Beschrijvinge van het 
Menschen Lichaem. Translated from the Latin by And. Domin. Sassenus. 

Tot Brussel， bij't Serstevens， 1711. 

13) Joh. Adam Kulmus Ontleedkundige Tafelen， benevens daartoe behoorende 
afbeeldingen en aanmerkingen etc. In het Nederlands vertaald door Gerard 

Dicten. Amsterdam， bij de Janssoons van Waesberge. 1734. 

14) Albrecht von Haller Biblitotheca Anatomica 1 Lib. V p.320 ed. by Gunther 
Mann， 1969. 

15) Frederik Ruysch， Opera Omnia. (Collected anatomical， medical and surgical 
works). From the Dutch edition Amsterdam， 1744. 

16) Serrurier 1129，解体発蒙，par Mitani Siyosyu Osaka， 1813. 

17) Syntagma Anatomicum， tab. XXI. 

18) Kulmus， p..97. 

19) Kulmus， p. 199. 

20) Th. Bartholin Vasa lymρhatica nuper Hafniae in animantibus inventa et in 
homine.Hafniae， 1653. Also published in Opuscula Nova， Leyden 1670， p.110. 

21) E. D. Baumann Francois de le Boe Sylvius. Leiden E. J. Brill 1949， p.67. 

22) Blankaart， 1696， p.25. 

23) Blankaart， 1678， p.42. Bartholin， 1688， p.110. 

24) Rene Descartes， Tract. de Passione Animae. Part 1， Art. 31. 

25) Kulmus， agde Tafel， quoted from p.95. 

26) Bartholin， 1696， p. 371. 

27) Blankaart， 1696， p.371. 

28) Blankaart， 1696， p. 96. 

:29) Ph. Verheyen. Animadversiones in anatomicum Blancardianum， Leuven 1693. 
Quoted from J. Banga， Geschiedenis der Geneeskunde en hare beoefenaren in 
Nederland， Leeuwarden 1668. 

30) Steven Blankaart Nadere Verhandelinge van den Omlooρdes I Blouds door 
de vezelen en deszelfs Klap. vliezen. Appended to the 1678 edition of the 
Nieuw Hervormde Anatomie. 
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Craanen and others. All of the books are written in the typical Renais-

sance style， in other words with considerable attention to the Classical 

authors， but they also contain the newer findings cast in the Christian 

a-llegorical mould of Calvinism. The illustrations are borrowed from 

Vesalius， Giulio Casserio， Bartholomeus Eustachius， and other seven-

teenth-century investigators， particularly with respect to the detailed 

structure of the vascular system. 

REFERENCES 

1) Genpaku Sugita， Dawn 01 Western Science in J aρa河， translated by Ryozo 

Matsumoto， M. A.， Ph. D.， apd Eiichi Kiyooka， Director of the International 

Center， Keio University. Hokuseido Press 1969. 

2) Ibidem， p. 24. 

3) Serrurier， L. Bibliotheque J apo叩aise. Catalogue raisonne des livres et des 

manuscripts Japonais enregistres a la Biblioth色quede l'Universite de Leyde. 

Leiden 1896. nr. 1133.重訂解体新書銅版全図，par Sugita Genpaku et Otsuki 

Gentaku， Miyako， Yedo， Osaka 1826. 

4) Eustachii Bartholomaei. Tabulae Anatomiae， ed. Jo. Maria Lancisius， Romae 

1714. 

5) Achiwa Goro， The Influence 01 European Medicine on Japanese Surgery. 

A summary of the Special Lecture at the sixty-fourth General Meeting of 

the Japanese Society of the History of Medicine. Osaka， April 3， 1963. 

6) Pedro Lain Entralgo， Conceptos fundamentales para una historia de la anato-

mia. Arch. Ibero-Americanos de Historia de la Medicina. Vol. 1 1949， pp_ 

419-423. 

7) Thomas Bartholini Anatome ex omnium Veterum Recentiorumque Observa-

tionibus inprimis Institutionibus b. m. Parenti・sCasρari Bartholini ad cir-

culationem Harveyanam et vasa lymphatica quintum renovata. Lugd. Bat. 

apud Jacobum Hackium， 1686. 

Thomas Bartholin's Anatomia Nova， a standard work reprinted many times 

in Leiden after 1641， is based on the Institutiones Anatomicae written by 

his father Caspar Bartholin， who perfected himself in anatomy mainly in Italy 

in the first decades of the seventeenth century. In all of the editions the 

author kept his father's traditional divisions. 

8) Ontleding世olgensden omlooρdes bloeds en nieuw gevonden watervaten. 

In het Latijn beschreven door den Heer Thomas Bartholin Carparszoon. Trans. 

lated by A. H. S. V. P. D. M. D. Amsterdam. Wed. Joh. van Someren， 1688. 
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which had been discovered and enthusiastically described by his contem-

poraries_ This ascription was not in itself unusual， for after all the 

Holy Book was held to contain all truth-even things man had not yet 

discovered. Blankaart's choice fell on the Book of Ecclesiastes， chapter 

X1I， verse 6. 1n this Chapter the Bible speaks of a silver cord that is loosed. 

Blankaart held that this cord， which according to the theologians was 

a symbol of the bond between the body and the soul， could very well 

be the thoracic duct. The Bible text goes on to speak of the pitcher 

broken at the fountain. 1n this pitcher Blankaart saw a symbol for the 

heart-a heart in the sense of William Harvey， one that could cause 

the blood to circulate3O) 

Johan Adam Kulmus refers to this explanation in his footnotes to 

his twenty-first Plate， but does not go into the subject. 1n general， 

these five compendia are rather chary with explanatory， annotating， or 

moralizing references to the Bible， but the circulation of the blood 

was a sore subject， because in the opinion of the theologians this 

concept disturbed the relationship between the soul and the body and 

attacked Aristotle's doctrines. The researchers persisted， however， 

'Uften in Bla nkaart's way， by demonstrating， with Bible in hand， that 

there was no real disturbance and that in fact the Creator should be 

admired for the ingenious composition of his creatures. 

Summary 

1n the Dutch textbooks on anatomy published during the last few 

decades of the seventeenth century a structure can be distinguished 

from which a concept can be derived that is characteristic of Baroque 

anatomy， which was introduced into Japan in 1772 by Sugita Genpaku 

and was worked out there in the following period. The compendia 

under discussion can be shown to be based on the Fabrica of Vesalius， 

and give considerable space to Harvey's view of the circulation of the 

blood and the research done in the seventeenth century on the lymph-

atic system. The functions of the organs are explained by a combina-

tion of the Classical physiology of Galen and theories taken from the 

chemiatric school of Francois de le Boe Sylvius and the late-Cartesia-

nism expounded at the end of the seventeenth century by Theodoor 

宮3 ( 12 ) 



maleria subtilis， which contains scented particles that are inhaled intU' 

the nose with the air. These particles collide with the ends of the 

olfactory nerves and cause them to move so that the brain “understands 

what the nose smeIls.吋7) Blankaart makes things even more com-

plicated when he proceeds to interpret Sylvius' concepts of efferve-

scence and fermentation on the basis of the corpuscular theory. Accor-

ding to him， fermentation of the blood consists of a detachment of 

the blood corpuscules， effervescence in an adhesion of a round corpus-

cule to a crescent shaped particle.28) The observations of Antoni van 

Leeuwenhoek， who studied the course of the blood in the capillaries in 

the tail of an eel， undoubtedly lent support to the corpuscular theory. 

Blankaart was severely attacked by Philip Verheyen about his “refor-

med anatomy" which Verheyen sneeringly called his “deformed ana-

tomy.円町 Verheyen maintained more reserve than the others toward 

both chemiatrie and Cartesianism， which earned him the praise of Her-

rIlan Boerhaave， who was to oppose them energetically in his first 

lectures， especially the corpuscular theories. Johan Adam Kulmus， who 

borrowed extensively from Verheyen， avoided the controversy and the 

use of Sylvius' terms as well， clinging to the simple explanations of 

the Ancients， which he indicated in his footnotes. 

The thoracic duct and the Bible 

It was of the greatest importance for the seventeenth-century 

scholar in the Calvinistic Low Countries that the new concept of the 

human body be reconcilable with the views of the established Church.. 

Cartesianism had provoked the anger of the theologians because it 

regarded the human body as a machine whose activities could be ex-

plained by clever reasoning. Bitter opposition to what was called the 

heretical distortion of Aristotle's teaching flared Up several times，. 

particularly in the University of Leiden. Steven Blankaart did not 

belong to Leiden， but his respect for Theodoor Craanen and his admi-

ration for Descartes brought him his share of attention from the 'theo-

logians. Perhaps this was what led him to attempt， in his first edition 

of the Hervormde Anatomie， to ingratiate himself with the powerful 

clergyman by inferring a place in the Bible for the lymphatic system， 
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spirits>> through the nerves24)， dissections showed that there were 

sometimes small calculi or other concretions in the epiphysis of the 

gland.25) Furthermore， the authors reasoned， the organ was a gland 

and the function of a gland is secretion. Kulmus added to his critical 

comments an exhaustive discussion in which he recapitulated the 

places mentioned by the Ancients as seats of the soul. Bartholin clearly 

esteemed the “new and agreeable view，η6) whereas Blasius only men-

tioned Descartes in passing in his commentary on Vesling， giving his 

main attention to Thomas Willis' discussion of the anatomy of the 

brain. 

Regarding the seat of the soul Descartes was not taken seriously 

by the various authors， but they， and particularly， Blankaart， did 

adhere to the Cartesian theories of matter， which had been developed 

in medicine during the last half of the seventeenth century. 1n the 

seventeenth century the theories of matter were derived from the 

Ancients， who were being read again by the humanists in their search 

for new doctrines that would explain the world better than Aristoteles' 

conclusions. 1nstead of qualities and properties， particles and motion 

now became favorite tools for the explanation of matter. These ancient 

doctrines of a. o. Democritus of Abdera were dressed in a new garb or 

modified by such famous philosophers as Pierre Gassendi and Rene 

Descartes. Especially the Cartesian theories found their way into Dutch 

medicine. They were also favoured by Theodoor Craanen (1620-1690)， a 

Leiden professor born in Germany. Blankaart admired his work， being 

a convinced Cartesianist himself. He incorporated Craanen's physiology 

in his Anatomia Reformata of 1696， steadily supporting Rene Descar-

tes and his corpuscular theory. According to the corpuscular theory， 

many processes in the body are explainable as an interaction between 

pores and particles or corpuscules， which form the basic elements of 

the air as materia subtilis， the fluids and the solid parts. The materia 

subtilis also had a penetrative capacity and could bring everything 

into motion. The shape and motion of the particles determined the 

sensation or physiological activity induced in the body. The corpuscular 

theories are clearly illustrated by the description of the sense of smell. 

Blankaart adopts Craanen's Cartesian concept. when he speaks of the 
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concepts， i. e. acid and alkali， which were ubiquitous in nature. 

Every one who made beer or wine knew the concept of fermentation， 

which Sylvius defined as the separation of the components of a mixture 

as a result of the dissolving of the salt that bound them. Sylvius also 

introduced the concept of effervescence. E任ervescencewas aggregra-

tion， in the sense of the binding of an acid with an alkali， a pheno-

menon accompanied by fizzing.21) Sylvius used these two concepts to 

explain the process of digestion， the circulation of the blood， and the 

role played by the lymph， and argued that the sがritusvitalis origi-

nated by a chemical process， as a heat-releasing effervescence. 

Steven Blankaart incorporated Sylvius' views into his Hervormde 

Anatomie， although he was critical of Sylvius' theories and especially 

about the chemical aspect of the sρiritus vitalis. Nevertheless， Blanka-

art applied the effervescence concept to respiration， basing himself on 

Sylvius' theory that air particles contain a salt of a salpetre-like and 

weakly acid nature. The dark venous blood would come into contact 

with the“aero-salt" and undergo a change in composition by effer-

vescence， the released heat being expired.22) 

In relation to digestion， chemiatrie found wider acceptance. The 

famous experiment of the young Reinier de Graaf with pancreatic jLlice 

was mentioned in detail by the authors of the compendia as were the 

discussions on the taste of the juice. 

According to Sylvius， the juice would have to be acid to undergo 

effervescence in the duodenum when it made contact with the alkalic 

bile， which came from the gall bladder. De Graaf did not want to 

QPpose his teacher， although he had himself found the pancreatic juice 

to be tasteless. Blankaart adhered to the critics of Sylvius; he denied 

the acid taste of the juice and by doing so denied Sylvius' theory of 

digestion23) • 

In the Netheriands physiology was strongly influenced by the 

mechanical philosophy of Rene Descartes， and his ideas also appeared in 

the compendia， in two forms. The most frequently cited of Descartes' 

views concerned the pineal gland as seat of the soul. Most of the authors 

questioned this hypothesis. Although Descartes assumed that the pineal 

gland had a light， delicate structure to enable it to send the “animal 
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with numerous annotations from ancient and contemporary authors. 

This tendency to“canonize" was common in the seventeenth and 

eighteenth centuries， and made the books thicker if less original. 

Steven Blankaart's Hervormde Anatomie of 1696 is three times thicker 

than the first edition of 1687， but the basic concept of the human body 

as the author saw it can be found in its entirety in the first edition. 

Physiologia nova 

It need hardly be said that Harvey's discovery of the circulation 

of the blood had consequences not only for contemporary thinking on 

the structure of the human body but also for ideas concerning the 

functions of the organs and metabolism. Although the authors of the 

compendia were dealing with anatomy， they could not help wondering 

what purpose the organs served and how they functioned. As a result， 

the“new anatomy" rapidly led to a“new physiology ぺandthe au-
thors lost no time in inserting the experiments of their contemporaries 

into the texts. For the rest， physiology was still founded entirely on 

the traditional Classical ideas of the three spirits， that determine life. 

According to this theory， these three spirits-the、sρiritusvitalis， the 

sρiritus naturalis， and the stiritus animalis， resided in the heart， the 

1iver， and the brain， respectively. Harvey's discovery that the heart is 

a pump more or less eliminated the spiritus vitalis. Thomas Bartholin 

had effectively dethroned the liver201 when he discovered that the chyle 

was transported to the cysterna chyli， not to the liver， so the natural 

spirit also lost its importance. These discoveries shook Classical physio-

logy and encouraged the seventeenth-century researcher to perform 

experiments and formulate new theories. 

These theories found their way into the compendia. In our context 

the most interesting example is perhaps the chemiatrie of Francois de 

le Boe Sylvius (1614-1672). This Leiden professor found a great follow-

ing for this theory on physiology. He compared the human body 

with a 1号boratoryin which chemical reactions proceed in retorts and 

tubes. Seventeenth-century chemistry was more closely related to 

alchemy than to modern chemistry. But Sylvius tried to explain the 

humours of the human body more scientifically. He used two familiar 
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In any case it is certain that a11 of the Baroque compendia were 

based on Renaissance anatomy and that the Galenistic concepts of 

organ structure were replaced by post-Vesalian anatomy. But does. 

this mean that a11 of Galen's work was set aside ? This question must 

be answered in the negative. Where purely descriptive and topographic 

anatomy was concerned， Vesalius' views on the structure of the human 

body dominated. But as soon as the functions of the organs had to be 

dealt with， we again see the Classical physiology appear in its seven-

teenth-century garb. Before going into this point， it will be useful to. 

examine the second structural aspects of the compendia-the way in 

which authors of Greek and Roman times were cited. 

The “Plinian style n 

The seventeenth-century author was afraid to omit anything. Simple 

descriptions unaccompanied by anecdotes and historical details are 

seldom to be found in these textbooks. Quite the contrary-every attempt 

was made to leave nothing out， and reference was invariably made to 

the traditional accounts found in the Classical works. The work of 

Plinius Secundus Major， the Roman author， was highly respected as a 

source of items elucidating Nature. There are several seventeenth cen-

tury editions of his Historia Naturalium， some in Dutch， a11 of them 

annotated with the findings of more recent authors. This way of discus-

sing a subject was favoured by the authors of the anatomical compen-

dia， especially in the early editions. For instance， in Bartholin's third 

chapter， which deals with fat， the author mentions that Pliny says that 

fat pigs can be gnawed by mice without feeling it. Kulmus' commentary 

on his Plate 1 even includes sixteen pages of biographical data on famous. 

physicians who had devoted themselves to anatomy. But in his descrip-

tions of the Plates themselves Kulmus does not diverge from his. 

subject; any explanations and historical information are reserved for 

the annotations. Steven Blankaart's editions are provided with lists. 

of the authors he cites， and he rarely mentions them in the text. 

The remarkable things are that the Latin editions of， for instance， 

]ohannes Vesling and Caspar Bartholin have far fewer quotations. Ge-

rard Blasius in particular ornamented Vesling's Syntagma Anatomicum 
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was incorporated into the text itself or indicated in footnotes. For 

example， Kulmus substituted the ten pairs of cerebral nerves described 

by Willis for the traditional seven pairs， adding an amusing mnemonic 

rhyme he had learned from Philip Verheyen， whose influence on Kulmus 

was considerableJ8】.

Although anatomy had been “reformed" by the seventeenth-century 

findings， the illustrations in the compendia lagged behind the text or 

were on lower scientific level. This is a well-known phenomenon 

frequently encountered in the anatomical textbooks. Not every anato-

mist had a ]an Stefan van Calcar， a Gerard de Lairesse， or a Christofer 

Wren to call on! New copper plates after the original drawings were 

often made for the representation of the organs， or copper plates were 

bought at auctions and corrected before being used again. 

As torsos illustrating the anatomy of the organs of the chest and 

abdomen， Kulmus tended to use the stiff figures drawn by ]oannes 

Vesling， to some of which he added elaborately dressed hair. Bartholin 

used the elegant and graceful torsos of Vesalius. Bartholin's copies are 

accurate reproductions， but Kulmus， like Verheyen， combined some of 

the torsos and made corrections in the drawings， which simplified the 

anatomy but at the same time reduced the accuracy. Blankaart did not 

use torsos， confining himself to illustrations showing the organs indi-

vidually. 

Kulmus must have used pictures from Vesalius' Fabrica as well 

as mus~le preparations from Giulio Casserio and a few direct copies， 

such as the one of Laurentius Heister's tongue. His greatest lag is 

seen in his illustrations pertaining to the nervous system. The pictures 

of the brain， which deviate appreciably from Vesalius， are quite poor. 

He omitted， for instance， the circle of Willis， an error which imme-

diately crept into the ]apanese version. The most original of the 

illustrations is the twenty-first plate showing the flow of chylus， which 

Kulmus says is based on the autopsy findings in a fifty year old man山.

In this cadaver the thoracic duct had been injected with milk. The 

cysterna chyli at first appeared to be double but had， according to 

Kulmus， only one l(Jmen. Nevertheless， the drawing gives the impres-

sion of representing a pathological change in the thoracic duct. 
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and start with the abdomen， which is logical enough for. a time in 

which satisfactory preservatives for cadavers were not available. The 

Leiden professor Johannes van Horne (1621-1670) kept the limbs of 

cadavers in brine， but they were hardly suitable for study after this 

treatment.15l For the same reason， the thorax was opened after the 

abdomen， and only then the brain pan. The brain was boiled or im-

mersed in oil， and it may be considered a minor miracle that even as 

eminent scholar as Niels Stensen was able to make such excellent obser-

vations on this organ. 

The new anatomy 

There is every reason to assume that Harvey's views on the 

circulation had completely replaced the Galenic ideas in Baroque 

anatomy. The works of Thomas Bartholin in particular are full of 

praise for the English scholar. The 1688 edition， which was intended 

to replace Thomas S阿佐ard'sout-of-print Dutch translation， again 

carried the letters in which the Leiden professor Johannes Walseus 

(1604-1649) confirmed Harvey's findings. The seventeenth-century ana. 

tomist was also deeply impressed with the discovery of the flow of the 

chylus， the anatomy of the thoracic duct， and the pattern of the ves. 

sels of the lymphatic system. This is clearly evident， too， in the Japa-

nese textbooks， in which the traditional string-of-beads pattern of the 

injected lymph vessels is illustrated 1削.

The main purport of the concept termed renovata or reformata 

was thus the incorporation of discoveries in this field into the text. To 

this end， Steven Blankaart rejected the traditional division of the text 

and started his 1686 edition with the structure and action of the heart. 

Gerard Blasius added to the Syntagma Anatomicum not only a com-

mentary but also an appendix in which all the new findings in the field 

of anatomy are mentioned. Here we find too the diagrams of the spinal 

nerves by Thomas Willisl7l (1621-1675)， Niels Stensen's work on the 

parotid and lacrimal ducts， Nathanael Highmore's (1613-1685) study Oll 

the vascularization of the spleen and pancreas， and the experiments of 

Reinier de Graaf (1641-1693) on the pancreatic secretion. In the early 

eighteenth-century compendia， as in that of Kulmus， this newanatomy 
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3. Classical physiology was gradually replaced in these compendia 

by the experimental physiology of the seventeenth century， which was. 

under the infiuence of the mechanical philosophy. 

4. The authors present the “new anatomy" in terms of the 

Christian allegorical ideas of Calvinism. 

These four elements will be discussed on the basis of five compen-

dia known to have been consulted in some edition or other or applied 

in some way in the preparation of books published in Japan: the 

Anatomia Nova7) by Thomas Bartholin， mentioned by Genpaku， in 

both the Latin edition of 1686 and the Dutch edition of 16888); the 

Nieuwe Hervormde Anatomie by Steven Blankaart in the editions of 

1678，‘16869) and 169610); the Syntagma Anatomicuml1) by Johannes. 

Vesling， which was translated into Dutch by among others Gerard 

Blasius in 1661 and re-issued in Latin with a commentary by the 

translator in 1696; and the already-mentioned work of Philippus Ver-

heyen12) as well as the Tafelen of Kulmus13)， who drew heavily OQ 

Verheyen. 

In his Bibliotheca Anatomica the celebrated physician Albrecht von 

Haller (1708-1777) refers to such compendia as books written in the 

“secular" styleU). By this he meant， with a touch of irony， that the' 

authors did not correct the omissions of the ancient writers and neither 

gave their own judgement nor reported their own experiments. They 

arranged their books systematically according to the traditional manner 

of the anatomical dissection， in which the body was divided into three 

main parts : the head， the chest， and the abdomInal cavity， the limbs. 

being treated under muscles and skeleton. The osteology is treated 

separately， with a description of the joints and ligaments. With respect 

to the nervous system， attention is given mainly to the brain and spinal 

cord. It was not until the nineteenth century that the peripheral nerves. 

received more attention. In these compendia the topographical anatomy 

of the limbs is barely mentiond. The peripheral blood vessels are 

illustrated in vascular diagrams of the human body like those found 

in Vesalius and Eustachius for the venous system in particular， as was. 

customary in the Classical tradition. 

The oldest compendia keep closest to the tradition of the dissectioQ 
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medicine (182ふー1855)，and the importation of medical knowledge 

:pertaining mainly to pathology (1866-1880)幻. This means that the 

.anatomical information that reached ]apan was still based principally 

<>n the anatomy that was in vogue before the publication of Xavier 

Bichat's Anatomie gene1'ale. Around 1800， anatomy underwent a revo. 

lution which put an end to the highly detailed systematization of the 

.eighteenth century and made room for the development of histology， 

topographical anatomy， and the experimental research of such scientists 

as Francois Magendie and Claude Bernard. Eighteenth-century anatomy 

was in fact little more than a refinement and working out of Baroque 

anatomy， and added little that was really new to the current knowledge 

<>f the structure of the human body. 

What is actually meant by Baroque anatomy? Lain Entralgo・)calls 

it an architectonic anatomy， that is to say， anatomy built upon the 

Fabrica of Vesalius， but with a monumental refinement and highly 

odetailed presentation of the structures of the body. All the anatomical 

data in question are to be traced to the important discoveries of the 

sixteenth and seventeenth centuries. In the presentation of the material 

the refinement of the vascular system dominates， together with the 

structure of the glands and the results of meticulous dissection of such 

-complicated structures as the spleen and the lungs. This Baroque 

Anatomy had dominated Europe for a whole century and was to main-

tain its dominance in ]apan for several more decades. 

Structure of the compendia 

In general， it may be said that the compendia taken as models 

during the introduction of European anatomy into ]apan all contain 

four elements that determined the stru巴tureof each of the books: 

1. They all adhere to the “new anatomy" (anatomia nova); in 

'Uther words， they are based on Vesalius' concept of the human body 

and give consid巳rableattention to the circulation of the blood as 

odescribed by William Harvey. 

2. . All of these compendia are written in the traditional style of 

the Renaissance; that is， the descriptions of the human body are an. 

notated with the opinions of the ancient and more recent authors. 
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and surgery， because the surgeons-who had no academic training-

usually could not read Latin. Such books were published in large 

editions by the well-known Amsterdam printers， among them the 

]anssons van Waesberge， who published the Ontleedkundige Tafelen 

by Kulmus， and ]an ten Hoorn， who printed three editions of De Nieuw 

Hervormde Anatomie by Steven Blankaart. Another well-known volume 

in Dutch was the Anatomie oft Ontleedkundige Beschrijvinge aan het 

Menschen Lichaam by Philip Verheyen， professor at Louvain from 1689 

until his death in 1710， which was translated from the Latin in 1711 by 

Andreas Dominicus Sassen and was published in Brussels by 't Serstevens. 

But the Latin compendia， too， found their way to ]apan， being 

used for the illustrations rather than as source for the text. Genpaku 

recounts that he was able to obtain a copy of Kulmus' Ontheedkundige 

Tafelen as well as one of Caspar Bartholin's Anatomia Nova2l • 

If we leaf through the anatomy text book prepared by Sugita 

Genpaku and Otsuki Gentaku， which appeared in 18263l， we find the 

familiar muscle figures of Bartholomeus Eustachius， the famous anato' 

mical prints discovered by Lancisi in the Vatican Library叫. It is therefore 

safe to assume that the Rangaku had a strongly European character from 

the very start，. as is clearly expressed in both the text and illustrations. 

of the Dutch compendia. Nevertheless， the form and content were 

unmistakably Dutch. The objective of the present report is to discuss. 

in some detail the characteristic presentation of anatomy in the texts. 

and illustrations. There can be no doubt that in the translation of the 

text into ]apanese much of the cultural background was lost， for 

example by the omission of the footnotes to the Kulmus Tafelen and 

the impenetrability of the references to Greek and Roman mythology 

and the Bible. Nonetheless， these elements， which form an inseparable 

part of the traditional concept of scientific work in the seventeenth. 

century， are an important source for a better understanding of the 

intellectual world in which the physicians of the factory at Deshima 

were trained. 

Goro Achiwa indicates three periods in which European medicine 

was introduced into ]apan， starting with the transmission of the 

medicine of the Leiden School (1750-1850)， the importation of vitalistic 
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Anatomia Reformata. The Dutch Handbook of 

Anatomy from the Baroque Period; the 

Contents and Presentation 

by 

Dr. A. M. Luyendijk-Elshout* 

lntroduction 

In 1974 it will be two hundred years since the first Japanese trans. 

lation of an European textbook of anatomy was published in Edo. 

The volume concerned was written by a German named Johan Adam 

Kulmus， who was professor of Medicine and Physics at Danzig. This 

もook，which had been published in Danzig in 1722 under the title 

Anatomische Tabellen and was translated into Dutch in 1734 by a 

Leiden surgeon named Gerard Dicten， was taken as model by the Ja-

panese physician Sugita Genpaku for his Kaitai Shinsho， the first text-

もookon Western anatomy to appear in Japan. The preparation of this 

volume is described by Genpaku in detail in a manuscript entitled 

Rangaku Kotohajime (1815)，' which was published in English1l in 1959， 

making it possible for the Western reader to follqw the fascinating 

story of how this Japanese anatomist mastered Baroque anatomy， which 

was founded on the monumental work of Andreas Vesalius. 

The Westernization of Japanese medicine started in 1774 and was 

<:ompleted gradually over a period of about a hundred years， during 

which important contributions were made by Philip Franz von Siebold 

.and Johannes Lydicus Catharinus Pompe van Meerdervoort， to name 

only two. In the course of that century a large number of medical 

books were translated from the Dutch into Japanese， but this does not 

mean that the Japanese restricted themselves to Dutch authors. In 

Europe， although the medical literature was accessible to all physicians 

since almost all of it was in Latin， translations of textbooks and col. 

lected works were often needed， especially in the fields of anatomy 
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